

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









「はぁはぁ……天てん真ま君……てんまくぅん……」




　ある日の朝。

　俺がふと目を覚ましたら、下着姿の女の子が隣となりで横になっていた。

「…………え？」

　突とつ然ぜんの珍ちん妙みような状じよう況きように、俺はその少女を見て数秒固まる。やや大人びた感じのある、ロングヘアーが似合う美少女。

　彼女の体を守るのは、小さなリボンの付けられたシンプルなタイプのブラとパンツのみ。その両手は枷かせで拘こう束そくされていて、『調教希望』と書かれている首看板をぶら下げている。

　眠ねむ気けが一気に吹ふき飛んだ。

「あ、あの……雪ゆき音ねさん……!?」

　震ふるえる声で、俺は彼女の名前を呼ぶ。ワケあって、一いつ緒しよに暮らしている彼女の名前を。

「あ……おはよう、天真君──いや、違ちがったね。ご主人様♪」

　頰ほおを赤くし、艶つやっぽい笑えみでおかしなことを言い出しやがった。

「いや、俺、ご主人様じゃないですから。っていうか、何をしてるんですか……？」

「見ての通り、添そい寝ねだよ？　ご主人様に朝のご奉ほう仕しをしようと思って」

　そう言い、ますます俺にすり寄る彼女。

　この人、朝っぱらからなんて倫りん理り的に危険なことを……！

　これは早く逃にげないとマズイ。このままここにいるわけにはいかない。

「あ、あの……。添い寝とか必要ありません。俺、今すぐ起きますから」

　変なプレイに巻き込まれないよう、布ふ団とんをはがしてベッドから下りる。

　しかし。

「遠えん慮りよしなくてもいいんだよ～？　ご主人様には、どんなご奉仕でもしてあげるから☆」

　雪音さんが言いながら、両手を自分の後ろにやってブラのホックを外してしまう。

「なっ……!?」

　彼女の胸は、控ひかえめに言ってとてもデカい。ブラが外れて落ちると同時に、押さえつけられていた胸が波打つようにぶるんと揺ゆれて、俺の目の前に姿を晒さらす。

　俺はすぐに顔を逸そらして、彼女の存在を視界から外す。

　しかし雪音さんは俺の体に寄り添って、大きな胸を触さわらせてきた。

「ご主人様。どうか私をメチャクチャに調教してください……♪」

　この人、本気だ……。本気で一線越こえる気だ！

「お、お断りします！　俺はそういうのダメなんで！」

「あっ、待って！　ご主人様！」

　俺は力ずくで雪音さんの手を振ふりほどき、慌あわてて部屋の外へ出る。

　扉とびらの先には長い廊ろう下か。また襲おそわれる前に駆かけ出して、必死に彼女から離はなれていく。

　と、その時。廊下の先で、別の少女と遭そう遇ぐうした。

「ふわ～あ……。あ、おはようございます。天真先せん輩ぱい」

　俺に笑顔を向ける少女。彼女も同じく同居人。雪音さんの妹、花か鈴りんである。

　花鈴も今起きたばかりのようで、自分の部屋の前で「ん～っ」と大きく伸のびをする。

　パンツ一枚の格好で。

「!!!!!???」

　衝しよう撃げきのあまり足が止まる。彼女は可愛かわいらしい小さな体を、パンツで隠かくれた一部を除いて完全に晒してしまっていた。

　俺は即そく座ざに腕うでを使って自分の両目を覆おおい隠す。

「お、お、お前！　何で服着てないんだよ!?　そして何で隠さないんだっ!?」

「隠す必要とか無いですよー。だって花鈴……。先輩にもっと見られたいです☆」

「ぐっ……!?」

　こいつ、俺に下着姿を見られることに、まるで抵てい抗こうを抱いだいてない。

「ねぇ、先輩。よかったら、もっと見て下さい。花鈴のとてもＨな姿を」

「よ、よせ！　やめろ！　近寄るな！」

　半はん裸らのまま俺に迫せまってくる花鈴。

「何なら、パンツも脱ぬぎましょうか？」

　しかも最後の砦とりですら自ら取り払はらおうとする。

　花鈴がパンツに手をかけたのか、シュルル……と衣きぬ擦ずれの音が聞こえる。

「うわあああああああっ！　脱いでんじゃねええええ！」

　俺は裸はだかを見ないように彼女の横を通り抜ぬける。

「あっ、先輩！　逃げないでください！」

　彼女の制止を完全に無視し、先にある階段を駆け下りた。

　途と中ちゆうに顔だけ後ろに向けて、彼女が来てないか警けい戒かい。そのまま一階の廊下を走る。

　しかし、それがマズかった。

「え……？　キャッ!?」

　俺がよそ見をしていたその時、タイミング悪く横の部屋からまた別の女の子が出てきた。

　花鈴の姉であり雪音さんの妹。最後の同居人である、月つき乃のだ。

　顔を後ろに向けたせいで、彼女に気づくのが遅おくれてしまう。

「うわっ!?」

　結果、俺は派手に彼女に激げき突とつ。そのまま床ゆかに倒たおれてしまう。

「い、いたた…………げっ!?」

　見ると、俺は彼女を押し倒すような形で倒れ込んでいた。すぐ目の前にナチュラルメイクの施ほどこされた、月乃の綺き麗れいな顔がある。

　しかも右手に柔やわらかい感かん触しよく。転んだ弾はずみで、彼女の胸を摑つかんでいた。

「わ、悪い月乃っ！　わざとじゃないんだ！」

　これは大変なことをした。事故とは言え俺の方から襲うような真ま似ねをするなんて……！

　謝りながら起き上がり、すぐに月乃から離れようとする。

　だがその時、彼女の方から俺の手を摑んだ。

「え？」

「朝から大だい胆たんだね。天真……」

　そう言い、俺の手を引っ張る月乃。

　俺はバランスを崩くずしてしまい、また床へ倒れ込んでしまう。

　そんな俺の上に、今度は月乃が押し倒すような形で乗る。

　え……え？　何してんの、コイツ？

「でもね……。天真とだったら……してもいいよ？」

　いやぁぁぁぁ！　ダメぇぇぇぇ！　絶対ダメぇぇぇぇぇ！

　月乃は俺の腕を摑んで起き上がれない状態にしつつ、空いた手で制服のリボンタイをとる。その目はどこか熱を帯び、明らかに興奮している様子。

　このままでは、俺は間違いなく襲われてしまう。そんな恐きよう怖ふを抱かせる目だ。

　──一体どうして、こんなことになっているのだろうか？

　俺は今、とある理由でこの三姉し妹まいと同居している。この、変態ばかりの三姉妹たちと。

　Ｈな女子だらけのこの家で、貞てい操そうを狙ねらわれるような生活。俺の人生でこんなおかしな目に遭あうなんて、まるで想像できなかった。

　だが、今思えば。あの時から全すべて始まっていたのだろう。

　俺が彼女の父親から、あの仕事を依い頼らいされた日から。

　この家で月乃や花鈴、雪音さんと暮らすことになったあの日から──。








第一章　同居人は三姉し妹まい









　貧びん乏ぼう暇ひまなしって言葉があるけど、本当によく言ったものだと思う。

　俺、一いち条じよう天てん真まの朝は早い。新聞配達の仕事のため、午前二時に起きて事務所に向かう。それから約三時間かけて梱こん包ぽうされた新聞を分けたり、新聞にチラシを挟はさんだり、実際にそれを運んだりして、帰宅するのは五時から六時。それからやっと朝食をとり、色々な支し度たくもしたりして、七時半には学校へ向かう。そして普ふ通つうに授業を受けて、夜は成績が落ちないよう、しっかり勉強しないといけない。はっきり言って、死ぬほどハードだ。

　なぜこんな生活をしてるかと言えば、家にお金がないからである。

　俺の父親は、まだ俺と妹が小さい頃ころに病気で死んだ。そのため財源が母のパート代だけと少なく、安定した生活のためには俺も働く必要があるのだ。

　しかし、それを恨うらんだことはない。女手一つで育ててくれた母には感謝しているし、何より俺が働くのは、可愛い妹のためでもあるから。

「あ。おかえり、お兄ちゃん」

　午前六時。配達を終えて家に戻もどると、妹の葵あおいが俺のことを出で迎むかえた。

　可愛らしい短めのポニーテールに、まだあどけなさの残る顔つき。さらに身長も百四十センチ台と小さく、全体的に幼い印象の少女だ。本当は中学二年生だが、見た目的には小学生にも見えそうなほどで、庇ひ護ご欲よくを大いにくすぐってくる。

「ただいま、葵。今日は珍めずらしく早起きだな」

「ぎくっ……！　そんなことないし！　普通だもん！　別にお兄ちゃんを出迎えようとかそんなの全然思ってないし！」

　真っ赤になり、聞いてもいないことを否定する葵。どうやら頑がん張ばって早起きして、俺の帰りを待っていたようだ。朝弱いクセに健けな気げな奴やつめ。

「ごめんな、遅おそくなっちゃって。ずっと待ってるの疲つかれただろ？」

「は、はぁ!?　だから待ってないし！　それより、お腹なか空すいたからご飯にしてよっ！」

　葵が照れを誤ご魔ま化かすように俺の体を押してくる。

「分かった分かった。すぐ作るから、ちょっと待ってろ」

「もう、バカッ！　アホッ！　キモイ勘かん違ちがいしないでよ！」

　愛する妹の罵ば倒とうを受けつつ、急いで手を洗いキッチンへ向かう。

　朝は大体、俺と葵の二人っきりだ。母さんは五時頃ごろ仕事に出るから、一いつ緒しよに朝食をとることはない。さらに妹は料理が壊かい滅めつ的なため、俺が妹の分も一緒に朝食や弁当を作るのだ。

　と言っても俺が作れるのは、簡単なものばかりだが。弁当も冷れい凍とう食品メインだし。

　朝食は、冷蔵庫に鮭さけがあったので、それをメインに和食にする。鮭を焼き、味み噌そ汁しるを作り、アボカドとトマトを雑な感じに切ってサラダに。そして昨日の残りの白米をチン。

　正直、仕事の後に朝食を作るのは死ぬほど面めん倒どう臭くさいし疲れる。できればレトルトで済ませたい。だが、節約のためにも妹の健康管理のためにも、さぼるワケにはいかなかった。

　疲れた体に鞭むち打うって、超ちよう特急で料理を作る。

「ほい、葵。できたぞー」

「フン！　礼は言わないわよ！　ありがとう！」

　言っちゃってる。お礼言っちゃってる。

　俺の妹は素す直なおじゃないが、本心の隠し方が下手だ。すぐ天あまの邪じや鬼くな態度をとろうとするが、その言動や表情から本当の気持ちが簡単に分かる。この上なく単純な女の子だ。

　そんな葵が箸はしをとり、『いただきます』を言った後、俺の作った味噌汁をすする。

「うわっ！　なにこの味噌汁!?　全然だめよ！　出だ汁しの取り方がおかしいもん！」

　葵が俺を睨にらみつけ、怒ど鳴なる。

「これ、鰹かつお出汁と昆こん布ぶ出汁を両方使うことによって、旨うま味みが何倍にもなってるじゃない！　なんでこんなプロみたいなことするの？　お兄ちゃん頭おかしいんじゃない!?」

　そう言いながら、味噌汁をあっという間に飲み干す葵。お椀わんには一いつ滴てきも残っていない。

「魚だってバターしょうゆで香こうばしく焼けて、その上皮もパリッとしてる！　何この技わざ！　どんな焼き方したらこんな風にできるのよ！」

　食事をがっつき、あっという間に食べ終える葵。その間、わずか〇・二秒。

「いつもお兄ちゃんは変なトコで力入れるんだから！　見てるこっちが疲れちゃうよ」

　愚ぐ痴ちを言いながら、俺とお揃そろいのコップでお茶を流し込む。本来ならばカップル用の、ハートが描えがかれたそのコップは、葵が買ってきたものだ。

「大体、メニューも私が好きなのばっかだし。ひょっとして、妹に媚こびてるの？　こんなので心を許すわけないじゃない！」

　そんな葵はなぜか毎日、俺の隣となりに座っている。こういう時、普通向かい側じゃね？

「全くもう。料理は変に凝こってるし、いつも私に好かれようとするし。本当にダメなお兄ちゃんだなぁ。こんなお兄ちゃん、大だい嫌きらい！」

　いや絶対大好きだろ、お前。

　お兄ちゃんのこと百パーセント好きすぎるだろ。行動から迸ほとばしってるぞ、愛が。

　いつも口では生意気なことを言うくせに、行動が全くお兄ちゃん離れできていない。むしろ、カップルも引くレベルでイチャイチャ毎日くっついてくる。それが我が家の妹だ。
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「あ、そうだ。お兄ちゃんコレ、ママから伝言なんだけど」

　食器を片付けだした葵が、机に置いていたメモ用紙を手て渡わたしてきた。

「母さんから……？　え、何だコレ？　どっかの地図？」

　メモには簡単な地図が描かれていて、ある箇か所しよに☆のマークがついている。

「なんか、ママの知り合いでね、働き手を探してる人がいるみたい。それでお兄ちゃんを推すい薦せんしたら相手も乗り気になったらしくて、今日の放課後、挨あい拶さつに行ってほしいって」

「うわ……。またいきなり仕事とってきたのかよ……？」

　あの母親、時々なんの相談もなく、仕事を俺に振ふってくる。しかも、大たい抵ていブラックだ。

「毎回何の相談もなく……。ちなみに、どんな仕事だって？」

「詳くわしいことは聞いてないけど……。なんか女の子とお話しするだけで、一日に何万ももらえるらしいよ？」

「ソレ、危険な仕事のにおいしかしねぇ！」

　どこの闇やみバイトだよ、それは。完全に裏社会の仕事じゃねーか。

「しかも女と話す仕事て……。俺、女なんて葵とくらいしか話せないぞ？　もしホストみたいな仕事だったら、完全に無理ゲーなんだけど……」

「うーん、それはないんじゃない？　お兄ちゃんだし、ないんじゃない？」

　その反応はさすがにひどすぎると思う。

「でも、本当にたくさんお金もらえるといいね。借金も返済できるかもしれないし」

　借金か……。その単語に、俺は現実を突つきつけられた。

　俺たちの家が貧びん乏ぼうなのは父親がいないからだけではない。昔父親が商売をやっていた時に作った、一千万程ほどの借金があるのだ。そのせいで俺たちはどれだけ働いても貧びん乏ぼう暮ぐらしを余よ儀ぎなくされている。俺や葵が大学に進学することも厳しいほどに。

　しかし借金さえなくなれば、暮らしはぐっと楽になるはずだ。必要以上に節約を考え、葵に不便を強しいることもなくなる。

「そうだな……。借金がなくなるなら、どんな仕事でもやるしかないか」

　妹の将来を守るためには、借金返済は必要不可欠。そのためには、俺が働くしかない。

「ま、できるだけ頑張ってみるかな」

　地図の書かれたメモをしまい、俺は残った食事に手をつけた。




　　　　※




　俺の通う青せい林りん高校では、週一で全校集会がある。

　俺は内ポケットに忍しのばせていた文庫サイズの単語帳を開き、集会の開始を待っていた。

「おい、一条～。こんな時にも勉強かよ。真ま面じ目めかｗ」

「さすがガリ勉。学年一位の秀しゆう才さいは違うねー」

　クラスメイトが笑いながら俺の肩かたを小こ突づいてくる。

「うるせぇな。邪じや魔ますんなよ。授業の予習してんだから」

　単語帳から視線を離はなさず、鬱うつ陶とうしそうな言い方で返す。

　俺は家庭を守るため、少しでもいい職に就つく必要がある。それには良い大学への進学は必ひつ須すだ。ただでさえ仕事で学習時間の短い俺は、この空き時間も無む駄だにはできない。

　しかしクラスメイトたちは、そんな事情など知るかとばかりに、俺に話しかけてくる。

「つまんねー奴だな～。もうちょっとお話ししようぜ～？」

「つーか、よく勉強ばっかできるよな。俺だったら頭割れてるわ」

「おい、一条なんかほっとけって。それより見ろよ。なんかすげー子いるんだけど」

　その中の一人が、隣に並ぶ下級生の方を指さした。

　つられて皆みなと同じ方を見ると、ひと際きわ目立つ女子生徒が一人。ライトブラウンのショートヘアーと、くりっとした目が特とく徴ちようの少女だ。

「あれさあ、よく噂うわさ聞く子じゃね？　ほら、一年で一番可愛かわいいってヤツ」

　俺以外の男子は、皆この手の話が好きだ。学園のアイドル的女子を見つけて盛り上がる。

　と、その時。下級生の方も視線に気づいた。彼女が俺たちを振り返る。そして、

「────♪」

　笑え顔がおで俺たちに手を振った。

「うおおおおお！　ヤベぇ！　可愛い！　今の見たかよ!?」

「ああ！　俺に向かって手ぇ振ってくれた！」

「は!?　お前じゃねーよ！　アレは俺にやったんだ！」

　馬ば鹿かか、コイツら。そんだけのことではしゃぎすぎだろ。

　そもそも俺は、女子になんてあまり興味はない。学園のアイドルとかどうでもいいし、そんなの愛めでる時間があるなら教科書と見つめ合ってるわ。

「なぁ！　一条も、あの子可愛いと思うだろ？　なっ？」

「知るかよ、このロリコンどもめ。俺は女子とかどうでもいいから」

「んなこと言わずに、ちゃんと見てみろよ。後こう輩はいの女子なんて、こういう時じゃないとゆっくり観察できないんだぜ？」

「そうそう。少しは話を合わせろって。な？」

　全く、しつこい奴らだなぁ……。全然勉強に集中できない。

　しょうがない。ここはコイツらの言う通り、少し話を合わせるか……。

「分かったって。確かに可愛いよ。背が低いとことかポイント高い」

「だろー？　やべー。ああいう子彼女にしたいわー」

「ああ。何だったら妹にして一日中可愛がりたいな」

　早く話を終わらせるため、適当な言葉を吐はいて共感した風を装よそおっておく。

「……キモッ」

　と、後ろの方から声が聞こえた。

「デカい声で馬鹿みたいな話しないでくれる？　気持ち悪いんですけどー？」

　振り向くと、クラスの女子が嫌けん悪お感たっぷりな視線を俺に向けていた。化け粧しようっ気けのある、キラキラした感じの陽ようキャ女子。

　こいつの名前は……何だっけ？　確か、月つき乃のとかいったような……。

　っていうか、俺のセリフ聞かれてた？

「い、いや！　今のは冗じよう談だんで──」

「うざ。ホント目め障ざわりなんだけど」

　そのままプイッ、と別の方を向いてしまう女生徒。ヤバイ。なんか誤解で嫌きらわれた。

　男子の間にも、いやーな空気が残される。

「……やっぱこえーな、月乃のヤツ」

「ああ。普ふ通つうにしてればすげー綺き麗れいなのにな」

「アイツ、男全ぜん般ぱん嫌いなんだろ？　バスケ部のキャプテンも振られたって噂が……」

　ひそひそと聞こえないように話すクラスメイトたち。正直、俺もちょっと怖こわかった。

　やっぱり女子と関かかわってもいいことなんて何もない。黙だまって勉強をしているほうが、よほど有意義でためになる。ああいうのは所しよ詮せん、俺には関係ない人種だし。

　いや、でも……。そういえば、次の仕事は女性関係の仕事だったっけ……。なんか少し不安だぞ。うまく話せる自信がない。

「みなさん、静かにしましょうねー。これから集会を始めるよー？」

　なんて考え事をしていると、壇だん上じように生徒会長の女子生徒が立った。

「おっ、雪ゆき音ね先輩じゃん！　やっぱいつ見ても綺麗だよなー」

「やべー！　一回でいいから付き合いてーよ！　俺一回コクってみよっかな」

「バカ、相手は学校のアイドルだぞ？　お前なんか相手にされっかよ」

　また隣にいるクラスメイトが、どうでもいい話をし始める。何が学校のアイドルだよ。俺別に好きじゃありませんけど？

　しかし、そんな話もすぐに終わる。生徒会長の呼びかけで、騒さわがしかった体育館から徐じよ々じよに音が消えていく。

　その様子を見計らい、先輩がゆっくり口を開いた。

「それでは、おはようございます。これより全校集会を始めます」

　優やさしい笑みを浮うかべながら、話を始める生徒会長。

　俺は彼女の声を話半分で聞きながら、ため息をついて俯うつむいた。

　本当に、今度はどんな仕事を任されることやら……。せめて仕事の相手になる女子が、さっきの月乃とかいうヤツみたいなキツイ相手じゃなければいいけど……。

　俺は面めん倒どうな仕事にならないように、心の中でお祈いのりした。




　　　　※




　学校が終わり、空がオレンジ色に輝くころ。

　約束の時間の五分前に、俺は地図の場所に到とう着ちやくした。

「それにしても……すごいな、コレ……」

　そこに建っていたのは、なんとも豪ごう奢しやな一いつ軒けん家やだった。高級感ある白い壁へき面めんに、等とう間かん隔かくに取り付けられた双ふた子ご窓。西洋の建築を思わせるそれは、豪ごう邸ていと呼ぶにふさわしい。

　一日に何万という報ほう酬しゆうも、何だか納なつ得とくできそうだ。後は、仕事内容がどんなものか……。

　恐おそる恐るインターホンを押す。三十秒ほど経たった後、中から一人の男性が出てきた。

　口元に髭ひげを生やした彼は、落ち着いた口調で俺に言う。

「やあ、いらっしゃい。よく来たね。君が香か織おりさんの息子むすこさんだろう？」

「はい。一条天真です」

　香織、というのは母の名前だ。そういえばこの人、母の知り合いなんだっけ。

「まぁ、入りなさい。話は中でするとしよう」

　俺は導かれるままに家の中へ上がり、長い廊ろう下かを歩いていく。壁かべに掛かけられた大きな絵画や飾かざられている壺つぼを見るに、予想以上に金持ちらしい。

　やがて彼は客間と思おぼしき部屋に入り、ソファーに俺を座らせた。

「よく来たね、天真君。私は神じん宮ぐう寺じ肇はじめというものだ。ＺＧグループの社長をしている」

「ＺＧグループ……!?」

　いきなり出てきたその名前に、俺は大きく目を見開いた。

　ＺＧグループと言えば、食料品や書しよ籍せき、家電、雑貨、衣類など、様々な商品を取り扱あつかう、言わずと知れた大だい企き業ぎようだ。その社長ということは、相当有名な人物のはず。

「なんでウチの母さんが、そんなすごい人と知り合いに……!?」

「そんな大した者じゃないよ、私は。あと、香織さんとは小さな頃からの知り合いでね」

　そんな話、母さんからは一度も聞いたことがなかった。何だかにわかには信じ難がたい。

「あの……。それで、俺に頼たのみたいお仕事というのは？　女性関係と聞いてますが……」

　天下の大企業の社長様がわざわざ俺なんかに頼む仕事……。一体何をやらされるんだ？

「うむ、そうだ。君に頼みたいのは、女性関係の仕事になる。それも、非常に重要な」

　その重苦しい言い方に、緊きん張ちよう感がさらに高まる。手て汗あせが凄すごいことになってきていた。

「この仕事は、決して失敗は許されない。だからこそ心してかかってほしいのだ」

「そ、それで……。そのお仕事とは……？」

　空気が張り詰つめるのを感じ、俺はごくりと唾つばを飲む。

　永遠にも思える沈ちん黙もくの中、ついに肇さんがその口を開いた。




「君に…………私の娘むすめの夫になってもらいたい」




「………………は？」

　予想を遥はるかに超こえた言葉に、俺は思わず敬語を忘れた。

　な、なんだそれ……？　どういうことだ……？　言っている意味がよく分からない。

　え？　それって、要するに──

「あなたの娘と、結けつ婚こんしろということですか……？」

「誰だれがそんなことを言ったあああああ!!」

「えええええええええええええっ!?」

　なぜか怒いかり出す肇さん。なんだコレ!?　マジで意味が分からないんだけど!?

「おっと……。すまない、取り乱した。どうやら言葉が足りなかったようだね」

　ゴホン、と咳せき払ばらいをして、肇さんが補足する。

「つまりだ。君にはこの家で、私の娘と同居してもらいたいのだよ。娘の仮の夫として」

「仮の夫、ですか……？」

　怪け訝げんな表情をする俺に、肇さんがさらに言葉を重ねる。

「私の家は名家でね。娘たちもこの家に恥はじない娘になるように、厳しく育ててきたつもりだ。特に、異性との付き合いについては、これまで厳しく禁じてきた」

「はぁ……」

「だが神宮寺家の娘である以上、いずれ別の名家に嫁とつがせなければならなくなる。その時に男との接し方を知らないのでは、家の恥はじになりかねん。何より、娘も苦労するだろう」

　確かに、異性と接した経験もなしに嫁ぐことになれば、戸と惑まどうことも多そうだ。

「そこで私は、娘と男を仮の夫ふう婦ふとして同居させ、男に慣れさせようと思ってね」

「なるほど……。その夫役というのが俺の仕事なわけですか……」

　つまり夫は夫でも、あくまで仮の夫というわけだ。夫役を演じるというだけ。

「いや、でも……。異性に慣れさせるためだけで、そこまでする必要ありますか……？　同居なんてさせなくても、学校とかで男友達を作らせれば済むんじゃ……」

「君の言う通り、普通だったらそうするだろう。しかし学校での様子は私には分からないからね。私が正しく娘たちのことを知るためにも、そしておかしな間ま違ちがいを起こさないためにも、私の監かん視しできる家の中で交友を深めてもらいたいんだ。それに男と同居することは、娘にとってはちょっとした花はな嫁よめ修しゆ業ぎようにもなる。名家に嫁ぐ彼女たちにとって、これは重要な経験だ。そのためにも、この方法を選んだのだよ」

「はぁ……。そういうものですか……」

　とにかく、肇さんなりに考えがあってこの方法をとったことは分かった。

「本来なら、身内に近い信用できる人物に頼むつもりだったのだが……。生あい憎にく、適任者がいなくてね。困っていた時に香織さんから君の話を聞いて、お願いしようと思ったんだ」

「え……？　何で俺なんですか？」

　言ってはなんだが、俺は女性経験がまるでない。人選が間違ってると思うが……。

「君を選んだのは、信用できると思ったからだよ。私としても、大切な娘を見ず知らずの男に預けるなんて不安しかない。夫役を頼むとは言え、手を出されては困るからね」

　それはそうだろう。肇さんとしては、一番の懸け念ねん事じ項こうのはずだ。

「しかし、私がしかるべき機関で君を調査した結果、君が非常に誠実で真ま面じ目めな人間であることが分かった。家族の生活を守るために、毎日働いているそうだね？　しかも、学校ではトップの成績を維い持じしながら。それほど実直な男なら、信用できると思ったのだ」

「は、はぁ……。ありがとうございます……」

　一応、ちゃんとした理由があって俺を選んでもらったようだ。大企業の社長に認められるのは、素す直なおに嬉うれしいことだと思う。

「それに、君が娘に手を出さない、健全な心を持った少年（ヘタレ童どう貞てい）であることも分かった。これなら娘に手は出すまい」

「待ってください。今、失礼な副音声が聞こえたんですが」

　初対面の人間に対して、さすがに失礼すぎると思う。ってかそれ、どんな方法で調査したんだよ。

「まぁ、仮の夫婦とは言っても、君は特別なことはしなくていい。あくまで目的は娘たちを男に慣れさせることだ。君はただ、娘たちと一いつ緒しよに暮らすだけでいいのだよ」

「そ、そうですか……？　それなら一応できそうですけど……」

「ちなみに、引き受けてくれた場合の月給はこんなところだな」

　メモに数字を書いて見せてくる。なになに、ゼロが一、二、三、四、五、六……。

「百万──────────────っ!?」

　え、え？　マジで？　マジで百万!?　単位は円なの!?　ペリカじゃなくて!?

「それに、君の家は亡なくなった父親の借金があるという話だったな？　もし問題なく一年間娘と過ごしてもらえたならば、この給料とは別として、その借金も私が返そう」

「！！？」

　なっ、なんて魅み力りよく的な提案なんだ……！　借金さえなくなれば、一気に貧びん乏ぼうから脱だつ却きやくできる。葵にも楽をさせてあげられるだろう。それどころか月の報酬で、色々なものを買ってやれる。新しいゲームに、あいつがずっと読みたがっていた漫まん画がの全巻セットとか……。

「分かりました！　この仕事、引き受けさせていただきます！」

　妹の喜ぶ顔が頭に浮かび、気づけば俺は承しよう諾だくしていた。

　彼の娘と暮らすだけで破格の報酬を手に入れられる。こんな条件のいい仕事、他に存在するわけがない。未来が明るく開けた気がして自然と俺の声も弾はずむ。

「そうか、引き受けてもらえるか。よかったよかった。これで私も安心だ」

　話が決まり、肇さんが穏おだやかな表情を浮かべる。

　彼はおもむろに立ち上がると、ゆっくりとした足取りで俺のもとへと歩いてきた。

「しかし、すまないね。おかしな仕事を頼んでしまって。申し訳ないと思っているよ」

「い、いえ！　とてもやりがいがありそうですし、精せい一いつ杯ぱいやらせていただきます！」

「うむ、期待しているよ。──あ、そうそう。あと、これはハッキリ言っておくが」

　彼が後ろから俺の肩かたに手を置く。そして春の日差しのように穏やかな笑顔でこう言った。




「娘に手を出したら────死ねよ？」




　ストン！　とナイフが机に刺ささった。俺の座るすぐ目の前に。

　え？

「もしも。もしもだ……。もしお前がスペシウムキュートな私の娘に欲情し、貞てい操そうを奪うばうことがあれば……キエエエエエ天真ああああ！　私は貴様を潰つぶしゃああああああああ！」

　ええええええええ！

　えええええええええええええええええええ!?

　なんだこのオヤジ！　なんだこのオヤジ!?

　いきなりエキサイトしすぎだろコイツ！　今までのイメージ弾はじけ飛んだぞ！

「自じ慢まんになるが、私の娘は最高の淑しゆく女じよに育っている！　可愛かわいく、清せい楚そで、そして綺き麗れい！　非の打ちどころのない最高の娘だ！　そんな娘に貴様がもしも……不純なことをしようものなら…………っ！　ロシアの海に沈しずめらああああああああああああああああああっ！」

「は……はいぃ！」

　その迫はく力りよくに、俺は反射で頷うなずき返事をした。

「はあっ……はあっ……。分かればいい……。おっと……意外と時間が経っているようだ。では、引き受けてくれるということで、そろそろ娘を紹しよう介かいしよう」

　肇さんが元に戻もどり、話の続きを始めようとする。この人怖こわい。人格が二つあるんだけど。

　と、その時。どこからか軽快な電子音が鳴った。

「おっと、すまない。──もしもし、私だ」

　スマホを手に取り、通話を開始する肇さん。数十秒後、彼は焦あせった様子で電話を切った。

「すまない……。急な仕事ですぐに出ないといけなくなった。娘は奥の部屋にいるだろうから、悪いが自分で挨あい拶さつをしてくれ。当然、君のことは話してあるから」

「えっ……!?　わ、分かりました……」

　初対面の女子に一人で会うのは気まずいが、仕事なら引き留めるわけにはいかない。

「あっ。それで、俺はいつからここに住み込めばいいんですか？」

「ん？　香織さんから聞いてないかね？　早さつ速そく今日からのつもりだが」

「今日からぁ!?」

　あの母親め……。大事なことを全く俺に伝えてねぇ……っ！

「ちなみに、今君が務めている新聞配達の仕事のことは、何も心配しなくていい。君が抜ぬけても問題無いよう、私が手配しておこう」

　肇さんが手配するってことは、今の職場もＺＧグループの系列のようだ。

「いいかい？　私はこれでも忙いそがしい身だ。残念ながらこの家を空けることも多い。それでも当然様子は見に来る。くれぐれも私のかぁいい天使に、手を出すことのないように」

　鋭するどい眼光で俺を睨にらみ、バイオレンスなオッサンはようやく部屋から出ていった。




　　　　※




　プルルルルルル。プルルルルルル────ガチャ。

『ただいま、電話に出ることができません。ピーッという発信音の後──』

「おい、母さん。ふざけるんじゃないぞ」

　俺は娘のいる部屋を目指しつつ、母親に電話をかけていた。当然、文句を言うためだ。

『あ、バレたー？　ハロー。元気ー？』

　相変わらずへらへらした声で、冗じよう談だん交じりに話す母さん。肇さんはこの変人を信用してるみたいだけど、変人同士気が合うのだろうか？

『どうしたのよー？　なんか用？』

「『なんか用？』じゃねーよ。どういうことだよ？　今日から住み込みで働くなんて全然聞いてなかったぞ？」

『あ～。メンゴメンゴ。でも、これはしょうがないんだって。一週間前にはちゃんと言おうとしてたんだけど、面めん倒どうくさいからいいかなって』

　ほんの一ミリもしょうがなくねーよ。つーか、言い訳する気ゼロじゃねえか。

「そもそも母さん……。あの人とどんな関係なんだよ？」

『あ～、肇っちは小学校からの友達でね～。学生時代は私が勉強教えてあげたり、色々面倒見てやったのよ。で、その時のことを恩着せがましく持ち出して、今回の仕事を取り付けたワケ。だから失敗するんじゃないわよ～？』

「だったら、事前に仕事の内容くらい教えろよ！　いきなり初対面の女子と同居とか、普ふ通つうに考えてありえないだろ！」

『いーじゃんいーじゃん！　アンタにしてみれば、女子と暮らせてその上お金も稼かせげるんだよ？　いいことばっかじゃん。勝ちゲーじゃん』

「そんなことねーよ。これ仕事だぞ？　んな吞のん気きなこと言ってられるか」

　別に相手が女子だろうと、俺は浮うかれたりなんてしない。高額な報ほう酬しゆうがもらえる以上、真面目に仕事をこなすだけだ。

『そんな難しいこと考えずに、仕事ついでにサクッと彼女作ってきなさい。それからドピュッと子供も作ってきなさいよ』

　おい、効果音おかしいだろ。イメージがエロい方向に限定されるわ。

『でも、うまくいけばこれで借金返済できるわー。頼たよりにしてるぞ、我が息子むすこ！　あ、アンタの荷物は後で届くようにしとくから。あと、何か言うことは──』

『あっ、ママ！　ひょっとしてソレお兄ちゃん!?』

　電話の向こうから、可愛い妹の声が聞こえる。どうやら家で一緒にいたようだ。母さんがケータイを葵に渡わたす音が聞こえる。

『ねぇ、お兄ちゃん！　どういうこと！　しばらく帰って来れないの!?』

　母さんから仕事の話を聞いたのだろう。悲しそうな声が電話口の向こうから聞こえる。

「あ、ああ……。ごめんな、葵。仕事でしばらく他の家で暮らすことになった」

『そ、そんな……。私、嫌いやだよ。お兄ちゃんが、お兄ちゃんがいないと──』

　そうか……。やっぱり、俺がいないと寂さびしいか……。

『誰だれが私の朝ご飯作るの!?　私、料理とか全然できないのに！』

　そこは自分で頑がん張ばってくれええぇ……。

『っていうかお兄ちゃん、いつも放課後は早く帰って私と遊ぶ約束でしょ！　お兄ちゃんのバカ！　噓うそつき！　アンポンタンのくるくるぱー！』

　うわぁ、すごい勢いで怒おこってらっしゃる。

「ご、ごめん……。でも、これも葵のためなんだぞ？　だからさ、寂しがるなって」

『さ、さ、寂しがってなんてないもん！　ちょっと二分に一回お兄ちゃんのこと考えて、一緒にお勉強したり、ゲームしたり、添そい寝ねしたりしたくなるだけだもん！』

　うん、特とく盛もりで寂しがってるな。

　ってかこの子、ちょっと俺のこと好きすぎないか？　少しだけ将来が心配だ。

『ふん！　お兄ちゃんなんかもう知らない！　お兄ちゃんなんか、お兄ちゃんなんか……健康に気を付けてしまえばいいのにっ！』

　怒いかりながらも俺の身を案じ、乱暴に通話を切る葵。この子、めっちゃいい子だわ……。

　仕事とはいえ、いきなりいなくなるのはちょっと可哀かわい想そうだったかも。まぁ、ここから家までそんなに時間かからないし、明日にでも一回帰ってちゃんとフォローをしておこう。

　そう思ったとき──廊ろう下かの突つき当たりに到とう着ちやく。装そう飾しよくの施ほどこされた扉とびらがあり、肇さんの話では、この先の部屋に娘むすめさんがいるらしい。

　とりあえず中指で扉をノック。しかし待っても応答なし。多分聞こえてないのだろう。

　こうなれば、こっちから扉を開けるしかない。

　同居相手は、一体どんな人物だろうか。緊きん張ちようで高鳴る胸を、深呼吸して落ち着かせる。

　そして俺は、ゆっくりとその扉を開いた。

「──おお……」

　扉の先に広がっていたのは、なんとも豪ごう華かな部屋だった。

　広々とした室内には、オシャレなソファーやガラス製のテーブル、サイズの大きいテレビなど、いかにも高級そうな家具や家電が綺麗に配置されており、間接照明が部屋全体を上品に照らし出していた。部屋の隅すみの観葉植物も、いい雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　明らかにお金持ちの部屋。気品というかオーラというか、俺の家とは空気が違ちがう。この家に今日から俺も暮らすことになる……。そう思うと、なんだか気き後おくれしてしまう。

「わあ、おいしいっ！」

　家の豪華さに圧あつ倒とうされ、金持ちへの畏い敬けいの念に震ふるえていると。

　少女の声が耳に届いた。

「お姉ちゃんたち、これ本当に手作りなの？　お店のヤツよりおいしいよ！」

「ふふっ、よかった。今日のはちょっと自信作なんだよ～？」

「たまには花か鈴りんも作ってみれば？　これくらい、意外と簡単よ」

「え～。それはヤダ。花鈴、食べるの専門だもん」

　声の主は、ソファーに座る三人の美しい少女たち。

　彼女たちが囲むテーブルには品のあるティーセットが用意され、よく映画で見るようなアフタヌーンティースタンドには、ケーキやマカロン、スコーンなどの高そうなお菓か子しが美しく並べられている。

　三人の美少女たちが、優ゆう雅がにお茶会を楽しんでいた。

「……あれ？　三人？」

　なぜ三人も女子がいるんだ？　友達？　いや、違う。さっき『お姉ちゃん』という単語が聞こえた。ということはまさか、三人とも……？

　疑問に思い、彼女たちを見み据すえる。なんだか顔が似ている気がする。それに三人とも名家のお嬢じよう様さまらしく、この豪華な家に溶とけ込んでいる。学校で見るような女子とは違──

　そして、思わず固まった。

「え……？」

　なんか、見たことのある女子がいる。

　三人の内の、真ん中でマカロンを食べている少女。あの横顔、すごく既き視し感が……。

「あ、そうだ。アタシ、ちょっとケータイとってくるか…………ら？」

　その少女が立ち上がり、俺のいる扉の方を向く。

　当然、目と目がバッチリ合う。その瞬しゆん間かん、俺の疑ぎ惑わくが確信に変わった。

　俺たちは互たがいの顔を見て、驚おどろきのあまりフリーズする。そして──

『あ─────────────────っ!!』

　声をハモらせて絶ぜつ叫きようした。

　相手の女子は、ちょうど今日絡からまれたばかりの女子。

　男嫌ぎらいで有名な、月乃とかいうクラスメイトだった。




　　　　※




「えと……。今日から皆みんなと暮らすことになる、一条天真です。よろしくお願い致いたします」

　俺はソファーに座る三人へ丁てい寧ねいに頭を下げながら、簡単な自己紹介をする。

　やはりお茶会をしていた彼女たちこそ、肇さんの娘たちであった。つまり、俺の直接の仕事相手は、この三人ということになる。

　というか、娘って一人じゃねえのかよ。これってつまり、三姉し妹まいみんなと夫ふう婦ふ生活をしろってことか……？　おかしいだろそれ！　重じゆう婚こんじゃねえか！　三姉妹とか聞いてねぇ！

「こちらこそよろしくね、天真君」

　俺が心の中でシャウトしていると、三姉妹の一人が俺に微笑ほほえみかけてきた。

「長女の神宮寺雪音です。天真君と同じ青林高校の三年で、生徒会長をしています。これから仲良くしていこうね」

　簡単な自己紹介をする雪音さん。そして腰こしまで届くロングヘアーや巨きよ大だいな胸を揺ゆらしながら、とても丁寧にお辞じ儀ぎをする。その表情や態度からは、とても上品で優やさしそうな長女らしい雰囲気を感じ取れた。

「あはっ。男の人と同居なんて、ちょっとドキドキしちゃいますね」

　気づくと、別の少女が俺のすぐ傍そばに寄ってきていた。抱だきしめられそうに近い位置。

　俺よりもかなり背の低い、ショートヘアーの女の子だ。

「私は一年の花鈴っていいます。この中では花鈴が一番下なので、可愛がってくださいね？　先せん輩ぱいっ♪」

「あ、はい。了りよう解かいです……」

　明るく元気な笑みを浮かべて、上うわ目め遣づかいで言う花鈴さん。その距きよ離り感の近さには思わず少しひるんでしまう。

　いきなりこうして甘えてくるのは、茶目っ気のある女の子だからか。くりくりとした丸い瞳ひとみも、陽気さや無む邪じや気きさを表しているように見える。

「アタシは絶対に認めないから。こんな奴やつと同居するなんて」

　と、偶ぐう然ぜんにも知り合いである女子──神宮寺月乃が俺を拒きよ絶ぜつした。

　彼女はさっきから俺に少しも近づこうとせず、むしろしきりに追い出そうとしていた。

「こういうことになると思ったから、アタシはずっと反対してたの。結婚生活の練習なんて……。パパが『絶対お前たちに手を出さない、紳しん士しな人間をよこす』って言うから渋しぶ々しぶ話を受けたのに。同級生の男子と同居とか、普通に考えてあり得ないし」

　セミロングの金きん髪ぱつをいじりながら、可愛らしい顔を不快そうに歪ゆがめる。リップやアイシャドウを軽く使っている様はいかにも今どきのＪＫっぽく、そんな彼女に睨にらまれると、女慣れしてない俺としては畏い縮しゆくしてしまいそうになる。これではものすごく接しづらい。

　しかし、これは非常にマズイ。月乃に同居を反対されれば、仕事の話がなかったことになるかも知れない。そうなれば借金返済は夢のまた夢。それどころか、家計が崩ほう壊かいする！

「おい、待ってくれよ。勘かん違ちがいしているみたいだが、俺によこしまな気持ちは一いつ切さいないぞ？　ここで暮らすのは、依い頼らいされた仕事のためだ。だから安心してほしい」

　俺の目的は、あくまで生活費と借金返済。いくら三人が学校で人気の美少女でも、手を出そうなんて思わない。そのことをはっきり伝えておく。

「どうだか。アンタ、今日の全校集会の時キモイことばっか言ってたじゃない。花鈴を妹にしたいとか……。そんなヤツと一いつ緒しよに暮らしたら、アタシたちの身が危ないわよ」

「うぐ……！」

　集会の時って……あの後輩、ひょっとして花鈴だったのか？　だとしたら、月乃が怒るのも納なつ得とくだ。ただでさえコイツは男嫌いで通っているし、妹を変な目で見られたら、普通に気分が悪いだろう。

「え～。天真先輩、陰かげでそんなこと言ってたんですか～？」

　花鈴がニヤニヤしながら俺の顔を覗のぞき込む。この子は多分、単純に面おも白しろがってやがる。

「ち、違う！　アレは周りに話を合わせただけで……。本当に思ってたわけじゃない！」

「そんな言い訳信じらんなーい。パパに電話して、アンタを出禁にしてもらおーっと」

「なっ……!?」
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　ヤバイ！　そんなことをされたら、俺が無職になってしまうぞ！

「コラ、月乃ちゃん。あんまり意地悪しちゃだめよー？」

　と、雪音さんが月乃を止めた。

「天真君だって変なことはしないって言ってるし、少しは信用してあげないと」

「あのね、雪ゆき姉ねえは優しすぎ。こんなの、アタシたちに取り入るために噓ついてるにきまってるでしょ？　犯罪者なんて大体そうよ」

　いつの間にか俺が犯罪者になってる件について。

「こんな男と夫婦として同居なんてムリ。ねぇ、花鈴。アンタも嫌だと思うでしょ？」

　仲間を増やそうと、妹の花鈴を見る月乃。しかし、彼女は平然と答える。

「え？　花鈴は別にいいよ？　この人面白そうだもん。一緒に暮らしてみたいな～」

「はぁ!?　マジで!?」

「それに月乃お姉ちゃんだって、本当は楽しみなんじゃない？　お姉ちゃんの部屋の本ほん棚だなに、男の人と同居するちょっとＨな少女漫まん画がが──」

「か～～～り～～～ん～～～っ!!」

　月乃が花鈴の頰ほおをむにーんと引っ張る。

「いふぁいよぅ。おねえひゃん、いふぁいよぅ」

「そんな本なんか持ってないし！　ってか、あの漫画フィクションだから！」

　二対一となり劣れつ勢せいの月乃が、さりげなく口を滑すべらせる。

　そこで、雪音さんが畳たたみかけた。

「月乃ちゃん。せっかくお父さんが連れてきてくれた人なんだから、失礼なこと言っちゃだめでしょ？　あんまり月乃ちゃんが反対したら、お父さんも悲しむよ？」

「そ、それは……」

　痛いところを突かれたようで、月乃が悔くやし気に口ごもる。彼女としても、あまり父親に我わが儘ままを言いたくないのだろう。今にも「ぐぬぬ」と言いそうな顔で、俺を睨みつけてくる。

　そして数十秒ほど経たった後、ついに憎にく々にくし気に口を開いた。

「…………分かったわよ。アンタの同居、超ちよう嫌いやだけど認めるわ……」

「ホントか!?　よかった……。ありがとう！」

「は？　ウザッ。こっち見ないでくれる？　妊にん娠しんしたらどうすんの？」

　同居は認めても、ひどい態度は改めてくれないようだった。

「それと、もし何か問題起こしたら即そつ刻こくパパに連れん絡らくするから」

「お、おう……。肝きもに銘めいじとく……」

　ただでさえ鋭するどい切れ長の瞳を、さらに尖とがらせて睨む月乃。ヤバイ。これは本気の目だ。

「それじゃあ、改めて……。これからよろしくね、天真君」

　雪音さんが女め神がみのような笑顔を俺に向けてくる。長女なだけあってか、お姉さん感が半はん端ぱじゃない。それも、とびきり優しいヤツだ。

「聞いてるとは思うけど、天真君には私たちの『花はな嫁よめ修しゆ業ぎよう』に付き合ってもらうの。この一年間、私たちはあなたを本当の旦だん那な様さまだと思って、頑がん張ばってたくさん尽つくしていくね。だから天真君も、私たちを本当のお嫁さんだと思ってほしいな」

「は、はい！　三人の役に立てるよう、精せい一いつ杯ぱい務めさせていただきます！」

　仕事相手として、彼女たちとはいい関係を築きたい。そんな気持ちで頭を下げる。

「天真先輩。花鈴にも男の人のこと、色々教えてくださいね？」

「はい！　えっと……花鈴さん」

「普ふ通つうに呼び捨てでいいですよ～。仕事だからって、そんなに硬かたくならないでください」

「あ、じゃあ……花鈴。これからよろしく」

「はい。よろしくお願いします♪」

　無邪気に頰を緩ゆるめる花鈴。

　肇さんの言う通り、彼女たちは可愛かわいく、清せい楚そで、そして綺き麗れいな、立派な淑しゆく女じよたちらしい。

　そんな彼女たちとの同居生活に、今いま更さらながらプレッシャーを感じる。しかし、家族のためにもやるしかない。俺は無事に仮の夫婦生活を成し遂とげ、借金を返済してみせる！

「月乃さんも、これからよろしくな！」

「はぁ？」

　意を決して挨あい拶さつしたら、鋭すぎる視線で睨まれた。あ、ヤバ。めっちゃ怖こわいんだけど。

「月乃ちゃん。ちゃんと挨拶しないとダメでしょ？」

　そんな彼女を、雪音さんが優しく宥なだめる。

　月乃も姉には弱いのか、「分かったわよ……」と渋々頷うなずく。そして、挨拶し直してきた。

「悪かったわ。これからよろしく。……他人として」

　よろしくする気ゼロじゃねーか。

「っていうか、アタシも別に呼び捨てでいいわよ。同級生にさん付けとか、ヘンだし」

「あ、ああ……。分かった……。そうさせてもらう」

　こうして神宮寺家の三姉妹との同居生活が始まった。




　　　　※




　彼女たちとの挨拶の後、俺は雪音さんから家を案内してもらったり、風ふ呂ろに入って一日の疲つかれを癒いやしたりした。この家の風呂、俺の家とは比ひ較かくにならないほどデカい。おかげでちょっとした銭湯気分で、ゆっくり疲れを癒すことができた。

　そしてその後は、四人揃そろっての夕食だった。

　俺が風呂から上がりダイニングへ行くと、すでに三人が揃っていた。月乃と花鈴が席につき、雪音さんが料理をテーブルへ運ぶ。

「ごめんね、天真君。今日はあまり材料がないから、こんなものしかできなくて」

　そう言って雪音さんが作ってきたのは、パエリアやスペアリブの照り焼き、ロールキャベツにグラタンなど、我が家では決して姿を見ない手の込んだ料理ばかりだった。

「い、いや……これだけあれば十分ですよ……」

　こんなご馳ち走そう、生まれて初めて実物を見た。雪音さんの料理の腕うでは、すでに花嫁修業を必要としないレベルらしい。

　俺は雪音さんと一緒に席に着く。席の並びは俺の正面に雪音さんがいて、隣となりに花鈴、そして斜はす向むかいは月乃という形。

　そして四人でいただきますを言い、俺は自分の前にある小分けされたパエリアをスプーンでほお張る。

「うおっ!?　なんだコレ、すげぇうまい！」

　あまりの美味うまさに思わず叫さけぶ。

　エビやアサリといった魚ぎよ介かいの風味がご飯にしみわたっていて、旨うま味みが一気に口に広がる。

　さらにレモン汁じるで和あえた香菜コリアンダーが入っているためか、さっぱりとした風味も加わりいいアクセントになっていた。これは今まで食べたものの中で、間違いなく一番美味い！

「ふっふーん。凄すごいでしょ？　いつも雪音お姉ちゃんがお料理してくれるんですよ？」

　花鈴が自じ慢まんげな顔で言う。確かに凄いが、どうして花鈴が威い張ばるんだよ。

「ふふっ。天真君のために、頑張って作ったおかげかな？」

　対面に座る雪音さんが、本当のお嫁さんのように微笑ほほえみかける。褒ほめたつもりが、こっちが嬉うれしくなるような返答だ。必ず男を立てる会話力。これにはさすがの一言である。

「まだおかわりあるから、よかったらたくさん食べちゃってね？」

　おかわり、だと……？　こんな美味い料理を、まだまだ大量に味わえるのか？

　豪ごう華かな食事を腹いっぱい食べられる生活。今までの貧びん乏ぼう生活の中で、俺がどれほど望んだことか……。こんなおいしい思いができるなら女子との同居も悪くないのかも……。

　いや、ダメだ！　浮うかれてる場合じゃない！　俺は仕事でここにいるんだ。そのことを忘れて楽しんじゃいけない。

　俺の仕事は、彼女たちと同居し男に慣れてもらうこと。そのためには、ある程度は彼女たちと仲良くする必要がある。もっと会話を重ねて心の距きよ離りを近づけないと。

「雪音さん、料理すごく上手なんですね。やっぱり、勉強とかしてるんですか？」

「う～ん、特別なことはしてないよ？　ただ料理は大体私がやるから、いろいろ献こん立だてを考えるうちにバリエーションは増えたかも」

「すごいですね……。俺もさすがに、こんなの作ったことないですよ？」

「天真先輩、普ふ段だんは料理とかするんですか？」

「まあ、少しだけ。そう言う花鈴はどうなんだ？」

「花鈴が作ると、なぜか食材が全部灰に還かえるんですよね。だから、食べるの専門です！」

「もう。花鈴ちゃんは少しくらい勉強しないとダメだよー」

　そう言って、朗らかに笑い合う二人。

　よし、いいぞ。雪音さんや花鈴とは良い感じで会話ができている。女性経験のない俺にしては、上出来と言っていいだろう。

　問題は、残ったもう一人……。

　俺に関心がない様子で、テレビに目を向けている月乃だ。

「ねぇ、花鈴。チャンネルとって。もうすぐドラマ始まるから」

「えー。花鈴もこの後観みたい番組あるんだけどなー」

「それってどうせ、変なお笑い番組でしょ？　そんなの録画しときなさいよ。アタシ、後で皆みんなと感想言い合わなきゃだから」

「花鈴だって早く観たいよ。朝から楽しみにしてたんだから」

「だーめ。お姉ちゃん命令よ。早くリモコン渡わたしなさい」

「ずるいっ！　職権濫らん用ようだよー！」

「あっ。この後動物特集やるみたいだよ～？」

『しょうがないなぁ。じゃあそれで』

　仲良く喧けん嘩かする月乃と花鈴に、うまく二人を収める雪音さん。

　あれ、これマズくね？　姉し妹まい同士のやりとりが始まり、俺がボッチになっている。

　このままじゃいけない。早急にこの三姉妹の中に俺の居場所を作らないと。

　いくら月乃に嫌きらわれていても──いや、嫌われているからこそ──積極的に話に入って、心の距離を縮めなければ！

「な、なあ！　月乃はどんなドラマを観てるんだ？」

「………………」

　俺の言葉に、沈ちん黙もくで返事をする月乃。

「なんで俺だけ無視するんだよっ!?」

　これはいじめだ！　完全ないじめだ！

「アレ？　アンタいたの？　ごめ～ん。全然気づかなかった。悪いけどすぐ出てってくれる？　この家人間用だから」

「人間扱あつかいされてねぇ!?　お前俺のこと嫌いすぎだろ！」

「うるさいなぁ。ってか、話しかけてこないでくれる？　別にアンタ、一いつ緒しよに住むだけでいいんでしょ？　だったら無意味に関かかわらないでよ」

「ぐっ……。そりゃあそうだけどさ……」

　確かに特別なことはしなくていいと肇さんから言われている。しかし仲が悪いまま無む干かん渉しようで過ごしていては、俺のいる意味がないだろう。そんな状じよう況きようで男に慣れるハズはない。

「ねぇ月乃ちゃん。そんなに嫌ったら、天真君が可哀かわい想そうだよ？」

「だってこいつキモイし。今日だって花鈴のこと、すごいやらしー目で見てたのよ？」

　雪音さんが優しくフォローしてくれても、月乃は半眼で俺を睨にらむ。もともと男が嫌いなのもあってか、かなり嫌けん悪お感を抱いだかれている。

「とにかく、アタシのことは放ほっといて。アタシもアンタはいないものだと思うから」

　そう言い、月乃が食事に手を付けていく。

　それから食事が終わるまで、月乃は本当に俺と関わろうとはしなかった。話すのも雪音さんか花鈴に対してのみ。そして自分の食事が終わったら、早々に部屋へ帰ってしまった。男と同じ空間にいるのが、よほど嫌いやだったのかもしれない。

「天真君、ごめんね？　月乃ちゃん、機き嫌げん悪いみたいで……」

「でも、先せん輩ぱい。気にしなくてもいいですよ？　他の男子にもああですから」

「そ、そうなんだ……。他の男子にも……」

　やはり月乃の男嫌いは、姉妹も認めるところのようだ。

　だが俺としては、ある意味そっちのほうが困る。

　月乃が男全ぜん般ぱんを嫌いなら、俺は立場的にそれをどうにかしないといけない。俺と一緒に暮らした後も月乃が男嫌いのままなら、肇さんに俺の存在意義を疑われることになってしまう。借金返済の件だってなかったことになるかもだし、それだけは絶対避さけないと。

　でも取りつく島のない月乃と、どうやって仲良くなればいいのか……。

　前ぜん途と多難な状況に、俺は大きくため息をついた。




　　　　※




　夕食の後、俺は案内された自分の部屋で早くも横になってしまった。

　この神宮寺家での俺の部屋は、俺ん家ちの部屋より二倍ほども広い。大きめの高級そうなベッドが置かれ、ソファーやテレビ、パソコンからゲーム機までもが揃っている。

　特にベッドは素す晴ばらしかった。あんなにフカフカなシーツや布ふ団とん、今まで使ったことがない。その上、今日は突とつ然ぜん同居生活が始まったことで疲れていた。おかげで初めての環かん境きようでも、月乃とどう仲良くなるかを考えるうちに、かなりぐっすり眠ねむってしまった。

　そして翌朝。俺は違い和わ感に気づいて目を覚ました。

「…………ん？　なんだ……？」

　なぜが、少し息苦しい。不思議に思い、俺は視線を下半身の方へと向ける。すると──

「あっ、起きたね。天真君」

　俺の腰こしの上に、雪音さんがのっていた。

「え……？」

「おはよう、天真君。いい朝だねっ」

　私服姿の雪音さんが俺の顔を見下ろして、笑顔で朝の挨拶をする。

　彼女は俺の腰の位置で馬乗りの体勢をとっていた。ほどよく体重がかけられていて、彼女の太ももの温ぬくもりや、むっちりとした肉感的な感かん触しよくが、掛かけ布団を通して伝わってくる。「えっと……。雪音さん、何してるんですか？」

「何って、起こしに来たんだよ～。男の人って、朝は女の子に起こしてもらいたいんだよね？」

　ああ、そうか……。そういえば彼女たちの結けつ婚こん生活の練習のために、俺はここに来てるんだった。雪音さんはさっそく俺の嫁よめになりきって、起こしに来てくれたのだろう。

　いや、でも、ちょっと待ってくれ。

　こうやって起こす場合って、普ふ通つうはお腹なかにのるものだよな？

　どうして彼女は、俺の股こ間かんに騎き乗じよう位いみたいにのってんだ……？

「ほらほら～。早く起きないとだめだよ～」

「！！？」

　さらに彼女は、自分の体をゆさゆさと揺ゆらし、俺を起こそうと試みる。

　その際、服を押し上げる特大の巨きよ乳にゆうが、彼女の動きに合わせるようにプルン、プルンと揺れていた。その上、雪音さんの股またが俺の股間にぐりぐりこすり合わされて──

「ゆ、雪音さん！　やめてくださいっ！　もう起きるから！　起きれますからっ！」

　大変なことになる前に、彼女の動きを制止する。

「ホント？　それじゃあ、はいどーぞ」

　雪音さんが手を差し出してくる。「起こしてあげる」、ということだろうか。

　俺は気まずそうにしながら、その手をとって起き上がる。

　と、そのままの勢いで抱だきしめられた。

「わふっ!?」

「よく起きれたね～。偉えらい偉いっ♪」

　俺の顔を豊満な胸の中に埋うずめ、頭を撫なでてくる雪音さん。雪音さんの繊せん細さいな指が、後頭部を優やさしく撫でてくる。

「天真君は、ちゃんと朝起きれて偉いねえ。よしよし」

　この細ほそ腕うでのどこに力があるのか、ギューッと強く抱きしめられて、俺の体は雪音さんと密着。甘い果実を思わせる女子の香かおりが鼻び孔こうをくすぐり、顔はさらに胸へ沈しずんでく……。

「って、雪音さん！　いきなり何をっ!?」

　正気に戻もどり、彼女の抱ほう擁ようから逃のがれる。

「え？　天真君がちゃんと起きれたから、褒めてあげないとって思って」

「いや、朝起きただけで褒めるって……どんだけ甘々なんですか……」

　小学生でもそんなことでは褒められまい。

「でも私、色々勉強したんだよ？　男性は甘やかしてくれる女の人がいいんだよね？」

「え……？」

「だから私、天真君にたくさん尽つくして、たくさん甘やかしてあげたいの。だって今は、私が天真君のお嫁さんだから」

「……っ！」

　母性溢あふれる優しい微笑ほほえみ。彼女は本気でこの生活中、俺の嫁になりきるつもりか……？

　だが、これはダメだ。絶対にダメだ。

　俺は肇さんから不純な行こう為いをしないように、強く釘くぎを刺さされている。俺に許されているのは、あくまで普通に同居するだけ。身体的な接せつ触しよくは、一いつ切さい許されていないのだ。

　そもそもさっきの起こし方だって、間ま違ちがいなくアウトな部類だろう。もしああいうことをしているのがバレたら、俺は確実にクビになる。

　ここはキチンと彼女と話し、過激な行為をやめさせるべきだ。

「雪音さん……。いくら仮の夫婦と言っても、さすがに今のはやりすぎです。ああいう過か剰じようなスキンシップは、控ひかえるようにしてください」

「そうかな？　あれくらい普通だよ。それに私、ちゃんと練習しておきたいの。将来結婚したときに、相手を満足させられるように」

　雪音さんが、決意のこもった瞳ひとみで俺を見つめてくる。

「私は旦だん那な様さまをちゃんと喜ばせてあげられる、完かん璧ぺきな妻になりたいの！　そのためにも私は全力で天真君を甘やかすよ！　だから……天真君も、私に甘えてね？」

「っ！」

　顔を近づけ、甘い声で囁ささやく雪音さん。

　その色気を感じさせる声に、不覚にもドキッと心臓が跳はねる。

「それじゃ、私はご飯の準備をしてるから。天真君も着き替がえたら下りてきて？」

　そう言い、彼女は笑顔で部屋から出ていく。

「あ。ついでに花鈴ちゃんも一緒に連れて来てくれるかな？　今日休日だし、部屋で寝ねてると思うから」

　俺は彼女の言葉に返事もできず、しばらくその場に突つっ立たっていた。




　　　　※




　着替えを終え、俺は雪音さんに言われた通り、ダイニングへと向かっていく。

「あぁ、びっくりした……。マジびっくりした……」

　変な起こされ方をしたり抱き着いてきたり、雪音さんがあんな風に接してくるとは思わなかった。

　あんなこと、俺の立場的に絶対にしてはいけないことだ。肇さんに見られたら、間違いなく一発でクビになる。キチンと反省し、今後いかがわしい状況にならないように、しっかり気を付けないといけない。

　でも、思ったより彼女は大だい胆たんだった。あの起こし方といい、抱き着いてきたことといい、スキンシップが激しい気がする。箱入りのお嬢じよう様さまにしては、どこか違和感があるほどだ。

　きっと、それだけ結婚生活の練習に熱心ということだろう。雪音さんも将来名家に嫁とつぐことを考えて、相手の男性に気に入られるよう、努力しようと思っているのだ。

　とはいえ俺の立場的には、あまり付き合うことはできない。肇さんに見つかる恐おそれもあるし、今度からは毅き然ぜんとした態度で断ろう。

「……っと、そうだ。花鈴を起こしていかないと」

　雪音さんに頼たのまれたのを思い出し、俺は廊ろう下かの隅すみにある部屋に目をやる。昨日教えてもらったが、そこが花鈴の部屋である。

　部屋の扉とびらはだらしなく開きっぱなしになっていた。俺は中を見ないようにして、外から花鈴に呼びかける。

「おーい、花鈴。起きてるかー？」

　しかし何も返事はない。雪音さんの言う通り、まだ寝ているようである。

「花鈴ー！　雪音さんが呼んでるぞー！」

　そう言い、何度か繰くり返し花鈴を呼ぶ。しかし、彼女が起きた様子はない。

「これは、直接起こすしかないか……？」

　女子の部屋に入るのは抵てい抗こうがあるが、外から呼びかけても起きる気配が全くない。俺はどうするべきか少し考える。

　しかし、雪音さんが俺に頼んだということは、部屋に入ってもそんなに問題はないのだろう。ただでさえ扉は開いているし、部屋をじろじろ見たりしなければ、責められることはないはずだ。

　そう結論付け、俺は躊躇ためらいながらも扉を抜ぬけて彼女の部屋に踏ふみ入った。

「おい、花鈴。そろそろ起きろよー？」

　花鈴にそう呼びかけながら、奥にあるベッドへ向かっていく。

「すやぁ……すやぁ……」

　そこには、掛け布団を蹴とばして眠る花鈴がいた。格好は前開きタイプのネグリジェ。ベージュ色のそれは艶つやがあり、胸むな元もとのリボンがとてもキュートだ。

　しかし、それより目を引くものがあった。

　それは──丸見えになったパンツである。

　寝ている間に動いたせいか、ネグリジェがめくれて、パンツが丸見えになっていた。フリルのあしらわれたピンク色の可愛かわいいパンツが、小ぶりなお尻しりを包んでいる。

　見てはいけないものを見てしまい、俺の思考がフリーズする。

　ちょうどその時、最悪なタイミングで彼女が目覚めた。

「ふぁ～あ……。あ、天真先せん輩ぱい。おはようです～……」

　花鈴が間延びした声で俺に朝の挨あい拶さつをする。彼女に恥はじらう様子はなく、パンツが見える体勢のまま、寝ぼけた笑顔を向けてくる。

　その姿に俺は目を逸そらし、咄とつ嗟さに指し摘てきしてしまう。

「か、花鈴！　服！　服がめくれてる！」

「ふぇ……？　キャッ!?」

　俺の言葉で彼女も現状に気が付いた。慌あわてて寝ね間ま着きの裾すそを直し、赤い顔で俺を見る。

「…………天真先輩。見ましたか？」

「えっと、その…………。ちょっとだけ……」

　噓うそをついてもしょうがない。というか、あの指摘をしてしまった時点で、パンツを見たことは確定だ。正直な事実を彼女に告げる。

「女子の部屋を覗のぞいて、寝ている隙すきにパンツを見るなんて……。天真先輩、変態ですね？」

「い、いや！　誤解だ！　俺はただ花鈴を起こそうとしただけで──」

「何ですか？　言い訳ですか？　人のパンツを見ておいて」

「い、いや……。ごめんなさい……」

　確かに、パンツを見たことは事実だ。そこは謝らないといけない。

　花鈴は俺が頭を下げると、「はぁ……」と、ため息を一つつく。

「まぁいいです。花鈴は心が広いですから。その代わり──はい。お願いします」

「？」

　ベッドに寝たまま、両手をこちらに伸のばす花鈴。俺は訳が分からずに呆ほうける。

「分かりませんか？　花鈴が起きるの、手伝ってください」

「はぁ!?」

　唐とう突とつに花鈴が謎なぞの要求を口にした。

「花鈴、朝すごく弱いんです。一人じゃ起きられないので、先輩が起こしてくださいね？」

　いたずらっぽい笑みを浮うかべて、可愛らしく言う花鈴。

「言っておきますが、先輩に拒きよ否ひ権は無いですよ？　これはパンツを見た罰ばつです。それに、先輩にとってはこれも仕事の一いつ環かんですから」

「し、仕事……？」

　なぜ花鈴を起こすことが俺の仕事になるのだろうか……？

「だって花鈴、調べたんですよ？　男の人って、甘えてくる女性が好きなんですよね？　つまり！　いいお嫁よめさんになるためには、男性に甘え尽くすべきなんです！」

　すごい極論を振ふりかざす花鈴。だが、一いち概がいに否定もできない気がする。大たい抵ていの男は可愛い女子に甘えられたら喜ぶだろうし……。

「だから、天真先輩にはたくさん甘えてあげますね♪　先輩も仕事の一環として、それを受け入れる義務があります」

「なんなんだそのトンデモ理論は!?」

　こいつ、ものすごくブッとんだ言い分を展開しやがる。

　彼女の理り屈くつは言うなれば、雪音さんの逆バージョンか。

　花鈴は俺に甘えることで、男を喜ばせようとしている。自分が楽をしたいだけのような気もするが、一応そういう趣しゆ旨しなのだろう。雪音さんも花鈴もこの生活では男に慣れるだけでなく、立派なお嫁さんになるために努力するつもりというわけだ。

　それは要するに、俺のクビになるリスクが増えることを意味している。

「さあ、天真先輩。早く起こしてくださいよ～」

「ああもう……。今回だけだからな……？」

　本当は断りたいところだが、今はパンツを見てしまった負い目がある。それに、やましいことをするわけではなく、あくまで起こしてあげるだけだ。

　俺は彼女の両手を摑つかみ、力を込こめて引っ張り上げた。

　花鈴は勢いで立ち上がり、そしてそのまま俺の胸へダイブ。

「えーいっ！」

「わわっ！」

　彼女がその小さな顔を俺の胸板へうずめてくる。

「あはっ。天真先輩、あったかいですねー♪」

　さっきの雪音さんの時とは、本当に真逆の構図だった。

　雪音さんは甘やかし、花鈴はぐいぐい甘えてくる。両方とも共通しているのは、スキンシップが激しいことだ。ずっとこのままだとメチャクチャ困る。

「ちょっ、ダメだって！　離はなれろ、花鈴！」

「えー？　嫌いやです。このまま連れてってくださいー」

　コイツ、本当にトコトン甘え尽くす気だ。

「いや、頼むから自分で歩いてくれよ！　完全にダメ人間じゃねえか！」

「えー？　いいじゃないですか。花鈴、お姫ひめ様さまだっこしてほしいです。あ、まずはおトイレに連れてってください。あと、ご飯食べさせてくださいね？　それから歯は磨みがきと髪かみ型がたのセットと学校の支し度たくとゲームのログインボーナスと……、就職活動も代わりにやって♪」

「何一つ自分でやる気がねぇ！」

「じゃあ、せめて花鈴の代わりに学校行ってー？」

「『せめて』始まりなのに要求高いな！」

　結局、俺は駄だ々だをこねる彼女を抱だっこして、ダイニングへと連れて行った。




　　　　※




　二階建てのこの家は、二階が俺や三姉し妹まいの部屋で、一階が共有スペースとなっている。

　俺が花鈴を連れて一階へ下りると、雪音さんがキッチンで食事の支度をしていた。卵やベーコンを焼く音と匂においが、ダイニングまで届いてくる。

「おはよう、花鈴ちゃん。もうすぐご飯できるからねー」

「わーい！　ありがとう、雪音お姉ちゃん！」

　妹に優やさしく声をかける雪音さん。花鈴が俺のもとから離れ、まっすぐ自分の席に座る。

「天真先輩、早く早くっ。花鈴の隣となりに座ってください」

「あ、ああ。分かったよ」

　言われた通り、彼女の隣の椅い子すに座る。そして、用意されていたジュースを飲む。

「天真君も、もう少しだけ待っててね？」

「あ、はい。ありがとうございます」

　いつも新聞配達の後に妹の分まで食事を作っていた俺としては、朝起きたら食事ができているなんて、死ぬほど嬉うれしいことだった。これは仕事だと分かってはいるが、それを忘れて楽しんでしまいそうになる。

「ふわ～あぁ……。おはよ～」

「あ、おはよう月乃ちゃん」「おはよー」

　声に振り向くと、月乃が眠ねむそうな顔でやって来た。その割に口元がリップで潤うるおって、睫まつ毛げも綺き麗れいに整っている。自分の部屋でしっかりとメイクをしてから来たようだ。

「お……。おはよう、月乃」

　昨日のコイツの態度もあり、若じやつ干かん気まずいが挨拶をする。

「げっ。アンタまだいたの？」

　すると、すごく嫌そうな顔をして言われた。さすがに今のはちょっと傷つく。

「そりゃいるよ……。一年間ここで暮らすんだから」

「ふーん。あっそ。別にいいけど？　いてもいなくても変わらないしねー」

　コイツ、本気で昨日言ってた通り、俺をいないものとして扱あつかう気か……？

　と、キッチンから来た雪音さんが、月乃の顔を見て何かに気づいた。

「あれ？　月乃ちゃん、そのリップすごく綺麗だね？　あの駅前のお店で買ったの？」

「あっ、分かる？　そうそう。あの時の限定品。雪姉にも貸してあげよっか？」

「本当っ？　ありがと～！　私もちょっと欲ほしかったんだ～」

「あっ、ズルい！　花鈴にもソレ使わせてー！」

「いいけど……花鈴、昨日アタシの体操服着たでしょ？　まずはそれを返しなさいよ」

「あ、バレちゃった？　自分の分、洗せん濯たくし忘れてたんだもん」

「ったく、勝手に使うとかマジないわー。今日中に洗っときなさいよ？　週明けに体育あるんだから」

　月乃が来たことで、楽しそうに談だん笑しようをする姉妹たち。

　くっ……。また俺だけ会話に入れてない。このままでは家庭内ボッチが一人誕生してしまう。

　さっきのような過か剰じようなスキンシップも困るが、ハブられたらそれも仕事にならない。三姉妹を男に慣れさせる仕事をクビにならずにこなすには、適切な距きよ離り感が必要だ。

　ここは、無理にでも会話に参加しないと！

「な、なあ！　月乃！　体育と言えば、女子は今何やってんだ？　男子はサッカーなんだけど──」

「は？　それ聞いてどうすんの？　キモッ」

　うん。まあ、そうなるよな。無理に話しかけてもウザがられて試合終しゆう了りようだよな。

「ねぇ雪姉。アタシ、ご飯後でいいわ。みんなが終わってから食べるから」

「え？　でももうすぐ出来ちゃうよ？」

「いいのいいの。コイツと一いつ緒しよに食べたくないし」

　ネイルされた指で俺をさす月乃。

　……どうやら俺は徹てつ底てい的に、彼女に避さけられているようだ。

「ってか、むしろアンタがアタシたちと時間ズラしなさいよ。そっちが部外者なんだから」

　月乃がそう言い、テーブルにあったコップを手に取る。

　……って、おい。待てよ。そのコップって……。

「あ、月乃ちゃん……！」

「え、なに？　どしたの」

　雪音さんが声をかけるも、遅おそい。

　俺のコップに口をつけ、月乃が残ったジュースを飲み干す。

「あっ……!?」

　思わず喉のどから変な声が漏もれる。月乃を見たまま、口が半開きで固まった。

「は？　何よ？」

　視線に気づき、俺を睨にらみつける月乃。

　雪音さんが遠えん慮りよがちに言う。

「えっと、月乃ちゃん……。そのコップ、天真君が使ってたやつで……」

「ん……？」

　指し摘てきされ、数すう拍はく置いた後。

　月乃の顔が真っ赤に染まった。

「えっ……？　えっ……！　え───────っ!?」

「ご、ごめんなさい……。天真君用のを買ってなくて、月乃ちゃんのおさがりを代用したから……」

　雪音さんが謝るも、月乃には聞こえてないようだ。

　月乃は俺に怒おこっているのか、顔を燃えそうなほど真っ赤にしたまま、プルプル体を震ふるわせる。そして──

「あはっ。おねーちゃん。先せん輩ぱいと間接キスですねー」

　花鈴の一言で、爆ばく発はつした。

「～～～～～～～～っ！」

　ダンッ！　ドドドドドドドド！　ガチャ！　バタン！

　コップを力強くテーブルに置き、階段を駆かけ上がり部屋に戻もどった。

「…………」

　えっと、これ……。それだけ嫌がられたってことか……？　うん。さすがに結構ショックだ。そもそもここまで嫌きらわれてて、ほんとに同居なんてできるのか……？

「あ、あはは……。なんか、ごめんね？　天真君……」

「天真先輩。ファイトですよ！」

　謝る雪音さんと、謎なぞの励はげましをする花鈴。

　月乃と仲良くするというのは、本当に難しいことらしい。俺は彼女との短いやり取りの中で、改めてミッションの難しさを悟さとった。




　　　　※




「やっぱり、月乃だけは問題だな……」

　朝食のあと、俺は自室に向かいながら月乃の対策を考えていた。

　まだ同居を始めたばかりだが、彼女との関係性は問題視せざるを得なかった。

　雪音さんや花鈴は何も問題はないだろう。二人ともスキンシップがやや激しい気もするが、おそらく仲良くやれている。

　でも、月乃だけは厳しかった。何とかして距離を縮めないと、この生活を続けることさえ難しい状じよう況きようになりかねない。

　それに俺の仕事は、一年間の同居の中で彼女たちを男に慣れさせること。月乃と仲良くならなければ、その任務を達成したことにならないだろう。

「しょうがない……。一度話をしてみるか」

　彼女との距離を縮めるために、まずは二人で話したい。

　しかし、話すとしても何を話せばいいのだろうか。素す直なおに『友達になろうよ！』とか言っても、聞き入れてくれるとは思えない。それどころか、どんな話をしようとも罵ば倒とうの嵐あらしを喰くらいそうだ。そう思うと、精神的にかなり厳しい。

　しかし、俺の仕事には家族の生活がかかってるんだ。妹のためにも逃にげることはできない。なにか仲良くなる手段を考えないと。

　そんなことを思いながら、俺は階段を上って二階に到とう達たつ。廊ろう下かを歩き、自分の部屋の扉とびらを開ける。

　その瞬しゆん間かん、時が止まった。

　俺の体はその動きを完全に停止。扉を開けた姿勢のまま、呼吸はぴたりと凍こおり付き、心臓すらも拍はく動どうを忘れる。

　それは一体なぜなのか？　……見てしまったからだ。部屋の中の、信じられない光景を。




　月乃が、タンスにしまっていた俺のパンツを握にぎりしめ、その匂においを嗅かいでいた。








第二章　パンツでときめく恋こい心ごころ









「はぁはぁ……天てん真ま……。これが、天真の穿はいてたパンツ……」

　月つき乃のは俺が扉を開けたことに気づかず、俺のトランクスを一心不乱に嗅いでいた。両手でパンツを顔に当て、すーっ、と深く息を吸う。

「はあぁ……。天真のパンツ……いい匂い……」

　うん、おかしいよね？　これおかしいよね？

　どうして月乃は、こんなことをしてるんだ？　なんで女子が男子の部屋に侵しん入にゆうし、パンツの匂いを嗅いでいるんだ？

　しかも、男嫌いのあの月乃が。俺は記き憶おくの中にある今までの月乃を想おもい浮うかべつつ、目の前に広がる光景を見た。




『デカい声で馬ば鹿かみたいな話しないでくれる？　気持ち悪いんですけどー？』

「えへ、えへへ……。天真の匂いぃ。もう、我が慢まんできないよぉ……」

『ウザッ。こっち見ないでくれる？　妊にん娠しんしたらどうすんの？』

「クンカクンカ……スーハースーハー……。すごい……すごくいい匂い……」

『は？　それ聞いてどうすんの？　キモッ』

「ハァハァ……天真ぁ……。もっと嗅がせてぇ」




　いや、本当にどういう状況!?　全然想像できねぇよ！

　彼女の表情は、トロンと恍こう惚こつに溶とかされている。息いき遣づかいは荒あらく、頰ほおは朱しゆに染まり、いつもの鋭するどく冷たい視線は、すっかり卑ひ猥わいな熱を帯びていた。

　本当に意味が分からない。何で嫌いな俺のパンツであんなに興奮しているんだ？『なぜ？』の洪こう水ずいに押し流されそう。

　だが、一つだけ分かることがある。これは、絶対に見てはダメなやつだ。

　俺は逃げ出したい一心で、こっそりその場から後ずさる。

　しかしあまりの動どう揺ように、俺は体のバランスを崩くずした。足がよろめき、背後の壁かべに音を立ててぶつかってしまう。

「やばっ……！」

「ふぇ？」

　その音と声で、当然月乃はこちらに振ふり向く。そして、俺の存在に気付いた。

「て……天真…………!?」

「あ……。あ……」

　ダメだ、まともに言葉が出てこない。

　この状況、一体どうすればいい？　彼女にしてみれば、かなり気まずい場面のハズだ。もし俺が逆の立場だったら、人生終了を覚かく悟ごするレベル。

　気づかないフリして立ち去るか？　いや、もう無理だ。俺が見ていたことはバレている。

　今さら俺にできることはない。彼女の反応を待つ以外には。

「ねぇ、アンタ……。見てたでしょ……？」

　握りしめていたパンツを落とし、泣きそうな目で俺を見る月乃。

「い、いや……それは……」

　見たとも見てないとも言えず、俺は一瞬言葉に窮きゆうする。

　しかし、ここは何としてでも丸く収めないといけないところだ。俺のためにも、そして月乃の平へい穏おんのためにも。

「す、すまん月乃！　悪かった！　でも安心しろ？　今のことは絶対誰だれにも言わないから！　っていうか、すぐに忘れるから！」

「そっか……。やっぱり、見てたんだ？」

　ゆらぁ、とこちらに近づく月乃。その顔は俯うつむき、表情が見えなくなってしまう。

　……ん？　これ、やばくね？　月乃、俺を消す気じゃね？

　秘密を知られた者が、口くち封ふうじのために命を奪うばう。あまりにありがちな展開だ。ひょっとして、俺も今から殺される？

　俺が恐きよう怖ふを感じた瞬間、月乃がすぐ目の前に迫せまる。そして両手を俺に向けて伸のばした。

「うわぁ！　やめろ─────！」

「天真───────っ！」

　月乃が俺に飛び掛かかり、そのまま強く抱だきしめた。え？　抱きしめた？

「つ、月乃……？」

　月乃がしたのは、俺への攻こう撃げきではなく抱ほう擁よう。嫌っていたはずの俺に引っ付き、スリスリと胸むな板いたに頰ずりをする。柔やわらかい胸の感かん触しよくが、俺の腹部に押し付けられた。

「はぁはぁ……！　本物の天真、いい匂いぃぃ……！」

　月乃が俺の胸板で、何度も深く息を吸う。アレ？　これまさか匂い嗅いでる？

「お、おい……月乃？　マジでさっきから何してんだ……？」

「だって……天真が悪いのよ……？　アタシを、こんな気分にさせてぇ……！」

　え？　俺が悪いの？　どういうこと？　なんでこれが俺のせいになる？

「天真と間接キスしたから、変な気分になっちゃったんだよ……？　だから、ちゃんと責任取ってよ。こんなんじゃ、まだまだ足りないんだからぁ」

　一体何を言ってんだコイツは!?　マジで状況が理解できない！　何で俺はパンツの匂いをかがれた上に、こんな風に抱き着かれてるんだ？　それも男嫌いなはずの月乃に！

　そんな俺の混乱をよそに、月乃が両手を俺の腰こし辺りに伸ばす。そしてズボンに手をかけて、それを一気に脱ぬがそうとぎゃああああああああああ!?

「ちょっ、月乃!?　止やめろ！　マジで止めてくれ！」

「罰ばつとして……天真のパンツ、アタシに頂ちよう戴だい？」

「やめろ！　ダメだから！　手を離はなせぇっ！」

　なんだコイツ！　なんだコイツ!!

　何で俺、女に襲おそわれてんだ!?　っていうか月乃、男は嫌いなんじゃねぇのかよ!?

　俺は反射的に月乃から離れ、ズボンを彼女の魔まの手から守る。

「なんで逃げるの？　まさか、ただじゃダメだっていうの……？」

　月乃は少し考えた後、濡ぬれた瞳ひとみで俺を見て、

「じゃあ……。アタシのパンツと交こう換かんしよ？」

　パンツのトレードを申し込んできた。

「んなっ……!?」

「天真、ちょっと待っててね？　んっ……」

　そう言うと、月乃がスカートをたくし上げ、パンツに両手の親指をひっかけた。一瞬、彼女のむっちりした太ももが俺の視界に飛び込んでくる。

　そして、シュルッとパンツを脱いだ。

「月乃─────────っ!?」

「アタシのパンツあげるから……代わりに天真のパンツを頂戴？」

　脱ぎたての純白パンツを手に取って、まるであやとりをするように俺に向けて広げる月乃。さっきまで彼女のエロい部分に触ふれていたパンツ。彼女の温ぬくもりを感じさせるパンツ。

「ねぇ、天真。早く脱いで……？　天真のパンツ……欲ほしいのぉ」

　なに、真しん剣けんな顔で言っちゃってんの？

「パンツだけじゃダメ？　それなら……ブラも付けるから……」

「いや、そういう問題じゃねえよ！　パンツなんか人に渡わたせねえから！」

「もうっ！　我わが儘まま言わないで！　それなら、力ずくで奪うしかないね……？」

　うん、俺が怒おこられるのおかしくね？　っていうか、月乃。目が怖こえぇ。
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　俺は嫌な予感がして身構えるが、その時にはもう遅おそかった。月乃が俺の腕うでをとり、気づいた時にはベッドに押し倒たおされていた。

「えへへ……。天真、今どんなパンツ穿いてるのかな……？」

　月乃が俺のズボンに手をかけ、ぐぐっ、と下に力を込こめる。

　ストオォォップ！　ノオオオオ！　誰か助けて─────！

「待て月乃！　ホント早まるなぁっ！」

「抵てい抗こうしないで……？　すぐに終わるから」

　さらに息を荒くして、月乃がズボンを脱がそうとする。止まらねぇ……コイツ、止まらねぇよ！

「おい、月乃！　本当にどうしたんだよ!?　お前絶対そんなキャラじゃないだろ！」

「早く見せてよ！　天真のパンツ！」

　俺の言葉を聞こうともせず、ズボンを下ろしていく月乃。

　そして、ついにズボンが宙を舞まう。

「わぁ……。可愛かわいいパンツだね……？」

「イヤ────────────！」

　ヘルプ！　ヘル────────プ！　サムバディ───────────！

　ヤバイぞ、これ！　女子にパンツ見られるのって、なんか死ぬほど恥はずかしい！

「それじゃ、天真。…………パンツも脱ごっか？」

「あっ、ちょ！　やめろ！　それ以上は──」

　月乃が何の躊躇ためらいもなく、俺のパンツに手をかける。

　その時──

「天真先せん輩ぱいー。ちょっといいですかー？」

　廊ろう下かから聞こえる花か鈴りんの声。

　瞬しゆん間かん、月乃の顔つきが変わった。はっ、と何かに気づいたような、憑つき物が落ちたような顔。その顔はいつもの彼女の表情に見えた。

「…………っ！」

　月乃はすぐさま部屋の窓を開いた。そして先にあるベランダを伝い、自分の部屋へ逃にげて行く。

　そして、花鈴が俺の部屋に来た。

「先輩、花鈴の宿題やってくださいー♪　……って、何をやっているんですか？」

　ズボンを脱いでベッドに横たわる俺を見て、怪け訝げんな顔をする花鈴。

「本当に……何をやってるんだろうな……？」

　俺は力のない声でそう返事をした。




　　　　※




『ねぇ、天真ぁ。アタシと一いつ緒しよにいいコトしよ？』

　ふと気が付くと、なぜか月乃が目の前にいた。

　彼女はベッドに横たわる俺を馬乗りになって見下ろしており、その目はまっすぐ俺の下半身に注がれている。いつもの仏ぶつ頂ちよう面づらではなく、陶とう酔すいしきった表情だった。

「あ、ぁ……」

　そして、なぜだか分からないが俺の体は動かない。金かな縛しばりにでもあっているように、ベッド上から逃げ出せない。しかも、俺が身に着けているのはたったのパンツ一枚だけだ。

『怖こわがらないで？　すぐ終わるから。パンツをもらうだけだからね？』

　抵抗できない隙すきをつき、月乃が俺の下半身に優やさしく両手を添そえてきた。その口調も、なぜかいつもより優し気である。

　そして彼女が、俺のパンツの裾すそをつまむ。

「あ、あ……！」

　俺は月乃を止めようとするが、やはり少しも動けなかった。その上声もうまく出せず、抵抗する手段なんてない。

　彼女はそのまま指でつまんだ俺のパンツを、ゆっくりとずり下ろそうとして──

「あ、や、や────」

　やめてくれ─────────────────────────っ！

　そんな俺の叫さけび声は、虚むなしく虚こ空くうへ消えていった──。




　　　　※




　月乃にパンツを下ろされる瞬間、俺はベッドの上で飛び起きた。

「はあっ……はあっ……。よかった……夢だ……」

　ベッドの上に置いた時計で今日の日時を確かく認にんし、目覚めた後のリアリティに安あん堵ど。

　でも、普ふ段だんなら楽しい日曜の朝が、今の夢のせいで台無しだ。大量の汗あせをかいており、下着までぐっしょりと濡れている。──はっ！　下着！

「…………よかった。パンツは盗とられてない」

　ズボンの中を確認すると、俺の下着は無事だった。幸い、正夢ではないようだ。

「でも……。昨日のアレは何だったんだ……？」

　夢のせいで、あの時のことを思い出す。

　男嫌ぎらいであるはずの月乃が、この部屋に忍しのび込んでパンツの匂においを嗅かいでいた。その上、俺を襲おうとするなんて……。未いまだに信じられなかった。

「いや、違ちがう……。きっと、アレも悪夢だったんだ。全すべては俺が見た幻まぼろしなんだ」

　だから、早く忘れよう。

　逡しゆん巡じゆんの後、俺はそう結論付けることにした。あの月乃が、男を性的に襲う訳がない。あれは俺の夢が作り出したフィクションだ。実在の神じん宮ぐう寺じ月乃とは一いつ切さい関係ございません。

　そうやって全てを忘ぼう却きやくの闇やみに葬ほうむりながら、俺はふとベッドの横を見る。

　そこには、月乃が立っていた。四角いクッションを振ふり上げながら。

「忘れろ────────────────っ！」

「うおぁぁっ!?」

　クッションが俺の顔めがけて振り下ろされる。俺は咄とつ嗟さにベッドから跳はね起き、その攻こう撃げきを回かい避ひした。

「月乃!?　いきなり何すんだ！」

「昨日見たことは忘れなさい！　いいや、アタシが忘れさせる！」

　彼女がまたクッションを振り上げ、俺を攻撃しようとする。

　うん。昨日のことって、俺を襲ったことだよな？

　言われなくても忘れようとしてたよ！　無理やり夢だと思おうとしてたよ！

　むしろ月乃が出てきたことで、リアルだと証明されやがった。

「覚かく悟ごしなさい……。殴なぐってでも忘れさせるから……」

　子供が見たらギャン泣きするような眼光で俺を睨にらむ月乃。これ女の子の表情じゃねぇよ。ギャングにでも育てられたのか。

「なぁ、落ち着けって！　頼たのむから！　家の中で暴力はやめろ！」

「はあっ……はあっ……はあっ……はあっ……」

　昨日とはまた違った感じで息を荒あらくしている月乃。凶きよう暴ぼうな野生動物でもここまで殺気立ってないだろう。

「はぁ……はぁ……はぁはぁ……。天真ぁ……」

　あれ……？　何か雰ふん囲い気きが変わってね？

「天真ぁ……。はぁはぁ……。天真っ、天真あっ！」

「おいおい落ち着け！　そんな色気のある表情をするな！」

　また昨日のような気配を感じ、俺はすぐに月乃から離はなれる。

「は……っ！　話しかけないで！　この変態っ！」

「いや、お前だよ！　変態は確実にお前だよ！」

　人のパンツを漁あさってたやつに変態なんて言われたくねぇ。

　いや、ダメだ。今は喧けん嘩かしている場合じゃない。聞きたいことがありすぎる。

「つーか、昨日といい今のといい……。本当にどうしたんだよ、月乃」

　特に昨日のあの暴走、明らかにただ事ではなかった。一体なんだったのか気になる。

　俺が疑問を呈ていすると、月乃は「～～っ！」と唇くちびるを嚙かみ、非常に言いづらそうにする。しかし、言うしかないと悟さとったのか、次し第だいに口を小さく開いた。

「…………のよ」

「え……？」

　よく聞き取れず、彼女の傍そばに耳を寄せる。

「…………い、のよ」

「なんて……？」

　まだ聞き取れず、さらに耳を寄せる。

「アタシ、本当はエロいのよっっっ!!」

「うぎゃぱぁ!?」

　耳が！　耳が轟ごう音おんに殴られた！

「アタシ、男に触さわられたり、無防備なところを見られたりして異性のことを意識すると……。その……変な気持ちになっちゃって……。しかも……抑おさえきれなくなって……」

　顔を耳まで真っ赤にし、途と切ぎれ途切れに言葉を口にする月乃。

「要するに……エッチなことを考えると、我を忘れて暴走しちゃうの……。発情癖へきっていうのかな……？」

　お、おおぅ……。

　つまりは、アレか？　この子、ヤバイと思っても性欲が抑えきれないタイプか？

　おいおいおい……。どういうことだよ、肇はじめさん！　何が『ウチの子たちは立派な淑しゆく女じよに育っている』だよ！　これのどこが淑女だ！　ただの変態女じゃねーか！

「昨日のアレも、それが原因……。昨日、アンタがアタシのコップを使ってたせいで、間接キスみたいになったでしょ……？　そのせいで、変な気持ちになっちゃって……」

　なるほど。つまりあの時月乃は、発情していたというわけか。そのせいで俺のパンツを漁っていた、と。今さっきのも、俺にかなり近づいたから我を忘れかけたのだろう。

　ってかこいつ、そんなことでも発情するのか……？　エロを意識するハードル低いな！

「まさか……普段から男を遠ざけてるのも……」

「この秘密を守りたいからよ……。あーもう！　サイテー！　ほんとサイテー！　結局バレちゃったじゃないの！　だから同居なんて嫌いやだったのに！」

　月乃が男に厳しい態度をとっていたのは、あえて男を遠ざけて、この秘密を守るためだったのか……。

「だからっ！　アンタに一つ忠告！」

　ビシッ、と月乃が俺を指さす。

「この家にいる間、不用意にアタシに近づかないで！　アタシの視界に入ってこないで！　同じ空気を吸わないで！」

「いや、要求が横暴すぎるわ！　空気くらいは吸わせてくれ！」

「とにかく！　一緒に生活するなら、アタシがああならないように気を付けて生活してもらうから！　そうじゃないと…………アンタのこと、また押し倒たおしちゃうし」

　それは非常に困ります。昨日のアレ、マジで怖かったから。

「それと、このことは誰だれにも言わないで……。特に、雪ゆき姉ねえや花鈴には……」

「え……？　あの二人はこのこと知らないのか？」

「当然よ！　こんな性癖、二人に言えるワケないじゃない！」

　確かにここまで衝しよう撃げき的な性癖は、家族にも全力で隠かくし通そうとするだろう。

「だから、いい？　絶対秘密にしておいて。言ったら、本当にパパに頼んでアンタのこと追い出すからね!?」

　それだけ一気に捲まくし立てると、月乃はドタドタと走って部屋から出た。

　しかし……。まさかあの月乃が変態だとは。

　でも、そういうことならアイツが男にひどいことを言うのも分かる。ただでさえ月乃は美少女だ。ああいう態度でも取らないと、近くにたくさん男が湧わいてしまうのだろう。

　きっと彼女は、あの性癖がある限り自分から男には近づかない。

　ん？　待てよ？　それってヤバくね？

　俺と肇さんの契けい約やく的に、彼女が男と問題なく接するようにならないと、借金返してもらえないんじゃ……？

「アレ？　これ、人生詰んだ？」

　月乃のいなくなった部屋で一人、俺は静かに絶望した。
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　本当に、こんな状じよう況きようどうすればいいんだ……？

　あんな性癖がある状態で、月乃が男と接するようになるはずがない。

　それに月乃がまた発情して、俺に襲おそい掛かかることがあれば……。そしてその状況を肇さんに見られたら、俺は一発でクビだろう。

　そもそも、肇さんは月乃の性癖を知っているのか？　いや、多分知らないだろうな。月乃も隠している感じだったし、知ってたら俺をこの家に送るとは思えない。

　とすると、俺はどう月乃に対処すればいい？　あんな性癖を持った月乃と、俺はどうやって接すればいい？

　こんな問題、いくら俺が学年トップの秀しゆう才さいと言えど、毎回テストで百点ばかりをたたき出し、逆にキモイと恐おそれられる俺でも、どうしたらいいかまるで分からん。

　頭をフル回転させながら、俺は一階へ下りて行く。

　なんだか、考えたら腹が減ってきた。とりあえず何か作って食べるとしよう。

　そう思ってキッチンへ行くと、雪ゆき音ねさんが立っていた。

「雪音さん、おはようございます」

「あっ、天真君。もう起きたの？」

　雪音さんは驚おどろいたように俺を見る。そして、

「一人で起きたんだ！　偉えらい偉い～」

「むぐっ!?」

　ギュッと抱だき寄せ、巨きよ大だいな胸で俺を受け止める。つきたてのお餅もちのような柔やわらかさと弾だん力りよくが、俺の顔を包み込む。頭を撫なでるその手つきは、丁てい寧ねいな優やさしさで満ちていた。

「よしよし、天真君は偉いねー。でもいいんだよ？　もっと寝ねてても。私が起こしてあげるのに」

「い、いや……。毎朝起こしてもらうのも悪いし……」

「いいのいいの。天真君は私が、一生お世話してあげるから♪」

　だ、ダメだ……。この人と一いつ緒しよにいると、俺は本当にダメになる。母性。圧あつ倒とう的母性。この人、もうすでに嫁よめとして完かん璧ぺきなのではなかろうか？

「あ、そうだ。ご飯できてるけど、食べる？」

「あ、はい。ありがとうございます」

　勧すすめられ、雪音さんの向かい側に座る。

　今日のメニューは、バタートーストにコーンスープ、ソーセージに、トマトとレタスのサラダである。

「天真君のお口に合うといいんだけど」

「絶対合うと思います。見るからに美味おいしそうですし」

　俺は用意されていたフォークを使い、ソーセージを口へ運ぶ。

「どう、天真君。おいしいかな？」

「はい！　すごくうまいです！」

「よかった～。それじゃあ、どんどん食べてね？」

　俺が食事をするところを、ニコニコ眺ながめている雪音さん。なんだか、変に気き恥はずかしい。

「ふふっ。天真君、しっかり嚙んでて偉いね～」

　凄すごいぞ、この人。ご飯食べただけで俺のこと褒ほめちぎってくれる。そのうち「息してて偉いね！」とか言いだしそうだ。

　俺は雪音さんに褒められながら、あっという間に食事を終えた。

「ねぇ、天真君。この後は、私にして欲しいこととかあるかな？」

　食事の後、雪音さんが頰ほお杖づえをつきながら聞いてくる。

「私、何でもしてあげるよ。一緒に遊ぶ？　それとも代わりに宿題やろうか？」

「いや、そんなに気を遣つかわなくても……。それに、宿題は自分でやるべきですし」

「もうっ。言ったでしょ？　天真君は何にもしなくていいんだから。私の旦だん那な様さまだもん」

　雪音さんが慈じ愛あいに満ちた笑えみを浮うかべる。

「もっと私のこと、たくさん使っていいんだからね？」

　な、なんと……。なんという優しさだ……っ！

　きっと彼女は花嫁修しゆ業ぎようの一いつ環かんとして、一いつ生しよう懸けん命めい俺に尽つくそうとしているんだ。

　雪音さんは神宮寺家の長女である。そのため三人の中では一番、神宮寺の娘むすめとしての重圧を背負っているのだろう。だからこそ、気合を入れてこの生活に臨のぞんでいる。

　俺としては、その気持ちに応こたえたいと思う。

　確かに俺の立場的には、彼女と必要以上に仲良くなるのはよくないだろう。しかし努力しようとしている彼女を見ると、俺が協力できることはしてあげるべきだと思えてくる。将来彼女が結けつ婚こんしたとき困らないように、キチンと同居生活のシミュレーションをさせてあげたい。そんな思いが勝まさってしまった。

　俺は結婚生活で男女が一緒にやりそうなことを考える。そして、雪音さんに言った。

「それじゃあ……。一緒に外へ行きませんか？」
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　あの後俺と雪音さんは、二人で近所のショッピングモールへやって来ていた。

　結婚すればこうして二人で出かけることもあるだろう。そう思い、シミュレーションの一環として彼女を誘さそったのであった。

　俺たちがいるのは、食品コーナー。彼女が食材を買いたいと言うので、それに付き合っている形だった。

「ねぇ天真君。今日のお夕飯は何がいい？」

「そうですね……。どうしましょうか……」

　正直俺はなんでもいいが、そんな答えじゃ雪音さんも困るだろう。何かないか考える。

「朝は洋食でしたし……中ちゆう華かとか食べてみたいです」

「うん、いいね。じゃあその線でいこうか」

　俺の提案に、雪音さんが笑顔で答えてくれる。

「ふふっ。こうしてると、本当の夫ふう婦ふみたいだね～」

「ま、まぁ……。確かにそうですね」

　雪音さんの言う通り、『二人で食材を買う男女』というシチュエーションは、とても夫婦っぽい気がする。というより、個人的には新婚というイメージだ。

「そういえば、天真君も料理できるんだよね？　今度一緒に何か作らない？」

「いや、俺簡単なものしかできませんよ？　妹のために少し作ってただけなんで。雪音さんほどすごい腕うででは……」

「それでも十分すごいよ～。妹さんのためなんて、天真君はえらいね～」

「あ、ありがとうございます……」

　雪音さんは、隙すきあらば俺を褒めるから照れる。

　妹と言えば、葵あおいのヤツ。俺がいなくなって大だい丈じよう夫ぶかなぁ……。何とかやってると思うけど、少し心配になってしまう。

　と、そんなことを考えたのは俺だけではなかったようで。

「そういえば……。月乃ちゃんと花鈴ちゃんも連れてきてあげればよかったかな？　あの二人も、天真君の大事なお嫁さんだもんね？」

「あ～、確かに……。その方が、仕事的にはよかったかも……」

　ちなみに月乃は、俺に釘くぎを刺さした後は部屋に閉じこもっているようだ。多分、俺に合わないためだろう。花鈴は今日は見ていないが、ひょっとしたらまだ寝てるかもしれない。結構だらしないタイプらしいし。

「ねぇ、天真君……。男の人の目から見て、あの二人のことどう思う？」

「え？」

　雪音さんが、不安そうな目で俺を見る。

「花鈴ちゃんと、月乃ちゃん。花鈴ちゃんは甘あまえん坊ぼうだし、月乃ちゃんは男の人を避さけてるでしょ？　だから、将来的にちゃんと結婚できるかなって……」

「ああ～……」

　確かに二人を見ていると、少し不安に思うのも分かる。

　特に月乃は、性せい癖へきのせいで男全ぜん般ぱんを遠ざけている。とても嫁とつげるとは思えない。

「いずれは二人もいいお家にお嫁に行かないといけないから、私、それが心配で……。だから天真君、二人にもちゃんと男の子のことを教えてあげてね？　あの子たちが将来、素す敵てきな男性と暮らせるように」

「もちろんです。俺もできる限りのことはしますから」

　妹たちを心配する姿が、なんだかとても雪音さんらしい感じがする。

　彼女はすでに、優しくて綺き麗れいで純じゆん粋すいな、男の理想のお嫁さんだ。彼女に限っては、花嫁修業など必要ない。こんなに尽くすタイプの美少女ならば、どんな男と一緒になっても、きっとうまくやっていくだろう。俺や妹たちに対する態度で、それは証明されている。

　と、ここでふと疑問に思った。雪音さんは月乃の性癖を知ってるのだろうか？

　直接聞いてみたい思いに駆かられる。しかし、もしも知らなかった場合、この話題を出すことで、月乃の秘密をバラすことになる。そう考えると、簡単には聞けない。

　結局俺はそのことに触れず、後は適当な話をしながら買い物を終えて店を出た。

　両手に持った袋ふくろの中には回鍋肉ホイコーローやマーボー豆どう腐ふなど、中華の材料が入っている。

「天真君、力持ちですごいねぇ。よしよし」

　雪音さんが隣となりを歩きながら俺の頭を撫でてきた。

「でも、本当に大丈夫？　私も片方持ったほうが……」

「大丈夫ですよ、これくらい」

　女性に力仕事はさせられない。俺が荷物を受け持ったまま、家に向かって歩き出す。

「ねぇ、天真君。買い物以外にも一緒に何かしてみない？」

　雪音さんがいきなりそんなことを言った。

「えっ？」

「だって、せっかく二人でいるんだよ？　天真君、もっと私としたいことないの？」

　彼女は上うわ目め遣づかいで俺を見る。それから俺の腕を抱だき、絶大な巨きよ乳にゆうを押し付けてきた。

　え？

「ちょっ、雪音さん……!?　そ、その……胸が……」

「いいんだよ……？　だって、わざとやってるから」

　わざと!?

「こういう、ちょっとエッチなことでもいいよ……？　何か私としたいこと、ない？」

　いやいや！　ちょっと待ってくれ！　これは大だい胆たんすぎないか!?

　いくら彼女がこの生活に熱心でも、普ふ通つうは知り合ったばかりの男に、こんなことまではしないはず……。なのに、どうしてここまで俺に尽くす？　肇さんに見られたら、確実に一発アウトだぞ？

　と、そんな疑問を抱いたとき。鼻先に何やら冷たい感かん触しよく。

「ん……？」

　上を見ると、さっきまで晴れていた空が、いつの間にか雲に覆おおわれていた。

　次いで、サーッと雨が降り出してくる。

「うわ……。通り雨か……」

「しょうがないね……。天真君、急いで帰ろっか」

　二人とも傘かさは持っていないし、雨宿りできそうな場所もない。

　仕方なく、俺たちは濡ぬれながら家まで走ることにした。
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　ちょうど家の前に着いた頃ころ、雨が小降りになり止やんだ。

　その頃には、とっくにびしょ濡れになってたが。

「えへへ……。かなり濡れちゃったね……？」

　自分の体を隠かくしながら、恥はずかしそうに言う雪音さん。濡れたシャツが彼女の巨乳に張り付いて、破は壊かい的威い力りよくを醸かもし出している。

「えっと……。着き替がえたほうがいいですよ？　そのままだと風か邪ぜ引きますし……」

「うん、そうするね。天真君も早く着替えてね？」

　そう言い、体を隠しながら自分の部屋に向かう雪音さん。やけに足早なことから、彼女の恥じらいが窺うかがえる。

　俺も上着だけでも着替えたかったが、買った食材には生ものもある。それらを冷蔵庫にしまうため、先にキッチンへ移動した。

「……あれ？」

　すると、流しの隣に一冊の本を発見した。それは料理のレシピ本で、表紙には朝食べた料理が載のっている。となるとこれは、雪音さんのものだろう。料理をした後ここに置き忘れたらしい。

　俺は食材を冷蔵庫にしまい、自分の部屋にいくついでに、本をもって雪音さんの部屋に向かう。彼女の部屋は、階段を上がって最初の部屋だ。

　彼女の部屋の入り口にはプレートが取り付けられている。着替え中や勉強中などはプレートを裏返しにしているようだ。

　そして今は『入室可』を表す表側。すでに着替えは終わったのだろう。

　そう思い、声をかけながら雪音さんの部屋の扉とびらを開いた。

「雪音さーん。ちょっといいですか？」

「え……？」

　雪音さんが、部屋に踏ふみ入った俺の方を見る。




　上着を脱ぬぎ、亀きつ甲こう縛しばりをしている姿で。




「　　　　　　　　　」

　あまりの状じよう況きように、頭の中が真っ白になった。

　下着姿の雪音さんが、縄なわで体を縛っている。

　うん。意味が分からない。と言うか、分かりたくもない。

　状況から見るに、着替えの途と中ちゆうだ。さっきまで着ていた濡れた服が、だらしなく床ゆかに散らかっている。おそらく、今服を脱いだところだろう。

　つまり彼女の体を縛る紐ひもは、最初から身につけられていたということ。亀甲縛りをした状態で、外を歩いていたわけだ。

　え？　何してんの？　ホント何してんの？

「あ……あ…………」

　彼女は段々目を見開き、頰ほおを赤く色づかせていく。その瞳ひとみも、次し第だいに潤うるんできていた。

「ど、どうして……？　扉のプレート……」

「いや、その……。表側になってましたけど……」

　この反応から察するに、どうやらプレートを裏返すのをうっかり忘れていたらしい。

「う、噓うそ……？　天真君にバレちゃった……？　こんな姿、天真君に……そんな……」

　雪音さんが、泣きそうなほどに声を震ふるわせる。

　それはそうだ。こんな格好を男子に見られて、絶望しない女子なんて──




「こんなの……こんなの……興奮しちゃう！」




　可愛かわいい顔で今、何を言った……？

　予想外のセリフに呆ぼう然ぜんとし、俺はつい持ってきた料理本を落とした。すると本のカバーが外れ、中の表表紙が露あらわになる。

『一人でできる！　亀甲縛りのプレイ法！』

　とても邪じや悪あくなタイトルの書しよ籍せきが、料理本のカバーでカムフラージュされていた。

「…………」

　これって……もう、確定じゃん。この人、完全にソッチの人じゃん。

　雪音さんは、とてもイヤらしい表情でゾクゾクと体を震わせている。しかも亀甲縛りをしてるせいで、ただでさえ大きな胸がことさら強調されていた。

「あ、あの……雪音さん。一体どうして、こんなことを……？」

　聞くのは怖こわいが、この時間が続くことの方が嫌いやだ。勇気を出して彼女に切り込む。

「えっと……。天真君、聞いても引かない？」

　多分、大だい丈じよう夫ぶだと思う。だって、もうすでに引いているからね。

「実はね……。私、本当はすごく……ドＭなの……」

　ああ、なんと……。なんということだ……。

　月乃に引き続き雪音さんまでも、特とく殊しゆな性癖を持ってらっしゃった。

「誰だれかに命令されたり縛られたりすると、すごく、こう……ゾクゾクするの。だから時々こうやって、自分の体を縛ってるの……。あと、天真君に尽つくしていたのもそう……」

　え、何で俺が出てくるの？　嫌だ。ヤバイ。なんか怖い。

「天真君と住むことになった時、私、すごく嬉うれしかったんだよ？　これで私も男の人に尽くせるって。本に出てくる奴ど隷れいみたいに、Ｈなご奉ほう仕しができるって」

　すごいなこの人。さらりと口から危険なワードが飛び出してきたぞ。

　っていうか、噓だろ？　もしや俺を散々甘やかしたのも、散々俺に尽くしたのも、全すべては性癖が理由だったのか。俺にご奉仕するのを心の中で悦よろこんでいたのか……！

「このことは、天真君には言わないでこっそり楽しむ予定だった。当然だよね？　言ったら絶対嫌きらわれちゃうし、妹たちにも隠してるから。でも、バレちゃったらしょうがないよね……。こうなったら、天真君にはとことん付き合ってもらおうかな？」

　動どう揺ようする俺に、彼女が微笑ほほえむ。え、なぜ？　なんでこっちに近づいてくるんだ？

「ねぇ、天真君。天真君は、甘やかされるの好きだよね？」

「え、え……？」

　俺が警けい戒かいして否定できずにいると、雪音さんが俺の両手を摑つかみ、キラキラした顔でこう告げる。

「私がずっと、天真君を甘やかしてあげる。だから……私をあなたの奴隷にしてっ！」

「はあっ!?」

　謎なぞのお願いが唐とう突とつに飛び出す。

「そうすれば、天真君は私にご奉仕されて嬉しいし、私は天真君に調教されて嬉しいよ？　まさしくウィンウィンの関係じゃない？」

「いや、無理ですって！　嫌ですよそんなん！」

　俺は女の子を奴隷にして喜ぶような、ニッチな趣しゆ味みは持ってない。よって、はっきりとお断りする。

　しかし──

「あぁん！　無下に断られるのも興奮する……。天真君、Ｓの才能あるね？」

「そんな才能持ってませんよ！　変なレッテル貼はらないでください！」

「私、奴隷としてなんだってするよ？　Ｈな格好で朝起こしたり、Ｈな格好でお見送りしたり、Ｈな格好でご飯作ったり」

「どんだけエロい格好したいんだよ！」

「ご主人様っ！　この卑いやしい雌めす奴隷になんでもＨな命令をしてっ！」

「もう呼び方が変わってる!?　とにかく、俺は嫌ですからねっ！」

「あっ、待って！　天真君！　私、絶対諦あきらめないから！　必ず天真君の奴隷になってみせるからっ！」

　俺は雪音さんの制止を無視して、全力で部屋から逃にげ出した。




　　　　※




「はぁ……はぁ……。なんかもう、疲つかれた……」

　あの後、俺は発情癖へきとドＭの潜ひそむ家から抜ぬけ出し、近所の自然公園へ逃げた。

　月乃だけでなく雪音さんにも、あんな性癖があったとは……。もともとの彼女のイメージが優やさしく清せい楚そだった分、月乃の時より落差が激しい。ハッキリ言って、ショックだった。

　しかも、これでは雪音さんも月乃と同じ要注意人物と思わざるを得ない。ドＭな性癖を残したままでは、結けつ婚こん相手の男性とまともな生活を送れるか怪あやしい。この一年で、彼女の性癖もどうにかしないといけなくなった。

　でも、性癖とかどうやって矯きよう正せいすればいいんだよ……？

　考えても、そんなの分かるわけがない。男のパンツを脱がそうとしたり、亀甲縛りして外に出る人を、どうやってまともにしろというのか。俺の手に余る難題だ。

　途と方ほうに暮れ、トボトボと広い公園を歩く。何本もの木々が立ち並び、何種類もの花が咲さくそこは、地元民が愛する癒いやしスポットの一つらしい。でも俺の心は全く晴れない。二人の変態の存在のせいで。

「せーんぱいっ！　何してるんですか!?」

「！！？」

　いきなり後ろから声をかけられ、俺は驚おどろいて後ろを振ふり向く。

「か、花鈴……？」

「えへへっ。先せん輩ぱい、お久しぶりです！　昨日の夜ぶりくらいですかねー？」

　そう言えば、今日は家で花鈴の姿を見ていなかった。ずっと部屋で寝ねているのかと思っていたが、いつの間にか外に出ていたらしい。彼女は散歩でもしているのか、キャミソール一枚にミニスカートというかなりラフな格好で、鞄かばん一つ持たずに歩いている。

　俺は数歩後ずさり、花鈴から十分な距きよ離りをとった。

「先輩……？　どうかしたんですか？」

「え!?　い、いや……。なんでもないぞ？」

　つい体が勝手に動いてしまった。だが、それも無理のないことだと思う。彼女の姉がそろって変態だったのだ。実は花鈴もそうなんじゃないかと、咄とつ嗟さに警戒したのである。

「なんか様子がおかしいですけど……こんなところで何してるんです？」

「あ～……。別に、何もしてない。ちょっと散歩をしてただけで……」

「ん～？　なんか怪しいですね～？　あっ！　先輩、もしかして！」

　花鈴がハッと目を見開く。

「先輩、わざわざ花鈴のことを捜さがしに来てくれたんですかっ？」

「え……？　いや、そういう訳じゃないんだけど……」

「花鈴が歩かなくていいように、抱だっこしに来てくれたんですか!?」

「そういう訳じゃないんだけど！」

　花鈴のやつ、俺を便利屋か何かと思っていやがる。

「もう！　それならそうと早く言ってください。じゃあ、家まで連れてってくださいー」

「えっ？　おい！」

　花鈴が強ごう引いんに俺の肘ひじに手を回してくる。そして、ギュッと腕うでを組んだ。

「おい、花鈴……。この体勢はちょっと……」

「ダメです。花鈴は一人じゃ歩けませんから」

　俺にくっつき、スリスリと甘えてくる花鈴。このまま連れていけということか。

「あ。あと、一人で呼吸もできません。人工呼吸してください♪」

「いや、それはさすがに甘えすぎだから……」

　そんな生き物、もう死ぬしかないだろ。

　それと、外でこの状態はマズイ。もしくっついているのを肇さんに見られたら、その場でクビにされてしまう。早く彼女を引き離はなさないと──

「ふふっ。なんだかデートみたいですね？」

「ブッ……!?」

　いきなりの踏ふみ込んだ発言に、心臓が止まりそうになった。

「天真先輩、嬉しいですか？　花鈴みたいな可愛い子に、こうして腕を組んでもらって」

「自分で自分を可愛いって言うなよ……。それに、別に嬉しくなんて……」

「えー？　素す直なおじゃないですね。もっと喜んでいいんですよー？」

　楽しそうに笑い、ぐいぐいと俺を引っ張る花鈴。コイツ俺より力あるじゃん。普ふ通つうに一人で歩けるじゃん。

　っていうかこの距離感の近さ……やはりこいつも二人の姉と同類なのか？　変態だからこういうことをしてくるのか？

　いや、そう決めつけるのはよくない。花鈴はそういうの関係なしに、ただ甘えたがり屋なだけかもしれない。

　だが警戒しておく必要はある。これ以上変態に襲おそわれて、クビになることがないように。

「天真先輩、ホントにさっきからどうしたんですか？　何か考えてるみたいですけど」

「だ、大丈夫だ！　何も問題ないぞ、うん！」

　誤ご魔ま化かしながら、俺は花鈴の体をじっと見つめた。もしも彼女が変態なら、雪音さんみたく体に縄なわを巻いていたり、何か特とく徴ちようがあるかも知れない。彼女の全身に視線を巡めぐらせ、おかしなことをしていないか調べる。

「天真先輩……。ちょっと、見すぎじゃないですか？」

「えっ？」

　花鈴が一度俺から離れ、『じとーっ』とした目を向けてきた。

「さっきから、ずっと花鈴の体見てますよね……？」

「えっ!?　あっ……！」

　しまった。言われて気づいたが、これじゃ俺が変態だ。それも、超ちよう絶ぜつ気持ち悪い部類の。

「気づいてないと思ったんですか？　女の子は、そういう視線は分かるんですよ？」

「わ、悪い！　ちょっとのっぴきならない事情があって……」

「言い訳なんて格好悪いですよー」

　そう言うと、彼女が再び腕を組んでくる。そしてわざと体重をかけて、俺が歩きにくくなるようにした。

「じろじろ体見てきた罰ばつです。このまま運んで行ってくださいー」

「うぐ……。分かったよ……。家まで運べばいいんだろ……？」

「あと、家に帰ったら一いつ緒しよに遊んでくださいね？　これも先輩への罰です♪」

　そう言いながらも、幸い花鈴はそんなに怒おこっている様子ではない。

　機き嫌げんを損そこねないように、俺は頷うなずいて要求をのんだ。




　　　　※




　帰宅後、俺は約束通り花鈴と遊ぶことになった。

　着き替がえてから俺の部屋に来るということで、しばらく一人で彼女を待つ。

　すると、花鈴がゲーム機を持ってやって来た。その服装はなぜかさっきと変わっている。タンクトップに短パンといった格好だ。

「お待たせしました、天真先輩。一緒にゲームやりましょう！」

　花鈴が持ってきたのは、様々な作品のキャラが登場する大人気格かく闘とうゲームだった。俺もタイトルは知っているが、家が貧びん乏ぼうなためやったことはない。

「俺、初心者だけど大だい丈じよう夫ぶか？　花鈴、ゲームやりこんでそうだけど……」

「いいですよー。花鈴が教えてあげますから。手とり足とりじっくりと♪」

　どことなくいやらしい言い方の花鈴。俺をからかおうとしているらしい。

「じゃあ、ゲームのセットお願いしますー」

「はいはい……。ここでも甘えるのかよ……」

　花鈴からゲーム機本体と説明書のようなものを受け取って、部屋のテレビと接続していく。なになに……まずはこのケーブルをこっちに繫つないで……。

「へーっ。先輩の部屋、結構綺き麗れいじゃないですか。もっと散らかってると思ってました」

「一応人の家だからな。そんなに散らかしたら悪いだろ」

　えっと、このＡＣアダプターってのを電源に繫げばいいんだよな？　それで……。

「っていうか、先輩質素なんですね？　私物がほとんどないみたいですけど」

「もともと家が貧乏だからな。娯ご楽らく品とか買えなくて」

　あとはケーブルの逆側をテレビの方に繫いでっと……。よし、これでできそうだ──

「へー。そうなんですか。じゃあ先輩。この本はいったい何ですか？」

「えっ？」

　問いかけられ、花鈴の方を見る。すると彼女は、一冊の漫まん画がを掲かかげていた。




『爆ばく乳にゆうスキンシップ！　ムチムチ彼女とＨなレッスン☆』




「ぬあああああああくぁｗせｄｒｆｔｇｙふじこｌｐ[image: せみころん]＠：!?」

　俺の部屋を物色していた花鈴が、肌はだ色いろ率高めの漫画を発見していた。

　あの本は確か、クラスの奴やつらが学校に持ってきていたものだ。その内の一人が勧すすめてきて、俺は何度も断った。しかしまさか、こっそり鞄に入れていたとは……。

「ち、違ちがうんだ！　これは友達が入れたやつでっ！　断じて俺の私物じゃない！」

「あはっ☆　先輩、こういうのが好みなんですねー。変態さんじゃないですかー」

　表紙に描えがかれた巨きよ乳にゆう少女を眺ながめつつ、ニヤニヤとおちょくるように言う花鈴。コイツ、全然信じてねぇ！

「だから俺のじゃないんだって！　っていうか、その邪じや悪あくな書物をこっちに渡わたせ！　ソレ未成年は見ちゃだめだから！」

「だったら先輩もじゃないですか。……わっ。なんか、思ったよりもＨです……」

「や、止やめろっ！　止めてくれっ！　中を見るんじゃねエエエエエエッッッ！」

　花鈴が無情にもページをめくり、エロ本の内容を確かく認にんしていく。どんな内容が書いてあるか知らんが、それが俺の趣しゆ味みだと思われてしまう……っ！

　俺は力ずくで本を奪うばおうと飛び掛かかるが、小こ柄がらな彼女はひらりとかわす。

「わぁ……。おっぱいをこんな使い方するなんて……！　先輩、こういうの見て一人で悦よろこんでるんですね？」

「俺のじゃねえって言ってんだろうが！　ほんとに！　ほんとに違うから！　信じて！」

　花鈴が、必死に否定する俺を見て微び笑しよう。そして俺に近づくと、耳元でぽつりと囁ささやいた。

「………………先輩のエッチ」

「ぬあああああああああ！　信じろよおおおおおお！」

　なんかもう、マジで逃にげ出したい！　今すぐ布ふ団とんの中に潜もぐって「わあああああ！」って叫さけびたい！

「っていうか、先輩。この本に出てくる女の子、全員おっぱい大きいですよね？　やっぱり巨乳が好きなんですね～。そんなにおっぱい揉もみたいんですか？」

「だ、だから違うって……」

「ちっちゃくてもよければ、花鈴の触さわらせてあげますよ？」

「ぬあぁ!?」

「なーんちゃって☆　噓うそですよ～」

　これは、完全におちょくられている……。年下の子に遊ばれてる……。

「あはっ。でも、やっぱり男子は巨乳の方がいいんですね？　……このこと、雪音お姉ちゃんに言っちゃおうかなぁ？」

「!?」

　こ、こいつ……何て危険な提案をしやがる……！

　おそらく花鈴は単純に、巨乳な雪音さんに俺の性せい癖へきをバラすことで、俺を辱はずかしめようとしているのだろう。しかし雪音さんは、奴ど隷れい願望を持つドＭ。俺が巨乳好きだと知れたら、それを武器にして全力で尽つくしてくるに決まっている。

　というか、花鈴は知っているのだろうか？　姉二人のあの性癖を……。

「それが嫌いやなら、ゲームで花鈴に勝つことですね。負けたら、罰として言っちゃいます」

「う、うそだろ……」

　これは何としてでも勝たなくてはいけなくなってきた。俺は雪音さんたちを真人間にしないといけない立場。変態行こう為いを助長することは絶対に防がないといけない。

「それじゃあ、三回勝負でいいですか？　先に二勝したほうの勝ちです」

「わ、分かった……。望むところだ……！」

　テレビの前に座りゲームを起動。俺たちは早さつ速そくキャラを選び、一対一で戦い始める。俺が選んだのは、いつもお姫ひめ様さまを救っている配管工のおっさんだ。そして花鈴が選んだのは、『ピンクのあくま』の呼び声高い、小っちゃくて丸い生き物である。

　第一戦目は、やはり操作がうまくできず、丸い生き物にコンボを決められて余よ裕ゆうの敗北。しかし二戦目は俺も少しだけ操作方法が分かってきた。相手が出してくる衝しよう撃げき波はなどに苦戦しつつも、敵キャラを場外へ叩たたきつけて勝利。

「むぅ……。先せん輩ぱい、慣れるの早いです……」

　悔くやし気に唇くちびるを嚙かむ花鈴。これで一対一。お互たがいに後がなくなった。

「こうなったら……えいっ！」

「え？　うわっ！」

　花鈴がいきなり胡坐あぐらをかいている俺の膝ひざの上にのってきた。なんで!?

「おい、花鈴!?　いきなり何してんだ!?」

「だって、背もたれがある方がゲームやり易やすいんですもん」

　どうやら俺は椅い子す代わりらしい。彼女の温かい背中が俺にもたれかかってくる。俺の顔のすぐ下に花鈴の頭が寄せられて、可愛かわいらしいつむじが現れた。甘い女の子の香かおりが漂ただよい、不覚にも集中力が削そがれてしまう。

「ほら、始まりますよ！　天真先輩！」

「げっ！　しまった！」

　花鈴を下ろす暇ひまもなく、すぐに三回戦目が始まってしまう。彼女の操作するキャラが俺のキャラにコンボを叩き込んでいく。

「えいっ！　やあっ！　とおっ！」

「くっ……！」

　やはり花鈴がのっている分、圧あつ倒とう的に戦いづらい。重量的にも……性的にも。

　というのも、花鈴のお尻しりが俺の股こ間かんにジャストフィットしていた。さらに言えば、彼女はゲームの時に体も一緒に動く人らしい。花鈴がキャラを動かすたびに彼女の体が激しく揺ゆれ、小ぶりなお尻が俺の股間でぐりぐり暴れる。

「いきますよ、天真先輩！　とりゃー！」

「ぐうっ……！」

　何という……何という柔やわらかさ！

　股間を直接刺し激げきする官能的な感かん触しよくが、俺の脳内を完全に支配。

　いや、ダメだ！　流されるな！　俺まで変態になるわけにはいかない！

（摩訶般若波羅蜜多心経観自在菩薩行深般若波羅蜜多時────）

　俺は必死に頭の中で般はん若にや心しん経ぎようを唱え続け、自分の煩ぼん悩のうを抑おさえ込む。

　当然、そんな状態でまともな試合になるはずがない。俺のキャラはあっという間に吹ふき飛とばされてフレームアウト。あっけなく決着がついてしまった。

「わーい、やったー！　勝ちましたー！」

　俺の膝から立ち上がり、花鈴が両手を上げて喜ぶ。

「さーて。天真先輩、罰ゲームですよ？　お姉ちゃんにＨな本のこと言いますからね？」

「し、しまった……」

　そうだった……。負けたら巨乳好きなことを雪音さんにバラされるんだった……。

　これでまた、あの変態を調子づかせてしまうかもしれない。そう考えると気分が重い。

「なーんて。冗じよう談だんですよ、天真先輩」

「えっ？」

「言う訳ないじゃないですか。ちょっとからかってみただけです♪」

　にっ、と頰ほおを緩ゆるめる花鈴。えっ……？　冗談？　本当に……？

「ああもう……。びっくりさせないでくれよ……」

「だって、何か賭かけたほうがゲームも楽しいじゃないですか」

　花鈴が悪びれずに笑う。この子、本当に人をからかうのが好きだな……。

　でもよかった……。花鈴が良心を持った女の子で。

　変態じゃないかと警けい戒かいもしてたが、彼女の無む邪じや気きな笑え顔がおを見るに、甘えたりからかったりするのが好きな、子供っぽいただの女子のようだ。

　思えば、三姉し妹まいの中では花鈴が一番まともなのだろう。確かに甘えが過ぎることもあるが、あの変態たちに比べたらそれも可愛いほうである。彼女が姉二人の影えい響きようを受けず、普ふ通つうに育ってくれてよかった。

「ふぅ……。なんだか熱くなっちゃいました。ちょっと本気になりすぎましたね」

　花鈴が手をパタパタさせて火ほ照てった体に風を送る。

　よほど熱中していたのだろう。彼女の体には、うっすら汗あせが浮うかんでいる。

「…………ん？」

　ふと、俺はそこで違い和わ感に気づいた。彼女の体……いや、服になんだか異変が起こっている。なんだ、これは……。服のプリントがなんだかズレているような……。

　不ふ審しんに思い、俺は彼女に近づいた。そして、体をよく見てみる。

　──彼女の服が、溶とけていた。

「…………ホワイ？」

　いや、そもそもこれは服ではない……。彼女の体を汗がなぞっていったかと思うと、そこが肌色になっている。まるで、塗と装そうがはがれたように。つまり、これは……。




　体に、服を描かいている？




「うわあっ!?」

　あまりの精神的衝撃に、俺は声を裏返して叫んだ。

　コイツ、多分服着てない。服だと思っていたものは、肌に直接書いたペイントだ。最低限パンツとブラはつけているようだが、それもペイントで下着姿だと分からなくなってる。

　何が、何が起きてるの？　俺は今何を見ているの？

「……………アレ？　先輩、気づいちゃいましたか？」

　その反応で、花鈴も察したようだった。

「えへへ……。やっぱり、バレちゃいましたね。花鈴のとっても恥はずかしい秘密……」

　彼女は表情を綻ほころばせ、俺を見下ろすように言う。

「そうですよ？　花鈴は今、服を着ていません。これはボディペイントです♪」

　宣言し、花鈴がその場でターンした。

　彼女の服──ペイントは、汗のせいで所々が溶けている。ほんのわずかな胸の谷間や、ややくびれている細い腰こし。パンツからはみ出た下尻や、むっちりとした太ももまで、少しだけ肌が見えている。

　しかし彼女は自分の体を隠かくそうとはせず、むしろ豪ごう快かいに見せつけてくる。

「あはっ。天真先輩が、花鈴の体を見ています。本当は花鈴、下着姿なのに……。花鈴の体、見られちゃってます……」

　自分の体を抱だきしめて、ゾクゾクと快感に震ふるえる彼女。うん、もう……なんか、なんとなく分かる。だってアレだもん。三人目だもん。

「実は花鈴、お姉ちゃん達にも隠してますが……こういう状じよう況きよう、すっごく興奮するんです！　自分の体やＨな姿を男の人に見られたり、見られそうになったりするのが……」

　彼女たちの口からは、いつもインモラルな言葉が出てきやがる。

　俺は一応、遠えん慮りよがちに彼女に尋たずねた。

「それ……。要するに、露ろ出しゆつ狂きようってこと……？」

「そんな言い方しないでください。花鈴は純じゆん粋すいに、男の人に恥ずかしい姿を見てもらいたいだけなんですから」

　だからそれ露出狂じゃねーか！

　そうか……。花鈴だけはと思ったが、やっぱりお前もそっち側か……。

　ってか三人とも全員変態って、どんだけ似たもの姉妹なんだよ！　これ姉妹同士ならバレても絶対問題ないだろ！　むしろ完全にお仲間じゃねーか！

「さっきから、我が慢まんするのすごく大変だったんですよ？　花鈴、本当は下着姿なのに、天真先輩に見られたり、天真先輩に触られたり……。あん……。とっても感じてました♪」

　うん、やめてくれ。ここで発情しないでくれ。

　つーか興奮するためにボディペイントって、どんだけ手の込んだプレイなんだよ。まず、その技術どこで手に入れた？　帰ってきてからの短時間で自分の体に服を描くとか、一体どうやってやったんだ？

「っていうか、その格好で俺に甘えてきたのって……」

「はい。興奮するからです♪」

　彼女がＨな格好で甘えてきたのは、俺に見せつけるためだったようだ。

「それに、さっきのお外でも興奮しました。実は花鈴、天真先輩に会ったときにはノーブラ・ノーパンだったんですよ？」

　聞いてない情報を勝手に明かさないでほしい。

「はあぁ……。思い出したら、またＨな気分になっちゃいました……！　もうだめです！　我慢できませんっ！」

「な……っ！」

　花鈴がいきなり最後の砦とりでを……パンツとブラを脱ぬぎだした。

「おっ、おい!?」

　すぐに目を閉じ、顔を逸そらす。

　一いつ瞬しゆんだけ見えてしまったが、下着の下はペイントをしていないようだった。その分肌の色が鮮せん烈れつに目立つ。彼女のつつましく膨ふくらんだ胸や、白く綺き麗れいな下半身が網もう膜まくに焼き付いて離はなれなくなる。

　さらに彼女は全ぜん裸らの姿で、俺の目の前に寄ってきた。

「はぁはぁ……先輩、見て下さい……！　花鈴のちっぱい見て下さいっ！」

「か、花鈴、落ち着け！　俺から離れろ！　そして今すぐ服を着ろ！」

「嫌いやです！　花鈴の秘密を知っているのは、天真先輩だけなんですよ？　だから見てもらう義務があります！」

「いや、ねーから！　絶対にねーから！　頼たのむから部屋に戻って服を着ろ！」

「そんなに遠慮しないでください。先輩だって嬉うれしいですよね？　女子の裸はだかが見れるんですから」

「変態に襲おそわれても嬉しくねーよ！　いいからそこをどいてくれ！」

　それに、この光景を誰だれかに見られて妙みような誤解をされたら困る。この家には月乃や雪音さんだっているのだ。それに、何より問題なのは……

「もし肇さんに見られたりしたら大変なことになってしまう……！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。お父さんは仕事で滅めつ多たに帰ってきませんし」




『ただいま。久しぶりに帰ったよー』




　帰ってきてんじゃねーかああああああああああああああああ！

　玄げん関かんから聞こえる肇さんの声。なんつータイミングでやって来るんだああああああ!?

『あ、おかえりパパ』

『久しぶりだね～。今日はお仕事もういいの？』

　下で月乃と雪音さんが父親を出で迎むかえる声も聞こえる。

「ま、まさか本当に帰ってくるとは……コレやばいです！　先せん輩ぱいが変なこと言うから！」

「いや、俺のせいみたいに言ってんじゃねーよ！」

　と、このとき。俺の頭に一つの疑問が浮かんできた。

「なぁ……。花鈴のその性せい癖へきのこと、肇さんは知ってるか……？」

「知るわけないじゃないですか！　知ってたら天真先輩をこの家に上げたりしませんよ」

　デスヨネー！　そうだと思ったよ！　きっと月乃たちの性癖も知らないだろうな！

　もし知ってたらこいつらのことを『最高の淑しゆく女じよ』なんて言わないもんな！

　ということは、万が一にもこの光景を肇さんに見られたら、俺の命が危あやういわけか。

　いや、俺だけではない。そうなったら俺がクビになるせいで、家族の命まで危うくなる。

　生活費。借金。一千万。俺の脳内で、何枚もの万札が翼つばさを生やして飛んでいく。

　俺が職を失ったら、それらを賄まかなうことはできずに、一気に家計が崩ほう壊かいする。特にあんな高額な借金、肇さんの助けなしで返済できるとは思えない。

　家族が路頭に迷うことになり、俺の可愛かわいい妹も、中卒で働くことになる。下手したら、水商売とかで──

　あああああ！　ダメだ！　そんなのダメだぁ──────！

　とにかく、ここは早急に花鈴を自分の部屋に返して、この現場を消去するしかない。そうと決まれば、すぐにでも──

『そうだ。天真君と話をしてくるよ』

　俺が行動を取る前に、階段を上る足音が発生。

「ガッデム！　こっちに来やがるぞ！」

　俺の部屋は階段を上った廊ろう下かの先だ。今から花鈴を逃にがそうとしたら、最悪の場合裸の彼女が肇さんの目に入ってしまう。

「ど、どどどどうしましょう……!?　花鈴もさすがに先輩以外にバレたくないです！」

　さすがの変態も、これ以上ないほど焦あせっている。

　彼女のボディペイントはもう三分の一ほど剝はがれてきている。今の花鈴を見られたら誤ご魔ま化かすことはできないだろう。そもそもコイツ、ブラもパンツもつけてねえし！

　さあ、どうやって彼女を逃がすか……。

　以前月乃がやったみたいに、ベランダを使って隣となりの部屋に移動させることならできる。でもそれで花鈴の姿を近所の人に見られたら、それこそ問題になってしまう。

『天真君。部屋にいるのかね？　ちょっと話があるんだが……』

　肇さんが部屋をノックする。これはいよいよ時間がない。

「くっ……！」

「あわわわわ……！　ぴ、ピンチです！　花鈴史上最大のピンチです────っ！」

　花鈴がテンパり、部屋の中をぐるぐる回りだす。このままだと本当に見つかる！

　こうなったらもう、最後の手段だ。

「おい、花鈴。お願いだから、静かにしてろよ？」

「え？　天真先輩、何を──キャアッ！」

　花鈴を押しのけて立ち上がり、そのまま彼女の手を摑つかむ。

　そして、彼女をクローゼットへ閉じ込めた。




　　　　※




「肇さん……。どうも、お久しぶりです……」

　花鈴を慌あわてて隠した後、俺は何食わぬ顔で肇さんを出迎えた。

「ああ。久しぶり。と言っても、まだ数日しかたってないがね」

「あはは、そうでしたね……。ところで、何か御ご用ようですか……？」

　早く帰ってほしい一心で、俺は本題を急がせる。隣のクローゼットには、とんでもない爆ばく弾だんが入っているのだ……。

「ああ。近きん況きようを聞いておこうと思ってね。どうだい、天真君。娘むすめたちの様子は？」

「ええ、それはもう！　想像以上に可愛くて、素す晴ばらしい娘さんたちでした」

　想像以上に変態で、淫みだらな娘さんでした。

「こういう機会がなかったら、関かかわれないような女の子ですよ」

　こういう機会がなかったら、関わらずに済んだのに……。

「ホント！　最高にできた娘さんですね！」

　最高にＨな娘さんですね！
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「そうかそうか、それはよかった。ところで……娘たちには手を出してないね？」

「も、もちろんです！　何も変なことはしてません！」

　俺はね。

「そうか、それなら問題はない。安心したよ。君の睾こう丸がんを切り取らずに済んで」

　え？　もし何かあったら、去勢されるの？　俺、男として抹まつ殺さつされるの？

　俺の視線が、自然と横にあるクローゼットに伸のばされる。頼むぞ、花鈴。お前を隠かくしきれるかどうかに、家計と股こ間かんがかかっている。

「それでどうかね、娘たちとの生活は。うまくやっているのかい？」

「え、ええ！　それはもう！　彼女たちも少しずつ俺に慣れてきています！」

「おお、そうか。もう娘たちとは打ち解けてきたか」

「はい！　月乃さんだけはまだ苦手意識があるようですけど、それも時間の問題です！　肇さんの言う通り、三人とも素晴らしい淑女ですから、すぐに仲良くなれますよ！」

「そうかそうか。やはりウチの娘たちは、男との暮らしもそつなくこなすか」

　娘をほめられ、上じよう機き嫌げんで笑う肇さん。俺の苦労も知らないで……！

　しかし借金を返すためにも、問題を悟さとられるわけにはいかない。ここはとにかく良いことばかり言って誤魔化し、早く話を切り上げないと！

「これからも、三人は俺にお任せください！　すぐ男に慣れさせてみせますから！」

「うむ、分かった。頼んだよ。……ところで、その下に落ちているのは何かね？」

「え……？」

　肇さんの視線を追って、俺は自分の足元を見る。

　花鈴の脱ぎ捨すてた下着があった。

（ファ────────────────────────────！！！！？？？）

　それは、男子の部屋には決してあるはずのない物体。これがブラとパンツだと知れたら、さらには花鈴の物だと知れたら、俺はいったいどう思われる？　間ま違ちがいなく下着泥どろ棒ぼうだ。

　早く隠せえええええ！　隠せ俺っ！　隠してしらばっくれるしかない！　早く隠して誤魔化せえええええええええっ！

　しかし俺が動き出す前に、肇さんが口を開いた。

「これは……女性用の下着に見えるが……？」

　あ……っ。

「なぜこんなものが、君の部屋に……？　しかも何だねこの色は？　何か塗ぬっているみたいだが……？」

　それがペイントされた下着だと気づき、彼は不思議そうに俺を見る。

　ヤバイ。疑われる。誤魔化さないと疑われる。今すぐ即そつ行こうで言い訳しないと怪あやしまれた結果で疑われ、下着泥棒と思われてしまう。盗ぬすんだ下着に変なペイントを施ほどこして楽しむヤベー奴やつだと思われてしまう。

　何か言い訳を……女性用の下着が俺の部屋にある言い訳をっ！

「こ、このパンツ…………実は俺のなんですっ！」

　とんでもない言葉が口から出てきた。

「き、君の……だと？」

　さすがの肇さんも動どう揺ようを隠せないらしい。

　俺はとっさに吐はいた言葉に合わせ、その場で言い訳を考えて喋しやべる。

「はい！　その……あれです！　俺が作ったんですよ！　家庭科の自由製作で！　ほら、ウチって貧びん乏ぼうじゃないですか！　だから妹が使えるように！　ウチの妹、変わった色が好きなので！」

　俺は花鈴のパンツを拾い上げ、まさぐって手て触ざわりを確かめる。まるでその道の職人が、出来を確かく認にんするように。

「いやぁ、我ながらよくできたなぁ。色もいい具合に塗れたし、この質感がなんとも言えない。ゴムの伸び具合も最高だ！　俺もぜひ穿はきたいくらいだなぁ！」

「な、なんだ。そういうことなのか。まったく驚おどろかせないでくれ。てっきり君が娘の下着を盗んだ上に、変な色を塗って楽しんでいるのかと思ったじゃないか」

　危ねぇ────────！　ギリギリ誤魔化せたぁ──────────！

「しかし、やはり君は真ま面じ目めな努力家のようだね。妹と家計のために衣類を自作するなんて。私は君のそういうところを高く評価しているよ」

「は、はい……。ありがとうございます……」

「その調子で、娘のことも頼たのむよ。……そうだ。花鈴を知らないか？　月乃と雪音は下にいたが、あの子だけは見当たらなくてね」

「い、いや……知らないですね……。部屋にいるんじゃないですか……？」

　マジで冷ひや汗あせが洪こう水ずいレベル。もう早くここから逃げ出したい。

「そうか……。では、後で会いに行くとしよう。今日は久しぶりに我が家でゆっくりできそうだからね。君たちの暮らしぶりも、実際にこの目で見させてもらうよ」

　そう言い、踵きびすを返す肇さん。

　よ、よし……。このままいけばバレずに済む！　よかった！　本当に危なかった！　何とかギリギリ乗り切ったぞ！




『にっきし！』←花鈴が大きくくしゃみをした音




「ん……？　何だ、今の音は？」

　くぅわぁ───────────り───────────ん────────っ！

　お前は一体何やってんだああああああ────────────っ！

　いや、でも確かにしょうがないよな！　裸はだかだし、寒くてくしゃみくらい出るか！　だけどあともう三秒くらいは我が慢まんできたんじゃねぇの花鈴!?

「クローゼットに、何かあるのかい？」

　マズイ、肇さんの意識がクローゼットに向いてしまった！

「い、いや！　大したものじゃないですよ！　きっと野生の宇宙人とかが忍しのび込んだんじゃないですか!?」

「それは十分大したものだと思うのだが……？　ちょっと、確認してみるよ」

「いやいやいやいや！　止やめときましょう！　きっと嚙かみついてきますから！」

　これはしんどい。ここを開けられれば、事実上全ぜん裸らの花鈴が出てくる。そうなれば弁解の余地もなく、俺の仕し業わざだと思われるだろう。

　そしてめでたく俺はクビ。家計は完全に崩壊し、俺の睾丸も弾はじけ飛ぶ。

　ヤバイぞ、コレ！　マジでヤバイぞコレ！　この扉とびらだけは死守しないとおおおおおお！




　ティロリロリロリロリン♪　ティロリロリロリロリン♪




　その時、軽快な電子音が部屋に響ひびいた。

「む？　電話かな」

　肇さんがポケットからスマホを取り出し通話を始める。それからいくつか言葉を交かわすと、「すぐに行く」と言って通話を切った。

「ちょうど花鈴から電話が来たよ。駅前にいるから迎むかえに来てほしいと言っている。全く、しょうがない娘だね」

「え!?　そ、そうですか……。お疲つかれ様です」

「というわけで、ちょっと外に出てくるよ。月乃や雪音を頼んだよ」

　クローゼットのことも忘れて、急いで家から出る肇さん。そのニヤけた表情からして、花鈴に頼たよられたのがよほど嬉うれしかったと見える。超ちよう子こ煩ぼん悩のうだな、あのオッサン。

「……はあぁぁ～～～。助かった～～～～～…………」

　全身から力が抜ぬけて、俺はその場にへたり込む。マジで心臓止まると思った……。

「ふぅ～。何とか誤ご魔ま化かせましたね。花鈴もひやひやしちゃいました」

　花鈴が片手にケータイを持ち、クローゼットの中から出てきた。

「……なぁ。裸なのにどこにケータイ持ってたんだ？」

「もしものために、下着に挟はさんでおいたんです。脱ぬいでからは手に持ってましたよ？」

　なるほど……。何も考えず脱いでるかと思えば、予防線は張っていたようだ。

「それにしても、先せん輩ぱいが花鈴のパンツを触るなんて……。軽く興奮しちゃいましたぁ」

　どんな状じよう況きようでも性的快感を感じられる。そんな変態の逞たくましさが、ほんの少しだけ羨うらやましかった。








第三章　よく縛しばり、よく脱ぬぎ、よく盛さかる









　神じん宮ぐう寺じ三姉し妹まいは、とても素す敵てきな少女たちだ。

　雪ゆき音ねさんはいつでも優やさしくこんな俺に尽つくしてくれるし、花か鈴りんはいつだって可愛かわいく甘えてきてくれる。それに月つき乃のだって口が悪くてツンツンしてると思いきや……。うん……。まぁ、アレだ。可愛いし……。

　とにかく、三人とも素晴らしい女の子たちだ。

『はあぁ……。天てん真まのパンツ……いい匂におい……』

『私をあなたの奴ど隷れいにしてっ！』

『花鈴のちっぱい見て下さいっ！』

　変態ですら、なかったら…………。




「ちょっと！　あんまり近づかないでくれる!?」

　週に一回の集会の時間。

　いつも通り単語帳を読みながら集会の開始を待つ俺の傍そばで、月乃が声を荒あららげていた。

「男子の列はそっちでしょ？　迷めい惑わくだからはみ出してこないで」

「わ、悪かったよ……。怒おこんなって」

　列が乱れて近づいてきた男たちに、棘とげのある言葉を放つ月乃。

　その様子は傍はたから見れば、いつも通り月乃の男嫌ぎらいが炸さく裂れつしただけだと思うだろう。

「やべー、やべー。また怒ど鳴なられちまった。ってか、月乃さんガード固すぎねぇ？」

「でも、そういうとこはポイント高いと思うぜ、俺は。なんか清純そうな感じがするし」

「見た目は綺き麗れいだけど、遊んでる感じはしないよなー」

　クラスメイト達はあんな言葉をかけられても懲こりずに、小声で月乃をほめることを言う。

　ああ……こいつらは何も分かっちゃいない。この月乃という女子のことを。

「なぁ、天真は月乃さんのことどう思う？　やっぱ男嫌いでも可愛いよな？」

「お、おう……。そうだな……。可愛いと思うよ……」

　違ちがうんだよ……。コイツは男が嫌いなんじゃない。ましてや清純なんかでもない。それどころかすごい変態だ。男にあんまり近づかれると、発情してしまうヤベーやつなんだ。

「月乃、相変わらず男に厳しいね～。ひょっとして……女の方が好きなの？」

「いや、違うわよ。普通に男が嫌いなだけ」

　一方当の本人は、女友達の軽口を呆あきれまじりに否定していた。

　女子と話しているときの彼女は見た目の良さも相まって、陽ようキャで輝かがやいた女子に見える。あくまでそう見えるだけではあるが。

「でも、せっかく可愛いのにもったいないじゃん？　普ふ通つうにしてればモテるっしょ？」

「別にアタシはモテようとか思ってないし。そういうの、興味ないから」

　だから違うだろ。お前、ガチの変態じゃん。モテるとか以前に男に触れないだろーが。

　なんてことを考えていたら、ふと彼女と目があった。そして、睨にらみつけられる。

「（何見てんのよ……！　あの事言ったら殺すからね……!?）」

　その鋭するどい目つきから、彼女の思考は簡単に読めた。

　言われなくても、秘密をバラすつもりはない。彼女の性癖が皆にバレても、俺には害しかないからな。何がきっかけで肇はじめさんまで話が漏もれるか分からんし。

　と、その時。他のクラスがやって来たせいか、女子の列全体がこちら側にズレる。

　そのせいで、月乃が俺のすぐ隣となりにきた。

「…………っ！」

　月乃の様子が明らかに変わった。俺の近くに寄った途と端たん、さっきまでの厳しい目つきが切なげな感じに変化する。

　あれ……？　こいつ発情しかけてね……？

「ん？　月乃ー？　どうかしたー？」

「な……な……。なんでも、ないわ……。ちょっと熱くなってきただけ……」

　何とかギリギリで理性を保ち、友達に言い訳をする月乃。

　彼女は俺を意識しないよう、顔を逸そらして俯うつむいた。

「ふーっ……！　ふーっ……！」

　そして劣れつ情じようを抑おさえるように、自分の体を両手で抱だく。

　お、おい！　やめろよ!?　耐たえてくれよ、月乃！　こんなところで発情するなよ!?

「あっ！　天真せんぱーい！　どうもですー！」

　月乃を心配していると、後ろ側から聞き慣れた声が聞こえた。振ふり向くと、予想通り花鈴の姿がある。彼女たちのクラスも、今体育館入りしたようだ。

「先輩、お久しぶりですねー。と言っても、朝会ったばっかりですけど！」

　テンション高く俺に話しかける花鈴。

　その光景に、クラスメイトの男子たちが目を血走らせて俺を見る。

「お、おい天真……。お前、いつの間に花鈴ちゃんと仲良くなったんだ!?」

「なんだよテメェ！　知り合いなら紹しよう介かいしてくれよ！」

「い、いや……！　そんな知り合いって程ほどじゃ……」

　花鈴のファンは、二年や三年にも多いと聞く。こいつらも例外ではなく彼女に好意を寄せてるのだろう。揃そろって俺に嫉しつ妬とや憎にくしみを向けてくる。

　こいつら、好き勝手なこと言いやがって……！　こっちは変態に振り回されて色々苦労してんだよ！

「あはは。先輩大変ですね～」

「花鈴が話しかけてきたからだろ……。ってか、なんだよその格好は」

　花鈴の姿を見てみると、かなり制服を着き崩くずしていた。胸むな元もとのリボンタイは緩ゆるみ、シャツのボタンも上の方が外れてしまっている。

「そんな格好してたら生徒指導に呼び出されるぞ。早く服装整えろって」

「え～？　そうですかね？　これくらい普通だと思いますよ」

「普通じゃないだろ。そこまでしたらだらしないだけだ。それに、目を引くからやめろ」

「あはっ。別に、見てもいいですよ？」

　花鈴が俺にだけ見えるような角度で、胸元を大きく開きやがった。

「ばっ……!?　おい、やめろ！」

　すぐに花鈴から目を逸らす俺。ヤバイ！　こいつさては、見られるためにわざと制服着崩してやがるな!?

　そうだよな！　この露ろ出しゆつ狂きようはそういう考え方をするよな！　だって裸で俺の前に立つためにボディペイントするやつだもん。これくらい普通のことだろう。俺の認にん識しきが甘かった。

　その上チラッと見えたけど、コイツ多分ブラつけてないし。

　え……？　ブラ、つけてない……？

「か、花鈴……！　おまっ……！」

「えへへ……。分かっちゃいました？　もっと見てもいいんですよ？　はぁはぁ」

　こ、この馬ば鹿か……！　ここは家じゃないんだぞ！　学校で露出とか狂くるってんのか!?

　急な服装調査とかでチェックされたら終わりなんだぞ!?

「あのさ、花鈴ちゃん。ちょっといい？　天真とはどういう関係なのかな？」

　と、さっきまで少し離はなれて傍ぼう観かんしていたクラスメイトが、俺を押しのけて花鈴と話す。

　お、おい！　馬鹿！　今の花鈴を見るんじゃない！

「部活かなんかの後輩とか？　それとも……まさか付き合ってたり？」

「あ、ソレ気になっちゃいますかー？」

　花鈴が意味深な笑えみを浮うかべながら、クラスメイトの前に近づく。

　ああああ馬鹿ああああああああああああああ！

　その格好で他の男子に近づくんじゃねええええ！　胸見られたらどうすんだああああ！

「花鈴と天真先せん輩ぱいは～。簡単な言葉では言えないくらい、とっても親密な関係です☆」

「へ、へぇ……。親密な関係ねぇ……！」

「おい天真ぁ。俺たちの知らない間に、よろしくやってるみたいじゃねえか」

　クラスメイトたちが俺の肩かたに手を置き、万力のように締しめ付けてくる。

　くそっ！　こいつら、俺の苦しみも知らないで……！　お前らチヤホヤしてるけど、コイツ本当は変態なんだぞ!?　お前らが想像するような素敵体験は一いつ切さいねぇよ！

　ってか、この状況マジでまずいだろ。今の花鈴の格好だと、ノーブラがバレてもおかしくない。シャツのボタンが外れているから、花鈴がちょっとかがんだりしたら胸元がモロに見えるだろうし、その時にクラスメイトたちの視線が胸の方に向いていたら終わりだ。

「大だい丈じよう夫ぶですよー。ちゃんとバレないようにしてます」

　と、花鈴が俺の耳元で囁ささやく。

「ちょっとギリギリを攻せめてるだけです。見せるのは、天真先輩だけですよ♪」

　一応、皆みなにバレたらマズいのは花鈴も理解しているようだ。だが、そんなスリルを楽しむようなことをして、本当にバレたらどうするつもりだ……!?　それに、俺に見せてくるのも問題がある。

　やはり、早く彼女を引き離さないと！

「みなさーん。時間になりましたー。もうすぐ集会を始めますー」

　そう思ったときにタイミングよく、壇だん上じようから澄すんだ声が聞こえた。集会開始の時間になり、雪音さんが整列するように呼びかけたのだ。

「あっ、お姉ちゃんだ。じゃあ天真先輩、また後で！」

　花鈴もクラスの列に戻もどり、クラスメイト達も整列しなおす。

　やれやれ……。何とか危機は去ったみたいだ……。朝からくたびれさせてくれる……！

「……っと、なんだ？」

　ポケットの中でスマホが震ふるえる。見るとメールを受信していた。差出人は雪音さん。

「集会前に……？　何の用だ？」

　壇上にいる彼女からのメール。疑問に思って開いてみると、添てん付ぷ画像が表示される。

　全ぜん裸らで体を縛しばっている、雪音さんの自じ撮どり写真だった。

「…………！」

　口を押さえ、声が出るのを全力で我が慢まん。次いで、本文が飛び込んでくる。

『ご主人様に命令されたという設定で、この格好で集会に出ますね♪』

　なんの決意表明だよ、これ。なんの決意表明だよ、これ!?

「それでは、全校集会を始めます。まずは生徒会長である、私からの挨あい拶さつです」

　清らかな顔で壇上に立ち、全校生徒の注目を集める雪音さん。おそらくあの制服の下には、送られてきた写真の通りに体を縛る縄なわがあるのだろう。

　あのドＭ、なんてプレイをしてやがる！　全生徒の前でセルフＳＭとか、もう変態ってレベルじゃねーぞ！

「このところ、校内の風紀が乱れているように感じます。んっ……。新学期が始まり、麗うららかな春の陽気も手伝い気が緩むのは仕方ないでしょう。あんっ。しかし、度が過ぎてはいけません。はぁはぁ。今だからこそ一度気を引き締め、やんっ、自分を見つめ直しましょう。ああっ、ダメぇっ。イッちゃうぅ……。青せい林りん高校の学生として、あっあっ！　恥はずかしいことはしないように。あぁぁぁ！　あまり浮かれてはいけませんよ？　ああ────ん！」

　いや、それお前だ────────────！　お前のことだぁ─────────！

　すげーまともなこと言ってるけど、お前が一番恥ずかしいわ！　体縛ったまま注目されて、こっそり気持ちよくなってんじゃねえか！　ツボツボで喘あえいでんじゃねえよ！

　だが幸い、喘ぎの声量は雑音レベルだ。彼女を変態だと知って警けい戒かいしていた俺だから、ギリギリ気づけただけだろう。その証しよう拠こにクラスメイト達は彼女の痴ち態たいを知らずに話す。

「やっぱ雪音さん綺麗だよなぁ」

「ああ、分かる。優しくしてくれそうだしなぁ。それに、すごい清せい楚そだし」

　どこが!?　アレのどこが清楚!?　全校生徒の目の前で亀きつ甲こう縛りしてんだぞ!?

　ああ……。もうなんか、こいつらが羨うらやましくなってきた。何も知らないこいつらが。

　三姉し妹まいの秘密を知った俺は、常に彼女たちの変態行こう為いに警戒して生活しないといけない。三人が変態だとバレたら、肇さんが俺を家から追い出す可能性がある。そうなっては、借金の返済は絶望的だ。一いち条じよう家の家計を守るためにも、彼女たちの言動には細心の注意を払はらわないといけない。

　それがたとえ学校でも、気を休めることはできないのであった。
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　集会の後、クラスの全員が教室にぞろぞろと戻っていく。

　俺が教室に入った時には、すでに月乃が中にいた。

「ねー、月乃～。放課後、久々カラオケ行かない？　月乃のアレ、また聞きたいし」

「えー？　どうしよ。別にいいけど奢おごんないよ～？」

　俺といる時とは別人のように、笑顔で友達と話す月乃。ほんと、こうしてみると普ふ通つうに綺き麗れいな陽キャ女子だ。変態とは誰だれも思うまい。

　しかし男が過度に近づいたら、月乃の本ほん性しようが割れるだろう。学校では決して彼女に近づけない。それに他の男が近づかないよう、注意する必要もありそうだ。

　そう考えていると、担任の若い女性教師がやって来た。そして出欠をとっていく。

　ちなみに俺の席は、窓まど際ぎわでしかも最さい後こう尾び。おかげで、教室の様子がよく見える。斜ななめ前方に座っている月乃の様子もバッチリだ。メイクのチェックでもしているのか、こっそり手鏡を覗のぞいている。

「あの～。一条君に神宮寺さん。ちょっとお願いしてもいいかな？」

　と、出欠確認が終わった後に、先生が俺たちに声をかけた。

「何ですか、先生？」

「今日、二人とも日直だよね？　悪いけど、宿題のノートを職員室に運んでもらえる？」

　うちの学校は、日直は男女一人ずつでこなすことになっている。その順番が、ちょうど俺と月乃のようだ。

　しかし……距きよ離りを取ろうとした途と端たんにこれか。

「分かりました……。この後ですぐ運んでおきます」

「ありがとう。ごめんね？　神宮寺さんも大丈夫？」

「……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………はい」

　どんだけ俺とやるの嫌いやなんだよ。

「あはは……。ごめんね？　じゃあ、お願いね……？」

　死ぬほど長い間を置く彼女に、先生も苦笑いを漏もらす。

　その後、簡単な連れん絡らく事じ項こうを終えて、先生が教室から出ていった。

「しょうがないな……。さっさと運んで終わらせるか」

「はぁ……。マジでサイアクなんだけど……」

　俺が教きよう卓たくに積まれたノートを指すと、月乃が嫌そうに俺を睨にらんだ。

　しかし、彼女も与あたえられた仕事を放ほうりだすほど無責任な人じゃない。

「絶対近づいてこないでよ……？　触さわったりしたら訴うつたえるから」

　本当に仕方なくといった感じで、月乃がノートを半分持った。
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　職員室への道すがら、俺は月乃の数歩後ろを歩きながら、会話をしようと試みていた。

「いやー、しかし。日直とか勘かん弁べんしてほしいよなー。当番の日ってテンション下がるし」

「そうね。アンタと一いつ緒しよとか、今後は死んでもごめんだわ」

「しかも今日の時間割り、体育とか音楽とか変な科目ばっかりだしな」

「は？　そっちはテンション上がるし。勉強ばっかして、逆にバカじゃないの？　やっぱりキモイわー。もう実家帰れば？」

「…………今日もいい天気だな、月乃」

「なんでわざわざ口に出すの？　馬鹿以外分かると思うけど。あ、そうか。アンタ勉強馬鹿だった」

「言葉にトゲしかないんだけど!?」

　月乃の返事が、さっきから俺のメンタルを抉えぐる。素っ気ない。素っ気ゼロパーセントだ。仲良くしようと色々話しても、一向に距離は縮まらない。ついでに物理的な距離もある。月乃が発情しないように、俺が彼女の数歩後ろを歩いてるからだ。

　おそらく彼女、元々男を遠ざけているのと秘密を知られていることで、俺にキツく当たっているのだろう。

　でも、いつまでもこのままでは困る。『三姉妹を男に慣れさせる』という仕事をしている俺の立場上、ある程度は彼女と打ち解けたい。彼女の性せい癖へきが発動しないよう気を付けながらも、多少は仲良くならないと。

　そう思い、直接気持ちをぶつけてみる。

「なぁ、月乃……。俺たちもさ、もっとフレンドリーにすべきだと思う。やっぱり一緒に暮らしてるわけだし、もう少しこう、普通の会話を……」

「は？　なんでアンタの会話に付き合わないといけないわけ？　そんなに暇ひまじゃないんですけど？」

　俺の気持ちは、少しも彼女に届かない。

「でも、月乃だって男に慣れなきゃいけないはずだろ？　肇さんも言ってたけど、そう遠くないうちに名家に嫁とつがなきゃいけないはずだ。神宮寺家の娘むすめとして」

「フン……。こんな性癖持ってる時点で、まともに男と付き合えないわよ。だから、男と話す必要もない。したがってアンタとも話さない」

「んなこと言って、それじゃあ月乃も困るだろ？　性癖だって何とかしないと、誰かにバレるかもしれないし……」

「必要ないって言ってるでしょ？　っていうかアンタ、性癖のこと、誰にも話してないでしょうね？　特に、雪ゆき姉ねえと花鈴には……」

　キッと俺を睨みつけ、脅おどすような感じで聞いてくる。

「い、いや……。話してないぞ？　でも、あの二人なら打ち明けても全然問題なさそうだけどな。いっそ二人に話してみて、皆で性癖の対策を考えてみてもいいんじゃないか？」

　軽い気持ちで、そんな提案を口にしてみる。

　どうせ三人とも変態なのだ。姉妹同士でそれを明らかにしてしまえば、全員で性癖をどうするか考えることもできるかもしれない。あれ？　これ意外といい考えかも……。

　と、俺が思いかけた時。

「そんなこと、できるわけないでしょう!!」

　月乃が本気の声で怒ど鳴なった。

「な、なんでだよ……？　姉妹だったら、別に打ち明けても問題ないだろ……？」

「んなわけないじゃん！　姉妹だからこそ話せないわよ……！　自分の身内がこんな変態だって知れたら、絶対二人を傷つけちゃう。それに、二人に嫌きらわれちゃう……！」

　そう言い、うっすらと涙なみだを滲にじませる月乃。

　俺はその時、ようやく理解することができた。

　月乃が一番恐おそれているのは、他の誰よりも二人の姉妹に性癖がバレることなんだ。そして二人に嫌われることを、何より恐れ怖こわがっている。

　要するに、それほど二人が大好きなんだ。

　もし俺が『三人とも実は変態なんだ』と姉妹全員に伝えれば、月乃は楽になるのだろうか？　他の二人も喜ぶだろうか？

　いや、でもそれは絶対にダメだ。この性癖にかかわることは、彼女たちのもっとも重大な秘密のはず。姉妹とは言え、勝手に漏らすわけにはいかない。

　それに、この事実を明かすことで喜ぶとは限らないだろう。互たがいの秘密を明かしたことで、姉妹の関係性を壊こわすことにもなりかねない。

　さらに言えば、全員変態だと知った三人が開き直ってしまうかもしれない。もし彼女たちがオープンになり、結けつ託たくして家で俺を襲おそうようになれば、今より危険な状じよう況きようになる。

　だから、絶対言うことはできない。

　でも、かと言って月乃のために何もしないのも……。

「とにかくっ！　アンタとは話す必要ないから！」

　俺がどうするべきか考えていると、月乃がまた俺に怒鳴ってきた。

「それよりアンタといるせいで、皆みなに色々バレると困るの！　同居のことも、性癖のことも…………。だからアタシには近づかないでよ！」

「あっ、月乃！」

　苛いら立だたし気に吐はき捨てて、走って俺から逃にげる月乃。彼女からすれば、俺は性癖発動のトリガーだ。逃げたい気持ちも正直分かる。

　しかし、場所が悪かった。階段を下りようとした彼女が、焦あせって足を踏ふみ外す。

「きゃっ──!?」

「危ねぇ！」

　俺は手に持っていたノートを捨て、慌あわてて月乃に飛びついた。彼女の体を抱き着くようにして摑つかみ、階段から落ちるのを防ぐ。

　何とか間に合い、階段の前で停止する俺たち。周囲には投げ捨てられたノートが散らばり、ちょっとした惨さん事じになっている。

「あー、びっくりした……。おい、月乃。大だい丈じよう夫ぶか……？」

　心配し、彼女に声をかけてみる。すると……。

「はぁ……はぁ……」

　何だか、月乃の様子がおかしい。

　心なしか顔が赤くなり、息が荒あらくなっている。既き視し感のある光景だ。

「ねぇ、天真……」

　月乃がこちらに向き直り、トロンとした目つきで俺を見る。

「こういうこと……しよ？」

　そして制服のシャツをたくし上げ、自分の胸を見せつけてきた。純白のブラに包まれた、彼女の豊かなおっぱいを。

　コイツ、発情しやがったあああああああああああああああああ！

　学校で発情しやがったあああああああああああああ！

　しまった、抱き着いたことで月乃に火をつけてしまったようだ。

　幸い、ここは教室棟とうから離はなれており、見ていた者は誰もいない。

　とはいえ、早く何とかしないと誰だれか来る恐れはあるわけで……。

「つ、月乃……。一いつ旦たん落ち着いてくれ？　今の月乃は普ふ通つうじゃないから……」

　とりあえず、宥なだめて落ち着かせようとしてみる。

「アタシはいつも通りだよ？　はぁはぁ……。だから、気持ちいいことしよう？」

　ダメだコイツ！　目がハートマークになってやがる！

「恥はずかしいなら、アタシの方からしてあげる」

　月乃がいきなり、スカートの中に手を突つっ込こむ。そして迷いなき動きでパンツを脱ぬいだ。ブラジャーと同じ、純白パンツ。彼女はそれをあろうことか、俺の頭にグイッとかぶせる。

「なっ、月乃!?　何すんだよっ！」

「これで、何にも見えないね？」

　彼女のパンツに目め隠かくしされる形となり、俺の視界が黒に染まる。

　その隙すきに、体に強い衝しよう撃げき。

　おそらく突き飛ばされたのだろう。俺は廊ろう下かに尻しり餅もちをつき、さらに体を押さえつけられる。月乃がのってきたようだ。

「天真はじっとしてればいいよ？　全部アタシに任せてね？」

「ぬわああああああああああっ!?　やめろ！　やめてくれ─────────！」

　カチャ、とベルトを外す音。月乃が俺のズボンをまさぐり、脱がそうとしているのがわかる。このままでは本気で童どう貞ていを奪うばわれてしまう！　早く助けを呼ばないと……。いや、助けを呼んだらいかがわしいことをしてたのがバレる！　なんだコレ！　がんじがらめじゃねえか！

「天真のここ、すごく気持ちよくしてあげるね……？」

　俺の葛かつ藤とうなどお構いなしに、月乃は艶なまめかしく呟つぶやいた。

　彼女がズボンのファスナーに手をかけ、社会の窓を開けていく──

「いやぁ、最近の子には困ったものだな。やる気がないのか、成績が悪くて──」

「ホントですね。先日の私のテストでも──」

　その時、誰かの話し声が聞こえた。どうやら二人の教師が階段を上り、こちらに向かってきているようだ。

　その声を聞き、月乃の動きが突とつ然ぜん止まる。

「…………あ、アタシ、また……っ!?」

　そう呟くと、彼女はパンツを俺の頭から素す早ばやく回収。そして俺に向かって怒鳴る。

「～～～～っ！　アンタのせいよ、バカッ！」

「あっ、月乃！　おい、待てよ！」

　散らばったノートもそのままに、彼女は急いで逃げ出した。
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「はぁ……。もうどうすりゃいいんだよ……」

　学校からの帰り道、暗くなった街中を俺はとぼとぼと歩いていた。

　なぜこんな時間になったかと言うと、三人の性癖をどうにかできないかと思い、図書室で本を探していたからだ。今朝けさ月乃に発情されたことを受け、二度とあんなことが起きないように対策を練っていたのである。

　そこで、一つ分かったことがある。とある心理学者によると、変態性癖の原因は、幼少期のストレスと関かかわりがあるらしい。おそらくあの三姉し妹まいは、名家の娘として厳しく育てられたはずだ。小さい頃ころは異性との交遊も禁止されていたみたいだし。その教育の結果として、変態な彼女たちが出来上がったわけだ。皮肉にも程ほどがあると思う。

　だが原因がわかったところで、変態を治す方法は不明。そんな本、いくら図書室を探したところでそうそう見つかるものではなかった。

「こうなったらいっそ……関わらないようにするしかないか……」

　俺が彼女たちの近くにいると、変態行動を誘ゆう発はつする可能性がある。それならば、俺から距きよ離りをとればいい。

　俺が彼女たちと同居するのは、三人に男と接する機会を与あたえるためだ。だが肇さんにも『特別なことはせず、一いつ緒しよに暮らすだけでいい』と言われている。つまり、多少は距離をとっても問題ないはず。

　肇さんに変態行こう為いがバレてしまうのを避さけるためにも、これからは彼女たちと極力離れておくべきだろう。その中で変態を治す方法をゆっくり探さぐっていくしかない。月乃との距離を縮めていくのは、その後でも問題ないはずだ。

「よし……。俺はもう、一いつ切さい余計な絡からみはしないぞ」

　そんなことを考えていると、家の前に着いていた。

　皆はもう帰っているだろう。心の準備をし、玄げん関かんを開ける。そして廊下を進んでいく。

「ただいまー……」

「おかえりなさい！　天真君っ！」

　キッチンで雪音さんが出で迎むかえてくれた。フリルのついたエプロン姿が可愛かわいらしい。花が咲さくようなその笑え顔がおは、俺の帰宅を心から歓かん迎げいしているようだった。

「大丈夫？　遅おそかったけど、学校で何かやってたの？」

「あ、はい。ちょっと図書室で調べ物を……」

「そうなんだ！　すごいね天真君。いつも頑がん張ばって、偉えらい偉い」

　労ねぎらい、褒ほめたたえながら俺を抱だきしめる雪音さん。

　疲つかれて帰ってきたところを、可愛い女の子に出迎えられる。これって、一いつ般ぱん的にはすごく幸せなことなんだろうな。可愛い彼女やお嫁よめさんに『疲れてるよね。お風ふ呂ろにする？　ご飯にする？　それともア・タ・シ？』とか言われたりして──

「天真君、疲れてるよね。ムチにする？　蠟ろう燭そくにする？　それとも拷ごう・問もん？」

　雪音さんがエプロンのポケットから、ムチや縄なわなど大量のＳＭ道具を取り出して広げる。

「私、天真君のためならどんなプレイでもこなせるよ？　天真君の好きに調教して☆」

　うわぁ、出てきた出てきた。早さつ速そく出てきたよ本ほん性しようが。ドＭな彼女の変態さが。

「いや、あの……。俺、そういうこと望んでませんから……」

　やんわりと否定し、並んだ道具を隅すみによける。彼女のペースに乗せられてはいけない。早く距離を置かないと。

「っていうか、今は料理中ですよね？　俺のことはいいんで、そっちに専念して下さい」

「大丈夫だよ～。ご主人様のお出迎えは、奴ど隷れいとしての義務だから」

「俺たちの関係性を勝手に捏ねつ造ぞうしないでください！　俺はご主人様じゃないんで！」

　どうやら意地でも俺の奴隷になりたいらしいが、キッチリ訂てい正せいさせてもらう。

「料理の方は、もう少しだけ待っててね？　すぐご主人様の分ができるから」

「ご主人様じゃないですから！　早く料理に戻もどってくれ！」

「かしこまりました。ご主人様っ☆」

　俺の言葉を聞いているようで完かん璧ぺきに無視し、調理に戻るため踵きびすを返す雪音さん。

　その時、エプロンがひらりと翻ひるがえる。俺は無意識にエプロンの裾すそに目をやって……。

　次の瞬しゆん間かん、絶句した。

「っ……!?」

　雪音さん……エプロンの下は裸はだかだった。

　彼女はエプロン以外には服はおろか、下着すらも一切身に着けていない。そのため雪音さんが後ろを向くと、姿勢のいい背中のラインや、プリッとした大きなお尻しりが丸見えになってしまっている。いわゆる裸エプロンだ。

「なっ……なっ……!?　なんて格好してんだアンタは─────!?」

　つい敬語を忘れて叫さけぶ俺。

　雪音さんは、頰ほおを染めつつも笑顔で言う。

「だって私は天真君の……ご主人様の奴隷だもん。奴隷なら家事をこなすのはもちろん、性的にもご奉ほう仕しするべきでしょう？」

「だからご主人様じゃないっつーの！　ってか、ここでそんな格好してたら月乃や花鈴にバレますよ!?　やめた方がいいですって！」

「大丈夫だよ～。この時間は二人とも、部屋でお勉強してるから」

　チッ……！　姉だけあり、二人の行動パターンはある程度把は握あくしているようだ。

「それに、これはお嫁さんとしての練習も兼かねているんだよ？　男の人は、裸エプロンが好きなんだよね？　将来のために、練習しておくべきじゃないかな？」

　そう言い、料理を続けようとする雪音さん。彼女が少し身動きする度たびに、ダイナミックなお尻がまるで誘さそっているように揺ゆれている。さらに言えば、彼女の巨きよ乳にゆうがエプロンを押し上げてしまっていて、側面からはとても豊満な横よこ乳ちちが見え──

[image: ]

「いや、こんなこと普通やらねーから！」

　結けつ婚こん生活の練習と言っても、これはさすがにやりすぎだ。

「頼たのむから服を着て下さい！　アンタほんと何考えてんだ！」

　俺は強い口調で彼女に命令。すると、雪音さんがポツリと言う。

「はぁはぁ……。天真君に怒おこられちゃった……。ご主人様に𠮟しかられちゃった……！」

　あれ？　この人、興奮してる……？　怒られたのに、興奮してる？

「ごめんなさい、ご主人様！　この至らない雌めす奴ど隷れいに、どうかお仕置きしてください！」

　また雪音さんがさっきの鞭むちを取り出してくる。うん。唐とう突とつで訳が分からないね。

「だって、私は天真君の奴隷だから。奴隷が何か失敗したら、罰ばつを受けるものでしょう？　だから天真君──ご主人様っ！　私にお仕置きしてください！」

　……この人、ダメだ。終わっている。取り返しのつかないドＭだ。

「あのですね……。さっきから何度も言ってますけど、俺はご主人様じゃありませんから。雪音さんが望むようなプレイは、俺は一切付き合えませんよ？　だからいい加減あきらめてください」

「そんなこと言わないで、天真君。私にはもうあなたしかいないの！　天真君と一緒にシないと、満足できない体なの！」

「誤解を招く言い方はやめろ！　それに亀きつ甲こう縛しばりして全校生徒の前に立つのも大だい胆たんだと思いますけどね！」

「あれでも皆みなにバレないように、かなり抑おさえているんだよ？　私がもっと興奮したら、裸で手て枷かせや足枷をつけて、校庭をお散歩したりするかも。もちろん皆が見ている前で」

　とんでもないプレイ内容だが、この人ならガチでやりそうで怖こわい。

「ずっとＨな気分が溜たまったままだと、いずれ本当にとんでもないことしちゃうかも……。だからそうならないために、天真君が私を調教して？」

「なんだその恐おそろしい脅おどし!?　無理だからな！　んなこと言われてもダメだからな！」

「そっか……。やっぱり嫌いやなんだ……。それなら、私にも考えがあるよ……？」

　雪音さんはそう言うと、エプロンを肩かたから外して、自分の胸を見せてきた。ファッ!?

「ああああああああ!?　何をしとん!?」

「もし天真君が私を奴隷にしてくれたら……このおっぱい、好きにしてもいいよ？」

　え、何言ってんの？　この人ホント何言ってんの？

「ご主人様の命令なら、逆らうわけにはいかないもん。どんなにＨなことでもいいよ？　触さわってもいいし、揉もんでもいいし、摑つかんでも、挟はさんでも、吸ってもいい。どう？　私を奴隷にしたくならない？」

　雪音さんが目の前で胸を持ち上げて、たゆんたゆん、と揺らし始める。贅ぜい沢たくに膨ふくらんだ彼女の胸は、手の動きに合わせて激しく上下し、艶めかしさを増していく。

「だ、ダメですって！　誘ゆう惑わくなんて通じませんから！　俺のことは諦あきらめてください！」

　俺は妹や家族の生活を背負っているんだ。誘惑されても絶対に落ちることはない！

「あなたみたいな変態には、絶対付き合えませんから！　いい加減にやめてください！」

「はぁんっ！」

　俺が拒きよ絶ぜつをした途と端たん、雪音さんがとてもイヤらしい声を出した。

「えっ……？」

　なんだ……？　何が起こったんだ……？

「ご、ご主人様……。今の……もう一回言ってください……」

「い、今の……？」

　今のって……、俺が言ったことか……？

「……あなたみたいな変態には、絶対付き合えませんから……？」

「はああんっ！」

　また変な声を出し、雪音さんの体がビクンと跳はねる。

「ああっ、ダメ……ッ！　そんなハッキリ断られたら……それはそれで興奮しちゃう！」

「はあっ!?」

「ご主人様に『変態』って罵ののしられたら……。とっても気持ちよくなっちゃった……！」

　自分で自分の体を抱きしめ、満足そうな表情でその場にうずくまる雪音さん。

　結果的に、一人で勝手に興奮して一人で解決したようだ。

　雪音さんの表情が恍こう惚こつに満ちた様子から、段々穏おだやかになっていく。

「ふぅ……。天真君のおかげで、久しぶりにすっごく満足しちゃった☆」

「そ、そうですか……？」

　起き上がりながら、聖母のような穢けがれない笑顔を見せる雪音さん。

　これは……まさか。

　性欲が発散されたことで、元の彼女に戻ったのか？　優やさしい普ふ通つうの雪音さんに。

「ありがとう、天真君！　お礼にたくさん美味おいしいご飯作るからねっ！」

「は、はい……」

　いやらしさの欠片かけらもない表情で、料理を再開する雪音さん。

　やはり俺の理解は正しいようだ。欲求が満たされて満足すれば、雪音さんはまともな状態に戻るんだ。

　それは他の二人も同じかもしれない。ほんの少し、変態への突とつ破ぱ口こうが見えたかも……。

　一筋の光明を感じつつ、俺は彼女がまた暴走を始めないうちに、ひとまず自分の部屋に戻った。




　　　　※




　自室に戻り、俺はバッグを放ほうりながらベッドに倒たおれた。

「でも……。どうするべきかなぁ……」

　性欲を発散してやれば、三姉し妹まいは普通の状態に戻るかもしれない。そのことが分かったのはいいが、それをやるには俺が彼女たちの性せい癖へきに付き合う必要がある。

　しかし肇さんとの契けい約やく上、俺が彼女たちにエロいことをするわけにはいかない。

　とはいえ、当初の予定通りに距きよ離りを置くことも難しい。雪音さんは俺に秘密を知られて開き直っているようで、ドＭな本性を見せつけながら、あっちから迫せまってくるからだ。

　この変態との同居の中で、俺はどう立ち振ふる舞まうべきか。真しん剣けんに考え込んでしまう。

「とりあえず、着替えるか……」

　立ちあがり、堅かた苦くるしいベルトを外す。シャツとズボンをだらしなく脱ぬぎ捨て、部屋着をとるためクローゼットの方へ向かう。

　すると……。

　ガタン！　と、何かが動く音が聞こえた。クローゼットの中からだ。

「…………」

　なんだか嫌な予感がしやがる。

　正直言って、開けたくない。開けたくないけど、俺の着替えもこの中だ。開けないと取り出すことができない。

　覚かく悟ごを決めて、俺は恐る恐る扉とびらを開ける──

「あはっ。見つかっちゃいました♪」

　全ぜん裸らの花鈴が、クローゼットに隠れていた。

「うわああああああっ！」

　驚おどろき、尻しり餅もちをつきながら三メートルほど後ずさる俺。

　いや、なんとなく分かってはいた。つい最近似たような状じよう況きようがあったし、いそうだな～とは思っていた。でも……。

「だからって、裸はないだろ！　裸は！」

　花鈴の姿を見ないよう、俺は目を閉じて顔を逸そらす。裸で男の部屋に侵しん入にゆうって、普通に事案発生じゃないか！

「え？　裸じゃありませんよ。もっとよく花鈴を見て下さい」

「え……？」

　薄うす目めを開け、躊ちゆう躇ちよしながら彼女を見る。

　すると確かに裸ではなかった。と言うのも、彼女の乳ち首くびと股またの部分に、ハート形のシールが貼はられていたのだ。ニップレスというやつだろうか？　そのおかげで一番大事な部分だけは、かろうじて隠されているのだった。

　とはいえ、ほとんど全裸なのは変わりない。乳首が隠れているとはいえ、胸のささやかなふくらみははっきり見えてしまっているし、ぷにっとしてそうな白いお腹なかや、抱だきたくなるような腰こし回まわりも、まるで隠されていなかった。

「はぁはぁ……。天真先せん輩ぱいがほとんど全裸な花鈴を見てます……」

　クローゼットから出て、興奮気味に自分の体を晒さらす花鈴。

　うん、だめだ。こいつも末期だ。これ以上悦よろこばせちゃいけない。

「おい花鈴、早く体を隠せ！　ってか、何でこんなところにいるんだよ!?」

「前にここへ隠れたときに、ちょっと目覚めちゃいまして……。Ｈな格好で逃にげ場のない場所に隠れるのって、すごく興奮してきません？　見つかったらどうしようと思うと……あぁ……ゾクゾクしちゃいます」

　どうやら俺の行動のせいで、彼女の変態さに磨みがきをかけてしまったらしい。この子、逞たくましすぎると思う。

「なぁ、花鈴……。お願いだから服を着てくれ……。もしくは部屋に帰ってほしい」

「え？　何でです？　花鈴のエッチで恥ずかしい姿、もっと見たいと思いません？」

「誰だれが思うか！　こんなん普通は喜ばないぞ!?　あと、とにかくなんか着ろ！」

　俺はベッドから掛かけ布ぶ団とんをとり、花鈴に向かって放り投げる。

「わぷっ!?　そ、そんな……！　本当に嬉うれしくないんですか？　女子の方から肌はだを見せてきたら、普通は喜ぶんじゃないですか!?」

「そういうのは漫まん画がとかだけだろ……。現実の女子がいきなり目の前で脱ぎだしたら、普通はドン引きして逃げ出すぞ？」

　たとえ相手が恋こい人びとであっても、相手が突とつ然ぜん脱ぎだしたらかなりびっくりするだろう。

「な、なるほど……。それじゃあ天真先輩も、変態な花鈴よりお姉ちゃんたちみたいな女の子の方がいいんですかね……？」

「ま、まぁ……。そういうことになるかな……」

　いや、そこは五十歩百歩だけどな？　お前の姉たちと比べても、変態なのは同じだし。

「うぅ……。やっぱりそうですか……。変態な花鈴より、お姉ちゃんがいいですか……」

　お……？　なんだ？　少しだけ花鈴の表情が変わった。なんだか影かげが差したみたいに。

「お姉ちゃんたちは、すごいんです……。雪音お姉ちゃんは勉強も運動もお料理も、生徒会の仕事だってできるし、その上とっても優しいです。月乃お姉ちゃんはいかにも今どきのＪＫって感じで、友達も多いしオシャレにはとても詳くわしくて……。だから二人とも皆から人気で、本当に完かん璧ぺきなお姉ちゃんです。でも、それに比べて花鈴はただの変態で……。何だか、ちょっとだけ落ち込んじゃいます……」

「花鈴……」

　どうやらこの子、姉に対してコンプレックスを持っているらしい。

　花鈴は普ふ段だん明るいし、二人の姉ともすごく仲が良い。だから今まで全然気が付かなかった。二人の変態な顔を知らない花鈴は、姉に比べて劣れつ等とう感を抱いているのだ。

「花鈴も十分、人気者だと思うけどな……。俺のクラスの男子だって、お前を見かけると喜んでるぞ？　まるでアイドルみたいじゃねーか」

「それでも、お姉ちゃん達の方がすごいです。あの二人は、花鈴にはできないことができますし」

　そう言い、乾かわいた笑いを零こぼす花鈴。

　俺から見れば、三人にそんなに大きな差があるようには思えない。全員学校の人気者だし、その上本ほん性しようは変態だし。しかし、本人からすれば色々と感じることがあるのだろう。

　いや、待てよ……？　この気持ちをうまく利用すれば、花鈴の性癖を解消できるかもしれないぞ……！

「なぁ、花鈴。もしも雪音さんたちに負けているのが悔くやしいなら……変態なのをやめたらどうだ？　こういう露ろ出しゆつなんかせずに、普通の女の子になれば──」

「そんなの、イヤに決まってますよ！」

　予想外の即そく答とうだった。

「確かに以前なら、それも考えるべきでした。お姉ちゃん達に負けるのも嫌だし、花鈴の趣しゆ味みは変な男性に体を見られる危険もあります。だから今まで本格的な露出行こう為いも、ほとんどしてきませんでした。だけど！　今の花鈴には天真先輩がいますから！」

「なにそれ!?　何で俺が理由になるんだ!?」

「天真先輩は真ま面じ目めですから。危険な人じゃないことくらい、花鈴にだって分かります。天真先輩になら、安心して花鈴の裸はだかが見せられます！　だからもう、やめる必要はないんです！　天真先輩のおかげです！」

　なんなんだ、雪音さんや花鈴の俺に対する信しん頼らい感は。こんな好かれ方嬉しくねえから！

「でも、やっぱりお姉ちゃんに負けてばっかりは嫌いやですね……。何とかして勝ちたいところです……」

「いや、だから露出行為をやめればいいんじゃ……」

「そうだ！　いいこと思いつきました！」

　花鈴の表情が一気に華はなやぐ。うん。いやな予感しかしないんだけど。

「こうなったら、天真先輩を花鈴がメロメロにしてみせます！」

「はぁ!?」

　何ソレ!?　どうしてそうなった!?

「だって一いつ緒しよに暮らしている先輩が、お姉ちゃんたちより花鈴のことを好きになれば、それは花鈴の勝ちですよね？　だから花鈴は、天真先輩を落とすことに決めました！」

「なんだその理由!?　あの二人に勝つための手段に俺を利用するんじゃねえよ！」

「もちろん、それだけが目的じゃないですよ？　花鈴個人としても、天真先輩のことはいいなって思っていますから♪　花鈴の体で先輩を落とせば露出だってできますし、いいことずくめじゃないですか！」

「おい、やめろ！　ってか、そういうエロいことばかりしてるから、お姉ちゃんたちに勝てないんじゃないのか!?」

「だって、しょうがないんですもん！　エッチなことがしたいんですもん！　だから花鈴は変態しながら、お姉ちゃんに勝つ道を進みます！」

　花鈴の目には強い決意の光があった。こんな方向に開眼してほしくなかったな！

「天真先輩！　もっと付き合ってもらいますよ！　エッチな気持ちを満たすためにも、お姉ちゃんに勝つためにも！」

　花鈴がくるまっていた布団を脱ぎ捨て、再び体を見せてきた。

「うわぁ!?」

　すぐに花鈴に背を向ける。ほんと、コイツの羞しゆう恥ち心しんはどうなってんだ!?

「お姉ちゃんは確かにすごいですけど、こんなに脱ぐのは花鈴だけですよ！　さあ、たくさん見て下さい！　そして花鈴に惚ほれてください！」

「だからそんな風に見せられても嬉しくないって言ってんだろうが！」

　この子、完全にスイッチが入っている。調子に乗って裸のまま抱き着いてくるし、俺の背中に小さな胸を押し付けてきている。

　くそっ！　これじゃ完全に花鈴のペースだ。早く何とか遠ざけないと……！

　と、その時。部屋の外から声が聞こえた。

『天真くーん。晩ばんご飯できたよー？』

「!?」

　雪音さんの声に花鈴が反応。彼女は一いつ瞬しゆんで布団にくるまり、俺のベッドにダイブした。

　直後、雪音さんが扉を開く。

「天真君、ご飯──あれ？　花鈴ちゃんも一緒にいたの？」

「あっ。雪音お姉ちゃん。今先輩と秘密の遊びしてたんだー」

「えー！　なになに？　どんな遊び？　お姉ちゃんも入れてよー」

「あはっ。ダーメ♪　先輩と花鈴の秘密だもん」

　た、助かった……。

　雪音さんが来てくれたおかげで、今回は一線を越こえずに済んだ。

　──でも、これは思った以上に状況が悪いぞ。

　雪音さんといい花鈴といい、俺が距離をとろうとしても、あっちからグイグイＨな行為を仕し掛かけてきやがる。これじゃあ、いつ昨日みたいな状況になって、肇さんにバレるか分からない。

　こうなったら、根本の原因を絶つしかない。俺が彼女たちの性せい癖へきを治して、まともな女子にするしかない。あの変態を治さない限り、俺の未来に平へい穏おんは無いんだ。

「やってやる……。妹のためにも、絶対あいつらをまともにしてやる……！」

　俺は決意を新たにし、意地でもあの変態たちを更こう生せいさせることに決めた。




　　　　※




　夕食は、比ひ較かく的てき平和な時間だった。

　あの三姉妹は自身がとんでもない変態な割に、他の二人が変態であるということを知らない。おまけにそれを隠かくしているから、他の誰かがいる状況で変なことはしてこないのだ。

　雪音さんはせいぜい俺を優やさしく褒ほめてきたり、たくさんおかわりをよそったりして、俺に尽つくしてくる程度。花鈴もせいぜい俺にくっついて甘える程度だ。唯ゆい一いつ問題があるとすれば、相変わらず月乃が俺を無視することくらい。変態行為に比べれば、それくらい可愛かわいい悩なやみに思えてくる。

　そして食後しばらく経たったころ、入浴をする運びとなった。

　まず三姉し妹まいが適当な順序で一人ずつ風ふ呂ろに入った後、最後に俺の番である。

　俺は脱だつ衣い所じよで服を脱ぬぎ、相変わらず広い浴室へ踏ふみ入る。

　まずはお湯で軽く体を流し、プラスチック製の椅い子すに座った。そして体を洗いながらゆっくり考えごとをする。当然、三人の性癖についてだ。

　もしまた彼女たちがエッチぃことをしかけてきたら、どう対処をするべきだろうか。その方法を思い浮うかべ、頭の中でシミュレーションする。

「ご主人様。お待たせ致いたしました」

　そんな風に思考を巡めぐらせていると、脱衣所の方から声が聞こえた。つられて、そっちの方に目をやる。

「え……っ？」

　脱衣所の扉とびらがしずしずと開かれ、一人の女性が──雪音さんが現れた。




　その瞬間、天真は飛び出そうなほど目を見開いた。

　雪音の格好は、紐ひものように細いビキニだった。隠している部分が最小限の、一番素す肌はだに近い水着。そして彼女のリアリティがないほどの爆ばく乳にゆうは、紐ビキニになんて収まらない。紐は今にも切れそうに伸のび、おっぱいが飛び出してしまいそうである。

　その光景は、天真も思わず目を奪うばわれてしまうほどだった──




　刺し激げきの強すぎる光景に、思わず三さん人にん称しようになっていた。

「ゆ、雪音さんっ……!?」

　くっ……！　早さつ速そく来やがった！　ドＭの奴ど隷れい志願少女が！

　自分が無防備な格好の時に、いきなり女子が現れる。その状じよう況きようの驚おどろきと恥はずかしさを実感しながら、タオルを腰こしに巻き下半身を隠す。

　そんな俺とは反対に、雪音さんは体を見せびらかすように、ゆったりと俺に寄ってくる。

「突とつ然ぜんごめんね？　お邪じや魔まします」

「いや、待ってくださいよ！　どうして入ってくるんですか!?」

「どうしてって、天真君の背中を流すためだよ？」

　…………は？

「私は天真君の奴隷だもの。ご主人様の背中を洗うのは、奴隷としての義務だよね？」

　この人、俺がプレイに付き合わないから、強引に巻き込もうとしてきやがった。

「そんな義務聞いたことありませんよ……。背中とか普ふ通つうに洗えますから。今すぐここから出てってください！」

「遠えん慮りよしなくていいんだよ？　それにしても、男の人ってやっぱり体が逞たくましいんだね？」

「ちょっ！　じろじろ見ないでくださいって！」

　なるほど……。やっぱり出ていくつもりはないらしい……。

　でも、俺だっていつまでもやられてばかりなわけじゃない！　今回は秘策を用意しているんだ！　変態を撃げき退たいする作戦を！

「大だい丈じよう夫ぶ。代わりに、私の体を見せてあげるから。なんなら、触さわってみてもいいよ？」

　そう言い、さっきのように胸を持ち上げて見せつけてくる雪音さん。

「へぇ……。触ってもいいんですね？」

　俺は彼女の方を見て、欲にまみれた眼光を向ける。

　そして出し抜ぬけに立ち上がると……彼女の体に襲おそい掛かかった！

「えっ、キャッ！」

　彼女の体を強引に壁かべの方に寄せ、その壁に「ドンッ！」と強く手をつく。いわゆる、壁ドンの格好だ。

　そして驚く彼女を見下しながら、出せる限りのゲスい声で言う。

「それじゃあ今日はたっぷりと、その体を味わわせてもらおうか？」

　……もちろん、本気で言っているわけじゃない。

　俺が立てた作戦は、彼女を本当に襲うフリをすることだ。

　雪音さんや花鈴はきっと、俺が女性に手出しをしない無害な男だと思っている。そうでなければ、裸を見せたり一緒に風呂に入ったりなんて、いくら何でもできないはずだ。

　しかし俺がいきなり襲いかかって、男の怖こわさを教え込めば。

　自分の行動がいかに危険なものかを学び、変態的な行動を控ひかえるようになるはずだ！

　肇さんに対して、不義理をしている自覚はある。だが、彼女たちの性癖を治すためにも、これは必要なことなんだ！　そう自分を奮い立たせて、恥ずかしい演技にも必死に耐たえる。

「そ、そんな……。天真君……！」

　雪音さんが、宝石のような美しい両目を潤うるませる。

　この反応……！　どうやら効果てきめんのよう──

「やっと、その気になってくれたね……!?」

　えっ……？

「ありがとうございます、ご主人様！　私、ご主人様の奴隷として、精いっぱい尽くさせていただきますっ！」

　は────!?　いやいやいやいや！　おかしいおかしい！

　なんで!?　なんで乗り気になるの!?　俺今完全に狼おおかみだったよ？　女子なら普ふ通つう怖がるんじゃないの!?

　やべぇ、完全にドＭ舐なめてた！　俺の作戦が彼女にとってはご褒ほう美びになってる！

「それでは早速、私の体全身を使ってご奉ほう仕しさせていただきます☆」

「い、いや違ちがいます！　雪音さん！　今のは噓うそだから！　やめて下さい！」

　俺が必死に訴うつたえるも、その気になってしまった彼女に弁明の声は通じない。

「それじゃあ、早速始めるね？」

　雪音さんがボディソープのボトルを取るために、俺の真横に移動する。

　その際、横よこ乳ちちが目の前に飛び込んできた。

「！！！？？」

　水着の防ぼう御ぎよ力が低いため、側面から雪音さんを見ると横乳がほとんど見えていた。形のよい、張りのある巨きよ乳にゆう。白くつやつやで、プルプルしてそうなご尊乳。

　いや、ダメだ！　見るな！　これは悪あく魔まの誘ゆう惑わくだ！

　すぐに目を逸そらし、脳内から胸の映像を消去。

　そんな俺の葛かつ藤とうをよそに、雪音さんがボディソープを出していく。

　自分自身の、おっぱいに。

「え……？」

　ドピュッ、ドピュッと大きな胸にソープをかける雪音さん。

　どろりとした液体が彼女の胸を卑ひ猥わいに包む。そしてさらに、彼女はソープまみれになった胸を自分でムニムニと揉もみしだいた。

「ん……あっ……！」

　ワッツ……ハプン？　謎なぞの行動に、我を忘れて見入ってしまう。

　彼女の手と指の動きに合わせて、二つの膨ふくらみがエロやかに形を変えていく。激しい波みたいに揺ゆれる胸は、時には上下に、時には円を描えがくように動き、全力で俺の視線を奪う。

　そして十数秒ほど経った頃ころ、彼女の胸が大量の泡あわに包まれた。

「はあっ……はあっ……。それじゃあ行くね？　ご主人様っ♪」

「うあ……っ!?」

　雪音がその泡まみれの胸を、俺の背中に押し付けた。背中越ごしに、大きな胸が『むにゅううっ』とたわんでいるのがわかる。

　そして彼女はその胸を、滑すべらせるように動かした。

「よいしょ、よいしょ……」

「うぐっ!?」

　柔やわらかくも張りのある肉乳が、俺の背中で暴れている。クチュッ、ヌチュッ、と泡がいやらしい音を立て、丸みを帯びた柔らかいモノが俺の背中を強く撫なでていく。

　な、なんだこれは……。なんなんだこの感かん触しよくは……！

　今まで味わったことのない、喩たとえようのない気持ちよさ。力強さと柔らかさが見事に同居を果たしながら、背中を綺き麗れいに癒いやしてくれる。

　正直これは、ちょっとマズい。

　いくら俺でも、このシチュエーションには劣れつ情じようを抱いだかざるを得ない。ずっとこのまま続けられると、理性を持ってかれてしまう……っ！

　今すぐ、今すぐ逃にげないと……！

　しかし、脱だつ出しゆつしたくても扉は彼女の真後ろだ。間ま違ちがいなく止められてしまう！

「ご主人様、どう？　気持ちいい……？」

　恥ずかしそうに濡ぬれた声で、雪音さんが聞いてくる。

「い、いや！　気持ちよくないですから！　だから早く離はなれて下さい！」

「まだ足りないかな？　それじゃあ、よいしょ！」

　雪音さんが俺の体に手を回し、後ろからギュッと抱き着いた。

「ぬわあっ！！？」

　密着度が上がり必然的に、雪音さんの胸がこれまでより強く押し付けられる。

　胸の贅ぜい沢たくな弾だん力りよくが、包み込むような柔らかさが、すべすべとした感触が、さっきよりも強く伝わってくる。

　彼女はその状態のまま、先ほどまでよりスピードを上げて、シュッシュと胸をこすりつけてきた。力が加わったことにより、胸が上下に動く度たびに、驚くほどいやらしく形を変えているのが分かる。

「はあっ……はあっ……」

　さらに、段々荒あらくなる雪音さんの吐と息いきが状況の艶なまめかしさを増す。彼女の息が俺の首筋に吹ふきかかり、ゾクッと体が震ふるえてしまう。

　や、ヤバイ……。なんだか体が火ほ照てってきた……。風呂場の暑さや彼女の体温、それになにより、この恥ずかしさ……。なんだか、おかしくなりそうだ…………。意識も、どことなくボーッとして………………。

「さあ、次は前ですね？」

「んあぁっ!?」

　その一言で、正気に戻もどった。

　雪音さんが背中から巨大な胸をお離しになる。そして、俺の前に回り込もうとする。まさかこの人、背中だけでなく前もおっぱいで洗うつもりか!?

「だ、ダメです！　いい加減やめて下さい！　これは命令だ！　ご主人様の命令だ！」

「それだけは聞き入れられません☆」

「何でだよ！　今まで奴隷になりたがってたじゃん！」

　こうなったらもう、四の五の言っていられない！　早くここから逃げないと！

　俺は雪音さんが扉とびらから離れた隙すきをつき、慌あわてて立ち上がり逃げようとする。

　しかし、それがまずかった。

　風ふ呂ろの床ゆかはただでさえ滑りやすい上に、今はボディソープがそこら中に広がっている。

　案の定、俺の足がボディソープを踏ふんづけて滑る。しかも焦あせっていたせいで、状況の把は握あくが一いつ瞬しゆん遅おくれた。バランスを立て直すことができずに、俺はそのまま顔から倒たおれる。

「──!?」

「ごっ、ご主人様───────────！」

　強い衝しよう撃げき。次いで痛みが襲ってくる。俺は無意識に鼻を押さえた。

「い、イタタ……」

「大丈夫!?　ご主人様──天真君！」

　雪音さんがさすがにプレイをやめて、俺の顔を覗のぞき込む。

「あ……鼻血が……！　ご、ごめんね天真君っ！　痛かったよね？　折れてない？」

「だ、大丈夫ですよ。これくらい、すぐ止まりますし」

　血をぬぐい、指で鼻を軽く押さえる。転んだ時は驚おどろいたが、これくらい本当に問題ない。

　しかし雪音さんは、本気で申し訳なさそうにする。

「私が調子に乗ってたせいで……！　ごめんなさい！　天真君！」

「い、いや……。そんな本気で謝らなくても。ただのちょっとした事故ですし」

「で、でも！　完全に私のせいだから……」

　さきほどまでの笑顔も忘れ、ただおろおろとする雪音さん。

　この一瞬の出来事で、すっかり落ち込んでしまったようだ。

「天真君、本当にごめんなさい！　で、でも！　天真君に迷めい惑わくをかけたくてこんなことしてるんじゃないんだよ？　ちょっとはしゃいじゃってただけで……。天真君が家に来てくれて、すごく嬉うれしかったから……」

「う、嬉しい……？　どうしてですか……？」

「そ、それは……だって……」

　俺が聞くと、雪音さんがどもった。

　しかし彼女は怪け我がをさせた負い目のせいか、言い辛づらそうにしつつも語る。

「私……。今までずっと自分を隠かくして生きてきたから……。私って、こんなドＭの変態でしょ……？　そんなこと、誰だれにも言えるわけがないから。親にも友達にも、それに大好きな妹たちにも……。それが、すごく辛かったの……」

　確かに、こんな秘密を持っていたら誰にも話せないのが普ふ通つうだ。

「でも、天真君が来てくれてからは……特に本当の私がバレてからは、本当に気持ちが楽になった。これで一人で全部抱かかえ込まなくて済むんだって。これからは天真君の奴ど隷れいとして、体でたくさんご奉仕したり、調教されたりできるんだって……！」

　……何だろう。真しん剣けんな話のハズなのに、言ってることがちょいちょいひどい。

「だから私にとって天真君は、すごく大切な存在なの……。天真君といられるのが嬉しくて、ついつい調子に乗っちゃってた……。でもっ！　でもね、天真君！」

　雪音さんが、切実な表情で俺に言う。

「すごく勝手だとは思うけど……。私のこと、嫌きらいにならないで……？　天真君は特別な人だから……。私にとって、絶対に必要な人だから……」

「……っ」

「だから、これからも私の傍そばにいてほしい。それで……それで……私を奴隷にしてほしいの！」

　あ～～～……。なるほど……。

　結局、そこにいきつくんだよなぁ…………。

　でも雪音さん、俺が思っていたよりも本気で悩なやんでいたんだな……。これまでは自分の性せい癖へきのことを誰にも相談できないで、色々苦労してきたんだろう。バレないように欲を発散するのも、かなり難しかったはずだ。

　そんな時に俺が現れた。唯ゆい一いつ彼女の助けになれる存在が。

　なんかなぁ……。こんな気持ちを伝えられたら、俺も無下にはできなくなってしまう。

　彼女は大事な仕事相手だ。彼女のために俺にしかできないことがあるなら、それを無視するわけにはいかない。

「はぁ……。しょうがないですね……」

　俺も覚かく悟ごを決めるしかない。変態な彼女に付き合う覚悟を。

「雪音さん……。俺はあなたに、『優やさしくて穢けがれのない、皆みんなが憧あこがれるお姉さん』になってほしいと思っています。学校の皆が、あなたをそう見ているように」

　雪音さんの良いところは、なんの穢れも感じさせない女め神がみのような優しさだ。彼女の秘密を知らない人は、みんなそこに憧れている。

「そ、そんな……!?　私なんて、そんなすごい人間じゃないよ……？」

「いえ、あなたは優しくて、素す晴ばらしい人だと思います。でも、そんなあなたをエロい気持ちが邪じや魔まするなら……。性癖が治るまでの間だけ、エロい気持ちを上手に発散できるように、俺が付き合ってあげますよ」

「天真君……。そこまで私のことを……？」

　雪音さんが感極きわまったような顔をする。

「ただし限度はありますからね！　エロ過ぎることはしませんし、一線だって越こえません」

　彼女が性欲をため込みすぎると、危険なプレイをしでかして周囲に秘密がバレるかもしれない。俺はそうならないように、安全な方法で性欲の発散に付き合うだけだ。

　それに性欲を発散させれば、彼女もしばらくは優しい普通のお姉さんに戻るはず。まるで、賢けん者じやタイムのように。それをずっと続けていれば、いずれは満足して真人間にだってなるかもしれない。性癖をなくせるかもしれない。

　彼女は本気で悩んでいるし、俺が付き合うことで真ま面じ目めになる可能性もある。こうなれば、もうやるしかない。

　もちろん肇さんとの契けい約やくも大事だ。絶対に最後の一線を越えたり、不必要に淫みだらな行こう為いはしたりしない。しかし俺が一いつ緒しよに住んでいるのは、まぎれもなく雪音さんである。彼女の気持ちも、同じくらい大事にしないといけない。

　雪音さんのためにも、借金を無事に返すためにも、俺は彼女を手伝いながら、その性癖を解消していく！

「あ、ありがとう！　ご主人様っ！　それじゃあ、早さつ速そくお体を──」

「あ、でも……。今日はできればやめて欲しいです……」

　さっきから、微び妙みように鼻血が止まらない……。これは、ちょっとキツイかも……。

「あっ!?　ゴメンね！　すぐ治ち療りようしようね！」

　この後俺は風呂を出て、必死に謝る雪音さんに丁てい寧ねいな手当てを受けたのだった。




　　　　※




　昨日はとんでもない目に遭あってしまった。

　でもそのおかげで、雪音さんとの付き合い方のめどはついた。彼女の秘密がバレないように欲求の発散に付き合いつつ、彼女を真人間にしていくのだ。

　彼女も昨日のことでとりあえず満足したようだし、これでしばらくは変な行動を起こさないだろう。……起こさないと信じたい。変なことをしませんように……。

　登校途と中ちゆう。俺は駅のホームで電車を待ちつつ、静かにそんな祈いのりを捧ささげた。

「天真先せん輩ぱい、大だい丈じよう夫ぶですか？　なんか浮うかない顔をしてますけど」

　と、横から声をかけられる。

「ああ、何でもない。大丈夫だ。……って、花鈴!?　あれ？　なんでお前がいるんだよ？」

　俺は今日、彼女と家を出たわけじゃない。それどころか、俺と三姉し妹まいはいつも別々で学校に行く。月乃が俺と行くのを嫌いやがるからだ。だから駅のホームで会うことは普通あり得ないはずなのだが……。

「トイレに行くからって噓うそついて、先輩のこと待ってたんですよ。たまには一緒に登校したくて」

「な、なるほど……。そういうことか」

　それで花鈴だけがここにいるのか。他の二人は先の電車で学校に向かったのだろう。

「えへへ～。先輩っ。今、久しぶりに二人きりですね……？」

　花鈴が上うわ目め遣づかいになって、甘い声で囁ささやいてくる。

「いや、違ちがうだろ。周りにがっつり人いるぞ」

　今は平日の午前中だ。ここは大きな駅ではないが、それでもたくさんの通勤通学途中の人が眠ねむそうに電車を待っている。

「違いますっ。お姉ちゃんたちがいませんね、ってことですよ」

　可愛かわいらしく頰ほおを膨ふくらませる花鈴。

「いつも家にはお姉ちゃんがいますし、こういうこと中々ありませんからねー。なんだか新しん鮮せんな気分です」

「ああ……。まぁ、そうだな……」

　俺の声が自然と低くなる。花鈴の楽しそうなこの表情、露ろ出しゆつ行為中の彼女の姿を彷ほう彿ふつさせる。二人に噓をついてまで俺を待ってたことといい、少し怪あやしく思えてしまう。

「あの、先輩……。なんかすごく警けい戒かいしてません？　さすがに傷ついちゃいますよ？」

「え？　いや、別に警戒なんて……」

　どうやら、花鈴にも伝わってしまったらしい。彼女は少し拗すねたようにする。

「まったく……。先輩は花鈴のことを何だと思ってるんですか？　男を襲おそう痴ち女じよとでも思ってるんですか？」

　はい。正直思ってます。それとほぼ同じことをされてるし。

「これでも花鈴、花のＪＫなんですよ？　ちょっとは喜んでくださいよ」

「あ、ああ……。悪い悪い……」

　確かに、さすがに気を張りすぎだったかもしれない。いくら花鈴でも、こんな公衆の面前で脱ぬぎ出したりはしないだろう。俺のことを待っていたのも、きっと本当に一緒に登校したかったからだ。

「ごめんな？　ちょっと神経質になってたみたいだ」

「フンだ。天真先輩だって、本当はエッチなの好きな癖くせに。そういう漫まん画がも持ってましたし、大体名前もおかしいですよ。なんか『テンガ』に似てますし」

「人の名前を大人のオモチャ扱あつかいすんなよ！　天真だから！　テンガじゃないから！」

「え？　デンマ？」

「耳腐くさってんのか！　無理やりエロに寄せてんじゃねえよ！」

　そういう呼び方マジでやめろよ。いじめられるタイプのあだ名じゃねえか。

「ってか、今こういう話はやめとこう……。外でするような話じゃない……」

「そうですね。ちょっと調子に乗りすぎました」

　周りには同じ学校の生徒だっているのだ。聞かれていたらヤバすぎる。

「でも、二人っきりで登校って、これもうほとんどデートですよね？　花鈴、こういうのずっと憧れてたんですよ～」

「デートなんて、大げさだろ。ただ一緒に学校行くだけだし」

「そんなことありません。登下校だって、立派なデートになりますよ？」

　しばらく二人でそんなたわい無い会話を交かわす。

　するとしばらくして、通学に使う各停の電車がホームに滑すべり込んできた。

「来ましたね。先輩、行きましょう♪」

「あ、ああ……」

　花鈴が俺の制服をつまみ、せかすように車内へ入れてくる。

　中は各駅停車のせいか、ラッシュ時にしては空すいていた。俺と花鈴は入ってきたのとは反対側の扉とびらの隅すみに移動して落ち着く。ほどなくして、電車がゆっくりと動き出した。

　降りる駅は五つ先の駅。時間にして約十分程度といったところか。

「フフッ……。天真せんぱーい……♪」

　電車が動き出すと同時に、花鈴が俺の名前を呼んだ。車内の様子を見ていた視線を、側にいる彼女へと戻もどす。

　そして、俺は固まった。

「ちゃんと見ていてくださいね……？」

　花鈴が俺を見つめながら、スカートをたくし上げようとしていた。

　俺にしか見えない絶ぜつ妙みような角度で、ゆっくりとスカートをめくる彼女。花鈴のむっちりとした太ももが、次し第だいに露あらわになっていく。

「なっ……!?　ばっ……！」

　咄とつ嗟さに叫さけびそうになり、すんでのところで声を押し殺す。

　俺は誰だれかに見られる前に、急いで花鈴の両手を押さえた。

「あん♪　先輩、いきなり襲う気ですか？」

「言ってる場合か！　お前、マジでやめろって！　ここは公共の場だからな!?　そんなんしたら犯罪だからな!?」

　いくら何でもこれはないだろ！　やっぱりこいつ、ＪＫじゃなくてただの痴女だよ！

　しかし俺が小声で怒ど鳴なりつけても、花鈴は蕩とろけた表情のままだ。

「だって……もう我が慢まんできないんですもん。それに、他の人には見せません。見ていいのは、先輩だけですよ……？」

「いや、それでもだめだっつの！　さすがに危なすぎるから！」

　必死に花鈴の手を押さえる俺。しかし、これじゃ見方によっては俺が痴ち漢かんになってしまう！

　と、その時。ちょうど電車が次の駅へと到とう着ちやくした。

「ちょうどいい……。早く来い、花鈴！　いったん降りるぞ！」

「えっ!?　あっ、先輩！　待ってください～！」

　俺は花鈴の手を引っ張り、強ごう引いんにその駅で降りたのだった。
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「さあ、聞かせてもらおうか？　なんであんなことしたんだよ」

　俺は降りた駅の端はじっこで、厳しく花鈴を問い詰つめていた。

「家の中だけで体を見せてくるならまだしも……。さっきのはマジで捕つかまるぞ？」

　花鈴だって、それくらい理解しているはずだ。今までは本格的な露出行こう為いはしていないとか言ってたし。他の人に見られたりするのを、警戒していたはずである。

「それは、だって……。先輩がいるから大丈夫だと思ったんですもん。私の露出を先輩が隠かくして、でも先輩だけは見てもＯＫ。これって興奮しませんか？」

「するか！　ただバレそうで恐きよう怖ふなだけだよ！」

「そんなに怒おこらないでくださいよぅ……。それに、取材のためにも絶対必要なんですよ？」

「取材？　なんの取材だよ」

「それは──これの取材です！」

　言いながら、花鈴が俺にスマホの画面を見せつけてくる。それはチュイッターの投とう稿こうページ。なにやら漫画が映されている。

「え……？　これって……」

「花鈴の描かいた漫画です！」

　自作の漫画……？　それを投稿してるのか？

　おいおい、この子何気にすごいな。自分で漫画なんて描けるのか。以前のボディペイントといい、実は美術系の才能を持っているのかもしれないぞ。

　しかしそれが今回の行為とどう関係しているというのか。

　スマホを受けとり、メインキャラとタイトルが書かれた表紙イラストらしき絵を見た。

『露出ノススメ　五〇二話　～パンツを忘れた通学路～』

　彼女らしさが特とく盛もりだった。

　しかも表紙に描かれているスカートをたくし上げてる子、メチャクチャ花鈴に似てやがる。完全にモデル自分じゃねーか。あとこれ、話数多すぎる。五百話以上描いてんの？

「花鈴の趣しゆ味みって、なかなか現実にはできませんから。だからエッチなことをしたくなったら、漫画に描いて気持ちを満足させてたんです。特に天真先輩が来る前は」

「なるほど……。それは確かに安全な発散方法だ」

「それでこの漫画、せっかくなのでネットに投稿したんですが、少し前から人気が出てきて……。今では花鈴、謎なぞの露出専門作家として、たくさんファンがいるんです」

「うわ、マジだ！　なんかすごい数リチュイートされてる!?」

　これはいわゆる、バズっているというヤツか……？

「花鈴、それがすごく嬉うれしくて……。いつもお姉ちゃんたちに色々なことで負けているけど、これなら勝てるかもしれないって思って……。それで、もっとリアルな作品を書くため、実際のプレイがしたかったんです！」

　そういえば、花鈴はお姉ちゃん達にコンプレックスを持っていた。その気持ちを払ふつ拭しよくするために、彼女も色々努力をしていたという訳か。

　マジか……。あの変態行為に、そんな意味合いもあったとは……。

「だから……先せん輩ぱい、お願いですっ！　花鈴の露出に付き合ってください！　花鈴のＨな気持ちを鎮しずめるためにも、お姉ちゃんたちを超こえるためにも、天真先輩は必要なんです！」

　おいおいおい……。こんな話聞いたら、何か断りづらいんだけど！

　それに……。昨日の雪音さんとの件で、俺も覚かく悟ごはできている。彼女たちの性せい癖へきがバレないように、欲求の発散に付き合う覚悟が。

「あ～もう……。分かったよ……。そこまで言うなら、協力する……」

「本当ですか!?　天真先輩っ！」

「ああ……。花鈴には、せっかく色々才能があるんだ。いずれはエロいこと以外でもそれを活いかしてもらいたいからな。露出狂きようなのを治すためにも……花鈴のエロさを薄うすめるためにも、俺が発散を手伝ってやる。いつか胸を張ってお姉ちゃんたちに勝てるように」

　花鈴にとって露出狂は、コンプレックスの大きな要因になっている。今回はそれを漫画という形で活かすことで逆に自信にしているが、いずれはエロ以外のことで自信をつける必要がある。露出狂であることを周囲に言う訳にはいかないのだから。

　彼女のためにも自分のためにも、俺は性欲解消に全力を尽つくしたいと思う。

「せ、先輩……。花鈴のこと、そこまで考えてくれるんですか……？」

　感激したように目を潤うるませる花鈴。

「ただ、さすがに電車でアレはマズイ。マジで犯罪行為だからな」

「じゃあ、どうしたら……。花鈴、大勢の前で露出して、先輩に見られたいんです！」

「いや、そんなこと言われても……。それじゃあ、一日だけ待ってくれ。俺が必ず用意するから。安全に皆みんなの前で露出ができる状じよう況きようを」

　そう言い、とりあえずその場は花鈴を収めて、普ふ通つうに二人で学校へ行った。
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　花鈴と約束した翌日の朝。俺たちは、家のリビングルームにいた。

　この家のリビングは金持ちの住む豪ごう邸ていらしく、日当たりのいい面が一面ガラス張りになっている。そして窓から庭越ごしに見える大通りには、多くの人が行きかっている。通勤通学でこの道を利用するためだ。その中には巨きよ大だいな窓を珍めずらしがり、視線を向ける人もいる。

　そんな人たちがいる前で、花鈴はスカートをたくし上げていた。

「はぁはぁ……。こんな大勢の人がいる中で、花鈴、パンツ見せちゃってます……！」

　普通なら花鈴の痴ち態たいは外から一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。窓の方を向く人は、間ま違ちがいなくパンツを見せている花鈴に気が付く。

　しかし、今はそうではない。なぜなら……。

　俺がこの巨大なガラス張りの窓を、マジックミラーにしたからだ。

「先輩……。本当に大だい丈じよう夫ぶですか……？　花鈴のパンツ、見られてませんか……？」

「ああ。大丈夫だ。絶対にバレない」

　今、このガラスを外側から見ても、まるで鏡を見ているように自分の顔が反射するだけ。しかし中から見た場合、しっかり外の様子は分かる。

　俺は昨日帰ってから、花鈴との約束を果たすためにどうすればいいか考えた。

　彼女は大勢の前でバレずに露出し、それを俺に見られたいと言った。しかし本当に公共の場で露ろ出しゆつ行為をするわけにはいかない。それを安全に実現するには、花鈴からは大衆が見えて、逆にあちらからは花鈴が見えない。そんな状況を作り上げる必要があった。

　どうすればそれが可能になるか。必死に考え続けた結果、以前バイトをしていたホームセンターで売り込みをした、目め隠かくしシートを思い出したのだ。このシートは窓に張ることで、マジックミラーを作り出せる。

　昔、バイト仲間が大量に誤発注してしまったのを、俺が死ぬ気で売り捌さばいたんだ。

　そして俺は、これを使って露ろ出しゆつさせることを決めたのだ。

　まずは広いガラスの全体を掃そう除じし、埃ほこりや油を全すべて取り除く。そして折り目が付いたり気き泡ほうが入ったりしないよう、慎しん重ちようにシートを窓に張り付ける。

　巨大なガラス全体にシートを取りつけるのは、非常に至難の業わざだった。しかし花鈴の安全な露出のためにも、俺は全力を尽くす義務がある。何とか一晩で作業を終えた。

　うん……。おかしいことは分かっている。我ながら、馬ば鹿かなことをしている自覚はある。

　だが、俺には家族を守るという使命がある。そして、これまでどんな仕事からも逃にげなかったというプライドがある。だからこそ、ここで躊ちゆう躇ちよするわけにはいかない！

　その決意のおかげで、花鈴との約束は何とか果たせた。これで絶対バレることなく、他人の前で露出ができる。月乃と雪音さんは先に学校へ行っているから、彼女がどれだけパンツを見せても、その姿を見るのは俺だけだ。

「どうだ、花鈴。漫まん画がの参考になりそうか？」

「は、はい……！　こんなに気持ちいい体験……花鈴、生まれて初めてです……！」

　初めての人前での露出行為に、かなり興奮している様子だ。顔はリンゴのように色づき、呼吸も荒あらくなっている。

「天真先輩、見ていてください！　恥はずかしいことをしてる花鈴を！　変態な花鈴を見て下さい！」

　スカートを捲まくったまま下のパンツを脱ぬぐ花鈴。そして窓に裸はだかの下半身を晒さらした。

「……っ！」

　さすがに、これを直視するわけにはいかない。彼女のために逃にげることもできないが、横目で様子を見るだけに留とどめる。

「ああぁ……。花鈴、すっごくＨなことしちゃってます……。今花鈴、パンツはいてないのに……。恥ずかしい姿、天真先輩に見られてるのに……！」

　そのまま彼女は後ろを向き、外に向かってお尻しりを突つき出す。丸く綺き麗れいな、桃もものようなお尻。子供らしさを感じさせる、小さくて艶つやのあるお尻だ。

「ああっ……あああっ……！　もうダメです！　先輩！　花鈴の全部を見て下さい！」

　恥ずかしい部分を外に向け、ますます快感を高めたようだ。花鈴がついにスカートを脱ぐ。さらには上着やブラもパージし、最後にはその場で全ぜん裸らになる。そして……

「はぁ……はあぁ……！　とっても気持ちいですううううっ！」

　ひとしきり露出行為を楽しみ、花鈴はその小さな体をビクビクと快感に震ふるわせた。
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「先輩、ありがとうございます！　おかげで漫画も進みそうですし、とっても気持ちよかったです……！」

　ひとしきり行為に満足し、ちゃんと服を装備した後。花鈴がお礼を言ってきた。

「ああ。満足したなら、俺が苦労した甲か斐いもあったよ。……その代わり、もう外で勝手に変なプレイはしないでくれよ？」

「はいっ！　もちろんですっ！　Ｈなことは、天真先輩にお願いしますね！」

　この発言……。まだ完全に露出行為に満足したわけではないのか……。それでも今は満足して可愛かわいい後輩の顔になっている。このままずっと続けていれば、次し第だいに彼女もエロい行為に飽あきて、普通の少女になるはずだ。

「あんなに恥はずかし気持ちいいの……絶対一人では味わえません。やっぱり天真先輩は、花鈴にとってすごく大切な存在です！」
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「相変わらず、喜んでいいのか反応に困るな……」

　雪音さんからもそんなことを言われたが、どうせなら別のまともな理由で好かれたい。

「先輩、本当にありがとうございます！　一いつ生しよう懸けん命めい、花鈴のために頑がん張ばってくれて……。あそこまでしてくれる人、天真先輩以外いません！　これからもよろしくお願いします！」

　改めて、深くお辞じ儀ぎをしてくる花鈴。まるで天使のような笑えみだった。

「あ、どうせなら学校の窓にもシートを張ってくださいよ！　どこでも露出できるように」

「それはさすがに勘かん弁べんしてくれ」

　俺は窓のシートを剝はがしながら、切実な気持ちで訴うつたえた。
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　花鈴のことも一いつ旦たん落ち着き、これで三姉し妹まいの内の二人とは、接し方が定まってきた。

「あとの問題は……月乃だけか」

　学校から帰る道すがら、俺は残った月乃との接し方を考えていた。

　今日も月乃は一日中、俺のことを避さけていた。教室で少し近づいた時も、廊ろう下かですれ違った時も、露骨に距きよ離りをとりやがった。

　まぁ、それも無理はないだろう。俺は月乃にとって発情のスイッチみたいなものだ。先日も俺と触ふれ合ったせいで、発情してしまっているし。それも、学校の校舎内で。

　あの時月乃は、俺が少し抱だき着いただけですぐに発情してしまった。あれでは、いつ誰だれに対して発情してもおかしくない。仮に公共の場で発情したら、アイツの人生もメチャクチャになってしまうかも……。

　彼女の性癖をどう治すか、これからどう接していくかは、早急に決めなければならない。

「……ん？」

　ポケットの中で振しん動どうを感じる。見ると、それは肇さんからの着信だ。

　まさか、三姉妹の性癖がバレたか!?

　嫌いやな汗あせを流しながら、震える手で通話ボタンを押す。

「も、もしもし……。一条です……」

『やあ、天真君。娘むすめたちが世話になってるね』

　いつも通りの威い厳げんある声が電話口から聞こえてくる。

『突とつ然ぜん電話して申し訳ない。三人とはうまくやっているかい？』

「は、はい！　仲良くさせていただいております！　何も問題ございません！」

　声の調子からして、怒おこっている感じじゃなさそうだ。心の中でほっと息をつく。

『それはよかった。では、頼たのんでもよさそうか……』

「えっ？」

『実は、君に一つ頼みたいことができたんだ』

　頼みたいこと……？　なんだか嫌な予感がするぞ……？

『一週間後の週末なんだが、娘たちと一いつ緒しよにパーティーに出てはくれないか？』

「パーティー……ですか？」

『毎年行われている名家の集まりみたいなものだよ。普ふ段だんは私が娘を連れて行くのだが、今年は仕事で行けそうにない。そこで、代わりに彼女たちに同どう伴はんしてもらいたいのだよ』

　良家の集まるパーティーに、あの三姉妹と同伴だと……？

　それってつまり、月乃も一緒に……？

『なに。そんな大したものじゃない。結局はただの立食パーティーだからね。君に付いて行ってほしいのも、単に娘たちだけだと心配だからだ。特別なことはしなくていい。もちろん仕事の一いつ環かんとして、この分は別で給料を出そう』

　仕事の一環。そう言われたら、俺に断ることはできない。

　借金を返済するためにも、彼の機き嫌げんを損そこねるわけにはいかないのだ。

『ただし、このパーティーは名家のご子息との顔合わせも兼かねたものなんだ。ひょっとしたらその中に、将来的に娘たちの夫となる者がいるかも知れない。くれぐれも、無礼のないようにしてほしい。どうだい？　やってくれるかい？』

「はい……。もちろんです。引き受けさせていただきます」

『そう言ってもらえて安心したよ。詳くわしい内容は、後でメールで連れん絡らくしよう。それでは、確かに任せたよ』

　それで通話は終しゆう了りようした。

　なるほどね……。あの変態三姉妹を引き連れて、パーティーに行かにゃならんのか。しかも、問題は起こすなと。

「え？　やべぇ、これどうしよう……？」

　万が一月乃がパーティー会場で発情し、変態だとバレることになれば、神宮寺三姉妹の評判は一気に落ちることだろう。当然、その責任を取らされて俺もクビになってしまう。

　肇さんの口ぶりからして、月乃も何度かパーティーに参加しているようだが、今回も無事に済むとは限らない。この前みたいな事故が発生し、誰かを襲おそう可能性はあるのだ。

　他の二人は突とつ発ぱつ的に我を忘れることはないが、あいつの発情癖へきだけは、早急に治す必要がある。

　とにかく、まずは月乃と打ち解けよう。その上で、性癖を何とかする方法を一緒に探さぐりだしていきたい。お互たがいのこれからの人生のためにも。

　俺は急いで家に帰り、未いまだ慣れない玄げん関かんを通る。そして月乃の部屋へと向かった。




　　　　※




　それは、分厚い本だった。

　ちょっとした辞書のように重量感があるその本は、しかし難しい本ではない。その表紙には可愛らしい女の子のイラストが、でかでかと描えがかれているようだ。一体、それは何の本なのか。緊きん張ちようしたように震えた手つきで表紙をめくり、最初のページに目を通す──

　直前、俺は月乃に声をかけた。

「おい、月乃。何やってるんだ？」

「キャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　アニメのように椅い子すごと飛び跳はね、そのまま床ゆかに転がる月乃。彼女が読もうとしていた本も、一緒に床に投げ捨てられた。

「なっ……!?　何でアンタが部屋にいんのよ！　勝手に入ってこないでくれる!?」

「い、いや……。呼んだけど返事なかったから……。あと、そんなに驚おどろかなくても……」

　この反応、明らかにただごとではない。月乃は一体何を読もうとしていたのか。

　好こう奇き心しんが湧わき、床に落ちた本へと目を向ける。




『爆ばく乳にゆうスキンシップ！　ムチムチ彼女とＨなレッスン☆』




「なんで月乃が持ってんだあああああああああ!?」

　そういえばこれ、返そうと思いつつも学校に持っていくリスクもあるからそのまま放置してたんだった！

　驚きと、さらに恥ずかしさで頭が沸ふつ騰とうしそうになる。

　そんな俺に、彼女はやけくそ気味に言った。

「そ、そうよっ！　アンタの部屋にあったエロ本よっ！」

　月乃め、いつの間に俺の部屋から盗ぬすみやがった!?

　っていうか、何で月乃も花鈴もエロ本の在り処かが分かるんだよ？　一体何なの？　香かおってるの？　エロ本特有の香りとかあんの？

　しかも月乃……。わざわざ嫌きらいな俺の部屋から盗とるなんて……。

「まさか月乃が、性癖関係なく普ふ通つうにエロいヤツだったとは……」

「え……？　あっ、違ちがっ！　そういう目的で読むんじゃないし！」

　あたふたと両手を振ふって、必死に否定する月乃。

「だったらどういう目的なんだよ……？　これエロ本だぞ？　アレな目的以外ないだろ」

「そ、それは……！　性癖を治すのに必要だからよっ！」

　月乃が訳の分からないことを言い出した。性癖とエロ本にどんな関係があるというのか。

「ほら……。アタシの癖くせって、Ｈな気持ちになると自分を抑おさえられないことでしょ……？　だから、こういうＨなものを見て慣れれば、少しはマシになるかもと思って……」

「あ──……。なるほど……」

「でも、こういう本自分で買うとかありえないから！　だから、アンタの部屋から借りてきたの……。こういうの、あるかも知れないって思って」

　確かに、月乃の素すの性格からしてエロに耐たい性せいがあるわけない。エロ漫まん画がなどで慣らしていけば、多少は発情癖をコントロールできると思ったんだろう。

　なんだ。この前は諦あきらめたようなことを言っていたけど、やっぱり月乃も本当は性癖を治したいんじゃないか。いや、ひょっとしたらこの前の事故が、彼女にそう思わせたのかもしれない。これは非常にいい傾けい向こうだ。

「でも、多分ダメだと思うぞ？」

「はぁ!?　なんでっ!?」

　考えを否定され、気色ばむ月乃。怖こわいから睨にらまないでください。

「だって月乃、ちょっと俺が体触さわっただけですぐに発情してただろ？　エロに耐性つけるのと同時に実際の男にも慣れてかないと、性癖克こく服ふくはできないと思う」

　男に慣れてないからこそ、月乃は少し触られただけで変な気持ちになるのだろう。であれば、男性経験も積むべきだ。

「そんな……。こんな性癖持ったまま、男に近づかなきゃダメってこと……？」

　発情が嫌で性癖を克服しようとしたら、発情の原因になる男と接しないといけない。

　性癖克服が予想以上に困難であると発覚し、月乃がガクッと肩かたを落とす。

「だからさ。俺が付き合うよ」

　そんな彼女に、俺はつとめて明るく言った。

「え……？」

「男に耐性をつけるなら、実際に接するのが一番。その点、同居してる俺ならいつも近くにいられるだろ？　そもそも、俺はそのためにここにいるんだし」

　俺の仕事は、三姉妹を男との生活に慣れさせること。

　それはちょうど、月乃が性癖を克服する大きな助けになるはずだ。

「で、でも……。接するって言っても、どうしたらいいのよ……？　アタシ、またああなっちゃうかもしれないし……」

「だから、少しずつ慣らしていくんだよ。最初は一緒に登校したり、一緒にご飯食べたりしてさ。それに、俺はもう月乃の秘密を知ってるし。もし発情してもセーフだろ？」

　別の人に秘密がバレるよりは、俺相手に発情するほうがまだマシなはずだ。

　それでも、月乃はまだ躊ちゆう躇ちよする。

「でも、また恥はずかしいことしちゃうかも……。あんなトコ、もう見せたくないし……」

　やらない理由を必死に考え、言い訳の言葉を並べる月乃。

　そんな彼女に、俺は諭さとすように言葉をかける。

「なぁ月乃……。性癖克服したいんだろ？　だったら、いつかは苦手な男と向き合う必要があるんじゃないか？　そうしないと、月乃はずっとそのままかも知れないぞ？」

　男を遠ざけていた彼女にとって、俺の言っていることは確かに難しいかもしれない。しかし、それでも。この試練は避けて通れないくらいに重要なものであると思う。俺が無事にこの同居生活を終えるためにも。そして何より、月乃のこれからの人生のためにも。

「俺が練習台になるからさ。少しだけ一緒に頑がん張ばってみようぜ？」

「…………！」

　月乃が俺の顔を見つめる。そして気持ちが通じたのか、彼女の瞳ひとみに光が宿った。

「そう……。確かにアンタの言う通りかもね……」

　彼女は決意を嚙かみしめるように、一度大きく頷うなずいた。そしてまっすぐに俺の目を見み据すえ、気持ちをこめてこう言った。

「分かったわ。そういうことなら────絶対やんない！」

　瞬しゆん間かん、俺の脇わきを抜ぬけて部屋から逃にげようとする月乃。

　ちょ、待てぇ！

「おい、月乃！　なんで逃げんだよ!?」

　慌あわてて扉とびらに先回りして、出られないよう退路を塞ふさぐ。

「だって無理だし！　要するに、アンタとイチャイチャするってことでしょ!?　そんなの嫌いやに決まってるじゃん！」

「俺だってヤだよ！　そもそもホントは、イチャついたりしたらマズイんだからな！」

「それならやめればいいじゃない！　何でこんなことさせようとすんのよ!?」

「そうしないとクビになりそうだからだよ！　それに月乃も性癖克服したいんだろ!?」

「それでもやっぱり怖いわよ！　アンタ、絶対アタシを襲ってくるでしょ!?」

「襲われてるのは俺の方だろうが!!」

　それから俺は、二時間にもわたる口論の結果、何とか月乃を説得した。








第四章　Ｈなデートじゃダメですか？









「は……はい、天てん真ま……あーんして……？」

　月つき乃のが、全く覚えていない知人が話しかけてきた時のようにぎこちない笑顔を俺に向け、箸はしでつまんだトマトを差し出す。

「あ、あぁん……」

　俺はそれを油が切れた機械のようなぎこちない動きで口に入れ、偶ぐう然ぜん入ったレストランで嫁よめと元カノと愛人とせくーすフレンドが居合わせたようなぎこちなさで咀そ嚼しやくする。

「す、すごい……。月乃お姉ちゃんが天真先せん輩ぱいに『あーん』してる……。明日メテオでも降り注ぐのかな……？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……？　月乃ちゃん……。すぐに救急車呼んだほうがいい……？」

「……お願いだから、放ほうっといて……」

　同じテーブルで俺たちの様子を見ていた二人が、大げさなほど驚きよう愕がくしていた。

　それもそうだ。この間まで一番俺を避さけてた月乃が、急にイチャつき始めたんだから。

　なぜこんなことになっているのか。それは当然、月乃の性癖克服のためだ。

　あの日、月乃を説得した俺は、具体的にどのように男に慣れる練習をさせるか、自分なりに考えた。

　やはり男に慣れるには、直じかに接していくしかない。そして俺のこの家での使命は、月乃たちの仮の夫として生活をすることである。この二つを掛かけ合わせ、月乃には『発情せず、俺と普通にイチャつく訓練』をさせることになったのだ。

　もちろん、イチャつくと言ってもまずは簡単なものからだ。こんな風に相手にご飯を食べさせるなど、ごくごくイージーな部類からトライさせていくつもりである。

　そして、その作戦をいよいよ今日から始動したのだ。

「お、おいしい……？　天真……？」

「あ、うん……。うまいよ……」

「よ、よかったぁ……。頑張って作ったんだよぉ……」

　いや、この朝食雪ゆき音ねさんが作ったやつだから。

　体を震ふるわせ、口元を引きつらせながらテンプレなセリフを言う月乃。体が触ふれないごく簡単なイチャつきでも、彼女はうまくできないらしい。これは相当男への苦手意識が強いと見える。なんか俺までつられてぎこちない動きになってるし。

「まさか月乃ちゃん……。天真君のこと好きになったの!?」

「えっ！　噓うそ!?　月乃お姉ちゃん、いつの間に!?」

　しかし事情を知らない二人は、そんな風に誤解する。

「なんで？　なんで？　どういうことなの？　もう二人とも付き合ってるの？」

「いつの間に……。抜け駆がけなんてずるいよー！」

「あーもう、違うし……！　アタシのことは放っといて！　今日は色々忙いそがしいんだから！」

　必死に問い詰つめる二人に怒いかり、自分の食事をものすごい速さで食べ始める月乃。ちなみに「あーん」したときの箸とは違うものを使ってやがる。

「あれ？　月乃ちゃん、今日出かけるの？」

「う、うん……。ちょっと、色々とね……」

「そうなんだ……。一人で行くの……？」

「い、いや……。それは……。コイツとだけど……」

　非常に嫌そうに俺を指す月乃。

　今日は週末。休みを利用して、男に慣れる特訓のため一いつ緒しよに出掛ける予定なのだ。

「二人でって……。それもう完かん璧ぺきにデートだよ!?」

　まぁ、そういう風にも思うよな。実際、デートの練習をしに行くわけだし。

「月乃お姉ちゃんだけずるいーっ！　花か鈴りんも先せん輩ぱいとデートしたいのに！」

「いいなぁ。天真君とお出かけしたいなぁ……」

「だからそういうんじゃないし！　これはあくまで男に慣れるための特訓だから！」

　テーブルを叩たたき、月乃がはっきりと否定する。

「こいつには、男との接し方を練習させてもらってるだけなの！　ほら、アンタからも言いなさい！」

「え？　あ、ああ……。その通りだよ。これはただの特訓だ」

　月乃に睨まれ、俺も首を縦に振ふる。

「な、なんだ……。特訓だったんだぁ……」

「もう……。驚おどろかせないでよ、月乃お姉ちゃん……」

　二人とも、あからさまにホッとしたような表情になる。

「でも……。特訓とは言え、月乃ちゃんが天真君を相手に選ぶなんてね。案外、本気で好きだったりして？」

「はあっ!?」

「決め手は？　決め手は何だったの？　まさかキスから始まる恋こいとか!?」

　安心して調子に乗ったのか、恋バナに花を咲さかせる二人。

「月乃ちゃん、困ったらお姉ちゃんに相談してね？　いろいろ聞いてあげるから」

「花鈴も色々聞いてあげるよ？　ほらほら、隠かくさず色々教えてー？」

「あーもう、うるさい！　そうじゃないから！」

　結局その後、ずっと茶化し続ける二人に、月乃は最後まで否定した。




　　　　※




　食事の後、俺たちは二人で家を出た。

　予定通り月乃の特訓に──デートに出掛けるためである。

「はぁ……。あの二人、なんであんなにしつこいのよ……」

　俺と距きよ離りをとって歩きながら、ため息交じりにぼやく月乃。ジップアップタイプのパーカーから、可愛いキャミソールが見えている。下はフリル付きのスカートだ。

「でも、二人ともいい姉し妹まいだな。月乃の恋れん愛あい、応おう援えんしてる感じだったし」

　世の中には姉妹きようだいが恋することに嫉しつ妬として、素す直なおに祝わない人もいるだろう。そう考えると、神じん宮ぐう寺じ姉妹は非常に仲がいいと思う。とても優やさしくていい姉妹だ。

　と、その時。俺の携けい帯たいがメールを受信。月乃と話しながら画面を見る。

『雪音さん：今日一日、月乃ちゃんのことよろしくね？　ＰＳ：これは私に対する放置プレイだよね？　すっごく興奮しちゃいます♪』

　うん……。やっぱりただの変態かも……。

「フン。二人とも楽しんでるだけよ。それより、今日はどうするの？　ちゃんと考えてるんでしょうね？」

「あ、ああ。当然考えてきてあるぞ。月乃は安心して着いてきてくれ」

「アンタのデートプランとか、嫌な予感しかしないんだけど……」

　失礼な奴やつだ。お前のために色々考えてやってるのに。

「あーあ……。初めてのデートがアンタとか、サイアク……。どうせなら、もっとカッコいい相手がよかった」

　月乃が道みち端ばたの石を蹴けりながら言う。

「俺だって、デートの相手はもっとまともな奴がいいよ。……ってか、月乃ってそういうところにこだわるのか？　男嫌ぎらいとか言ってたクセに」

　そもそも男や恋愛が嫌いなら、初デートの相手なんてどうでも良いと思ってそうだ。

「アタシは性せい癖へきのせいで普ふ段だん男を避けてるだけで、本当は恋だってしたいわよ。これでも小さいときには、普ふ通つうに好きなヤツだっていたし？」

　なぜか自じ慢まんげにそんなことを言う月乃。

「へぇー。それってどんな相手なんだよ？」

「は？　別にどんなだっていいじゃん。アンタには関係ない話だしー」

「んなこと言わずに教えろよ。お前の性癖を治すヒントになるかもしれないだろ？」

　発情癖がなかったころの月乃の話はかなり貴重だ。そのころの恋バナに、何か性癖を治す突とつ破ぱ口こうが隠れている可能性もある。

「た、確かに……。そういうことなら話してあげる。まあ、五歳の頃ころの話だけど」

　仕方なさそうに、月乃が恋バナを語りだす。

「アタシが小ちっちゃかった頃、近所に同い年くらいの男子がいてね。その子と毎日遊んでいたの。きっかけは……アタシがいじめられてた時かな。その子がアタシを助けてくれて、それから一気に仲良くなったの。それで一緒に遊ぶうちに、少しずつ好きになっていった」

「へぇ……。なんかスゴイ五歳児だな」

　女の子を助けるなんて、なかなかできることじゃない。少なくとも、俺には無理だ。

「結局、小学校に上がるにつれて疎そ遠えんになっちゃったんだけど……。今でもその気持ちは覚えているわ。アタシが本気で好きになったのは、今のところはあの子だけね。ま、名前も覚えてないし、今いま更さらどうって話じゃないけど」

　そう言いつつも、少しだけ嬉うれしそうに頰ほおを緩ゆるめる月乃。きっと自分で思っている以上に、その子との思い出を大切にしているのだろう。

　なんか、思ってたよりも純じゆん粋すいなところがあるんだな。そういうところには好感が持てる。

「ってか、アンタはそういう話無いの？　昔からずっと好きな人とか。アタシだけ話すとか不公平だし、アンタもなんか言いなさい」

「あー、俺……？　俺はそんなにエピソードないな……。第一、恋愛とか興味ないし」

「うわー、つまんない。ま、アンタいかにも非モテだしね。恋バナなんて持ってないか」

　うるせえ。余計なお世話だよ。

「あ。でも、昔仲良かった女の子はいたな……。同じ塾じゆくに通ってた子で、俺が不ふ真ま面じ目めに勉強している隣となりでいつも、頑がん張ばって問題解いててな。一いつ生しよう懸けん命めい算数を教えようともしてくれた。その子のおかげで一回テストで百点取ってさ。それが嬉しくて、俺も努力するようになったんだよ。その子が引ひっ越こすときにもらった手紙は、今でも大事にとってあるし」

「へぇー！　いいじゃない、そういうの！　ま、アタシの話には負けるけどね～」

　ふふん、と自慢げに笑う月乃。うん……ちょっと面めん倒どうくさい。

「でも、もし性癖が克こく服ふく出来たら、もう一回あの時の子に会いたいわね……。助けてくれたお礼をしたいけど、今のままじゃ性癖出るのが怖こわくて会えない……」

　いつになく真しん剣けんな、それでいて女の子らしさを感じさせる顔をする月乃。

「それに！　とにかく普通に恋がしたい！　アタシだって本当は、性癖のことなんて考えずに、彼氏とイチャイチャしたいわよ！　普通の女子と同じように！」

　話の弾はずみか、月乃が今までは絶対に言わなかったようなことを言う。しかしおそらく、こっちが彼女の本心だろう。

「なるほどな。じゃあ、その時のためにも頑張らないといけないよな」

　それならば、俺もできる限りの手伝いをしよう。

　俺は相あい槌づちを打ちながら、月乃に向けて手を伸のばす。

「……？　何よ、その手は？」

「分からないか？　手、繫つなぐぞ」

「はあっ!?」

　声を裏返らせて叫さけぶ月乃。

「だって、これは特訓だぞ？　性癖克服には、実際に男に触さわって慣れないと」

　それに、手を繫ぐくらいはできないと困る。これができなきゃ、ちょっとしたことで簡単に性癖がバレそうだ。学校のときみたく、事故って発情したりして。

「それはそうだけど……。アンタが手ぇ繫ぎたいだけとかじゃないの……？」

「んなわけあるか！　俺はそういうの興味ねぇよ！」

　俺にとって、これはあくまで仕事である。下心などは一いつ切さいない。

　本来なら俺は肇はじめさんに、こういった接せつ触しよくまで禁じられている。しかしこれは『三姉妹を男に慣れさせる』という仕事を遂すい行こうするために、必要不可欠なことなのだ。申し訳ないが、やるしかない。

「わ、分かったわよ……。それじゃあ、ちょっと頑張ってみる……」

「言っとくけど、こんな街中で発情すんなよ？」

「分かってるわよ！　アンタなんかに絶対屈くつしないんだから！」

　そのセリフは、何か俺がすごい悪者みたいだな……。

　何はともあれ、月乃の決心が揺ゆるがないうちに、ことを進めるべきだろう。

　俺は自分の手をさらに月乃に近づける。すると月乃もゆっくりと、俺の方に手を近づけた。互たがいの指が少しずつ、しかし確実に近づいていく。

　そして、軽く手を握にぎる。

　月乃の小さくて温かい手の感かん触しよくが、俺の手の平に伝わってくる。力を入れたら壊こわれそうな、とても儚はかない感触が。

「ど、どうだ？　月乃。平気そうか……？」

「当たり前でしょ？　これくらい平気に決まってるし」

　俺の問いに、いつもの調子で答える月乃。よかった。さすがに手を繫ぐくらいは耐たえられるようだ。

　月乃はそのまま俺の手をギュッと力を込こめて握る。そして俺をグイグイ引っ張っていく。

「？　おい、月乃？　どうしたんだ？」

「え、別に？　どうもしてないけど」

「いや、じゃあ、何でこんな引っ張って──」

「ちょっと寄り道するだけだから」

　そう言い、月乃が俺をちょうど傍そばにあった公園の茂しげみに連れ込んだ。そして……。

「ちょっと……触ってもらうだけだから♪」

　握った俺の手を、彼女の胸に押し付けてきた。

　いや、月乃おおおおおおおおおおおおおっ！

　早さつ速そく発情してるじゃねーかあああああああああああっ！

　彼女の胸の豊かで柔やわらかい感触が、そしてムッチリとした弾だん力りよくが、俺の手いっぱいに広がってくる。

「天真ぁ。もっと触ってよぉ……。もっと強く、触ってぇ？」

　いつもとは違ちがう優しい声に、陶とう酔すいしたかのような視線。

　その息いき遣づかいが、次し第だいに荒あらくなっていく。

「はぁはぁ……天真！　天真はもう、アタシだけのモノなんだから！　絶対にもう離はなさない！　アタシがこの先天真を離すことがあろうか？　いや、ない！　天真はアタシのものだもん！　天真っ、天真っ、てんまぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

「つ、月乃……!?」

「天真！　天真！　天真！　天真ぁぁぁぁあぁぁあ！　んああああああああああ！　あぁぁ！　あああう……はぁはぁ……んあああっ！　はああああん！　天真におっぱいもみもみされたい！　天真の手で、天真のおっきくて男らしい手でおっぱいもみもみされたいお！　ついでにお尻しりも！　お尻もペンペンされたいお！　それとモフモフされたいお！　むしろアタシが天真のお尻をモフモフしちゃう！　モフモフ！　モフモフ！　クンカクンカ！　ああああらめぇ！　いい匂におい！　天真の体いい匂いぃ！　あああああん！　ああああ！　あっあっ、あっ────！」

　つ、月乃が……バグってしまった……。

「月乃！　バカ！　落ち着けって！　なんかいつもよりひどいことになってる！」

「はぁはぁ、天真……！　天真ああああああああ！」

　それから俺は、引っ付いて匂いを嗅かいでくる彼女を必死な思いで振ふりほどき、人が来る前に正気に戻もどした。
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「ううぅ……。またやっちゃった……」

「最初から苦労させてくれるよな……」

　やはり月乃は少し男に触ふれただけで、発情してしまうようである。これは、本当に早く治さなければ……。

　俺は月乃を宥なだめた後、彼女を連れて電車に乗り、最初の目的地へやって来た。

　それはこの辺りでは評判の、雰ふん囲い気きのいい喫きつ茶さ店てんだ。二人で店の中に入り、奥の落ち着いた席に座る。

　そして俺が注文したものは……一つのコップに二つのストローが刺ささっている、カップル用のジュースだった。

「ねぇ……。どうしてこんなの頼たのむのよ……？」

「決まってるだろ。二人で一いつ緒しよに飲むためだ」

　うへぇ、という顔でカップルジュースを見る月乃に、俺は毅き然ぜんとした態度で言い放つ。

「これも男に慣れる訓練だ。さっきの様子だと肩かたを抱だいたり頭を撫なでたり、触れ合うのはまだ厳しそうだからな。まずは一番ソフトな内容から攻せめてみることにしたんだよ」

　二人で一緒の飲み物を飲む。これなら相手の体に触れることなく、ある程度深い交流ができる。本格的に触れ合う練習をする前の、肩慣らしと言ったところである。

「そ、ソフトなの……!?　こんなの、ほとんど間接キスじゃん……！」

「間接キスなら、異性の友達とすることもあるだろ。一つの缶かんジュース飲みまわしたり」

　まぁ俺はやったことないけど。

　それに以前月乃は、俺のコップに口をつけて発情してしまったことがある。この訓練で、二度とあんなことが起きないように彼女を鍛きたえ上げておきたい。

「とにかく、これくらいはできないと困るぞ。これを拒きよ否ひするなら性癖克服は絶望的だ。恋れん愛あいだってできないだろうな」

「わ、分かったわよ……。やればいいんでしょ……」

　しぶしぶ、月乃が片方のストローをくわえた。覚かく悟ごができたようである。

「それじゃあ……いくぞ……？」

　あわせて、俺も残った方に口をつける。

　そして二人で、ゆっくりジュースを飲み始めた。

　ちなみに中身はオレンジジュース。爽さわやかな酸味が口の中に広がってくる。

「…………」

　月乃を見ると、とても恥はずかしがっているのか視線を俺から逸そらしている。まぁ、目が合っても気まずいだけだし、その辺は別に問題ない。興奮したりしなければ。

　それよりも……。いざやってみるとこの絵え面づら、周りから見たら結構馬ば鹿かみたいじゃないか……？　自分でやらせておいてなんだが、俺も恥ずかしくなってきた。

　こんなとこ誰だれにも見られたくない。周囲の視線が気になって、横目であたりを確かく認にんする。

　そして……。

「わぁ～。なかなかいい感じじゃん？」

「でしょー？　一回来てみたかったんだよねー」

「でも、ここ男は浮ういてないか？」

「俺たち、喫茶店とか来ないしなー」

「…………!?」

　最悪なものを発見した。

　ちょうどお店に入ってきたのは、俺たちのクラスメイトだった。男女二人ずつのグループで、四人ともクラスの明るい中心人物。俺は親しくしていないが、女子二人は月乃と仲がいいはずだ。

　これは、かなりピンチすぎる！

　今の俺たちを見られたら、間違いなく誤解されてしまう。付き合っていると思われる。

　そうなると俺たちの生活に支障をきたしてしまうかもしれない。周りから変な詮せん索さくをされて同居をしていることまでバレたら、彼女たちに迷めい惑わくが掛かかるだろう。

　それに……。もし今月乃が発情したら、もっと最悪な事態になる。彼女の性せい癖へきが学校の皆みんなにバレることになり、月乃は社会的に即そく死しして、おそらく俺も仕事を失う。

　月乃は……月乃は大だい丈じよう夫ぶなのか!?　視線を戻し、彼女の様子を確認する。

「はぁ……はぁ……。て、天真ぁ……」

　ストローを口から離し、息を荒くする月乃がいた。

　ギャアアアアアアアア！　やめてぇぇぇぇぇ！　興奮しないでぇぇぇぇぇぇぇ！

　月乃はクラスメイトの来店に気づかず、俺に発情しかけていた。彼女はおもむろに立ち上がり、俺の隣となりに座ってくる。

　そして、上着のパーカーを脱ぬいだ。

「ねぇ天真……。いいこと、しよ？」

　ヤバイヤバイヤバイヤバイ！　バレるバレるバレるバレる！

「だ、ダメだ！　やめろ月乃！　いいことしない！　いいことＮＯ！」

　声で四人にバレないように、できるだけ静かに拒きよ絶ぜつする。

「それじゃあ……。いけないこと、しよう？」

「それどっちも同じ意味だよな!?」

『いらっしゃいませ。四名様、あちらのお席をお使いください』

　店員さんが、クラスメイト達を席に案内する声が聞こえる。そして彼らが移動したのは、よりにもよって俺たちの真後ろ。月乃や俺と背中合わせにクラスの女子二人が座り、女子たちの向かいに男子が座る。

　あ─────────────！　何で!?　何でそこなの!?　席なんか他にも空いてるじゃん！　男子から俺ら丸見えじゃん！

「ねぇねぇ。どうするー？　何頼むー？」

「私、今日は紅茶かなー。フレーバー付きのヤツないかなー」

「こういうとこって、普ふ通つうどんなの頼むもんなの？」

「さあ？　普通にコーヒーとかでもいいだろ」

　後ろ姿しか見られてないため、まだ気づかれてはいないようだ。でももし月乃が俺を襲おそえば、注目されてバレてしまう。まさに絶体絶命のピンチ。

　今暴走されたらマジで終わりだ。しかも月乃が正気を失いかけているせいで、一緒に逃にげることも難しい。

　おい、月乃頼む！　今回は発情しないでくれ！　どうにか欲求を抑おさえてくれえええ！

「天真……。もう抑えられないよぉ……！　一緒にＨな気分になって？」

　月乃が胸を両側から寄せ、その大きさを強調しながら俺を誘ゆう惑わくしようとする。

　おい、変態！　おい、変態!!

　もうだめだ。これは襲われる五秒前。月乃の蕩とろけきった表情からして、俺がその気にならなくても無理やり犯おかそうとしてくるだろう。

　こうなったら……奥の手を使うしかない。できれば使いたくなかったあの手を。

　人がたくさんいるところで発情されたらマジで死ぬ。そう思ってあらかじめ、対策は用意しておいたんだ！

「おい、月乃！　俺じゃなくてこれを見ろ！」

「ふえっ？」

　今にも服を脱ぎそうな月乃に、俺はポケットの中から一枚の布を差し出した。

　それは、俺のハンカチだ。しかしただのハンカチではない。

「こ、これ……。天真のパンツ……？」

　そう。俺のパンツを元に作った、月乃撃げき退たい用ハンカチだ。

「ぱ、パンツ……。天真のパンツ……！　クンカクンカ！　スーハースーハー！　あぁぁ……！　エッチな匂いがする……！　天真の匂い、エッチだよぉ……！」

　狙ねらい通り月乃はソレに反応。意識が俺からハンカチに逸れて、一心不乱に匂いをかぐ。

　彼女を変態だと知った日にパンツの匂いを嗅いでいたことから、月乃が俺の身に着けたものにも興奮することが分かっている。そのため人前で発情されたら、パンツを身代わりにすることにしたのだ。

　しかし、パンツを持ち運ぶのも変態行こう為いになりかねない。そこで別の形にして──持ち運びやすいハンカチにして、ポケットに忍しのばせていたのである。

　俺は家庭科の成績でも安定してトップをとる男。内申点を上げるため、基本的な裁さい縫ほうもマスターしている。この方法が使えたのは、いわばその努力のたまものだ。

　うん。おかしいよね。俺、おかしいよね。でも月乃に俺を襲わせないためには、これくらいの盾たてが必要なんだ。

　だからこそ『俺、何やってんだろう？』という自分の理性を完全無視し、夜よ更ふかししてハンカチを作ったのである。……ホント俺、何やってんだろう。

「はぁはぁ……。天真、天真ぁ……。体が熱くなってきちゃうぅ……！」

　とてもいやらしい表情で俺のハンカチを嗅ぐ月乃。ちなみに、当然洗せん濯たくはしてある。

　しかし、あくまで彼女はハンカチの匂いを嗅いでいるだけ。通報されることはない。また、襲われるよりもはるかに動きが少ないので、クラスメイトたちにも気づかれない。

　パンツハンカチ。素す晴ばらしい対月乃用の決戦兵器だ。

　俺はそのままハンカチで月乃を大人しくさせ、クラスメイトが店から出ていくのを待った。そして彼らが去った後、ようやく落ち着いた月乃を連れて俺たちも店を出たのだった。




　　　　※




「はぁ……。最初の試練は、残念ながら失敗だな……」

「うぅ……。サイアク……。またあんなことに……」

　月乃は両手で顔を押さえて、本気で後こう悔かいしている様子だ。

「こうなったら……次は絶対に成功してやる！　それで性癖を克こく服ふくするわ！」

　だが、失敗が彼女に火をつけたらしい。さっきとは一転、やる気に満ちた宣言をする。

「よし、その意気だ！　それじゃあ次行くぞ！」

　彼女のやる気が死なないうちに、第二の試練に案内する。

　次に俺たちがやって来たのは、喫茶店の近くにある大きなゲームセンターだ。

　ゲーセンは個人的に、学生がデートに使うイメージが強い。

　しかし、月乃は不満げな顔をした。

「ゲーセンって……。なんかデートっぽくなくない？」

「そう言うな。このゲーセン、ちょうど訓練に使えるやつがあるんだよ」

「それでもさすがにこれはヒドいわ。デートにゲーセンって味気ないわよ。そう、まるで天真のように」

　すらすらと俺を罵ば倒とうするその弁べん舌ぜつの鋭するどさには、俺も舌を巻かざるを得ない。

「ま、仕方ないから付き合ってあげるわ。正直つまらないでしょうけど」

　上から目線で言いながら、月乃は中に入っていった。
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「さて。それじゃあ早さつ速そく、次の試練を開始する！」

　ゲーセンに入り、俺は高らかに宣言した。

「別に格好つけなくていいから。さっさと何やるか教えなさいよ」

　そんな俺に対し、月乃はとても冷ややかだ。チッ。せっかく盛り上げようとしたのに。

「やる気があって結構だな……。それじゃあ、最初の試練だが……アレだ！」

　言いつつ、俺は少し先にあるゲーム筐きよう体たいを指さした。

　外がい壁へきに綺き麗れいな女性の顔が張られている、カーテン付きの筐体だ。つまり……。

「ゲーセンでデートと言えば、まずはプリクラしかないよな？」

「うぇ……っ!?」

　嫌けん悪お感かん丸出しの声を出し、筐体を見つめて固まる月乃。直前までのやる気が消えた。

　密室で肩かたを寄せ合って、仲の良さそうな写真を撮とる。それが次の試練である。

「い、嫌いやっ！　あんな狭せまいとこ！　絶対また暴走しちゃうから！」

「そうならないように特訓しに来たんだろーが。それに心配しなくてもいいぞ？　ここならもしも暴走しても、見られることはないからな」

　プリクラはカーテンを引いて中の様子を隠かくすことができる。万が一何か起こっても、そう簡単にはバレないだろう。

「そ、そうは言っても……。アレ系のプリクラって、色々ポーズ指定してくるでしょ……？　しかも、結構際きわどいヤツも……」

「そうだな。色々言われるな」

　まぁ俺はやったことないけど。

　でも事前に調べて把は握あくはしている。この種類はカップルが自然にイチャつけるように、色々とポーズをとらせてくるのだ。

　今回は、そのイチャつきポーズを全すべてこなして、男との接せつ触しよくに慣れる試練。全てのポーズを発情できずにやりきることができればクリアだ。

「いやっ！　絶対ムリだから！　こんなの絶対変な気持ちになっちゃうし！」

「おいおい、さっきまでの威い勢せいはどうした？　それに、この段階でそんなに嫌がらないでくれ。この先はもっと過激な試練があるんだからな？」

「げっ！　噓うそでしょ!?　それもうアンタがエロいことしたいだけなんじゃないの!?」

「ちげーよ！　人聞きの悪いこと言うな！」

　もしもそんなつもりがあったら、とっくに手を出してるっつーの。

「あのなぁ……。もっと俺を信用しろよ。それとも、今すぐ試練をやめるか？　このまま性癖が治らないと、いずれ花鈴や雪音さんに秘密がバレるかもしれないが……」

「ううっ……！　…………分かったわよ！　やってやる！」

　俺の一言でようやくやる気を出した月乃。やっぱり二人にはどうしてもバレたくないらしい。俺と並んでプリクラの筐体へ向かっていく。

　二人で中に入り、カーテンを閉める。中は思ったよりも広く、いるだけなら月乃も発情することはなさそうだ。

「さあ、さっさと終わらせるわよ！　これをやれば、きっとアタシも普通になれる……」

「頑がん張ばれよ。期待してるから」

　月乃と二人でお金を出し合い、小銭を投入口へ入れる。カップルモードを選せん択たくすると、スピーカーから軽快な音楽が流れ出す。そして音声ガイドが始まった。

『まずは二人でピースサイン！』

　最初だけあり、非常にソフトな指示が出た。

「な、なんだ……。余よ裕ゆうじゃん……」

　安あん堵どした様子でピースサインを作る月乃。シャッターが切られ、次の指示へ。

『次は、二人でハグしよう！』

　いきなり難易度が跳はね上がった。

「はぁ───っ!?　無理無理！　絶対無理！」

「月乃、諦あきらめろ。やるしかないから」

「イヤッ！　ダメ！　絶対にまたおかしくなるからっ！」

　真っ赤になって首を振ふる月乃。

　でもそうやって拒きよ否ひしていたら、いつまでたっても改善しない。

「月乃が無理なら、俺から行くぞ？」

　そう言い、俺は彼女に軽く抱だき着く。触ふれるか触れないか程度のハグだ。

「……っ！」

「我が慢まんしてくれ。大だい丈じよう夫ぶだから」

　力は込め過ぎず、しかしちゃんと両手を彼女の体に回す。

「う～～～～～……っ！」

　月乃はうなり声をあげながら、必死に自我を保っていた。こみ上げる劣れつ情じように耐たえているのか顔は真っ赤になっている。

　考えてみればこの体勢、学校で月乃を支えた時と同じ感じだ。あの時のことで慣れているのか、月乃が何とか性せい癖へきを抑えた。

　しかし、次で限界を超こえる。

『それじゃあ、二人でキスをしてー！』

「いや──────────っ！」

　ガイド音声の告げた指示を、月乃が大声で拒きよ絶ぜつする。

「そんなんできるわけないでしょうが──────っ！」

「お、落ち着け月乃！　パネル！　パネルの方を見ろ！」

　俺が目の前の画面を指さす。そこにはモデルによるポーズの例が映されており、彼女役の女性が男のほっぺにキスしていた。キスと言っても、口同士でなくてもいいらしい。

「なっ、月乃？　これならギリギリできそうだろ？」

「うぐぐ……。これだって、キスには変わりないじゃない……！」

「ほら、月乃！　早くしないと撮さつ影えいが！」

　撮影までのカウントダウンが、『３、２、１……』と流れていく。

「あーもう！　どうなっても知らないわよ!?」

　怒ど鳴なり、月乃が俺の体を摑つかむ。そして引き寄せるようにして、俺の頰ほおにキスをする。柔やわらかい唇くちびるが俺の頰に触れ、チュッ、と軽かろやかな音を立てた。

　そして。

「天真ぁ……。大好きぃ……！」

　見事に月乃が発情した。

　躊躇ためらっていたのが噓のように、月乃が俺に抱き着いてきた。

「くそっ…。やっぱりこうなったか……」

　正直、なんとなく予想はしてた。でもさ、やっぱり期待するじゃん。大丈夫なんじゃないかなって。

『彼女が彼氏の腕うでに抱き着こー！』

　空気を読まず、音声ガイドが次のポーズを指定する。

　すると月乃が、俺の耳元で囁ささやいた。

「ねぇ天真……えろプリ、撮ろっか？」

　月乃が着ていた上着を脱ぬぎ、俺の腕に抱き着いてくる。

「うわっ!?」

『３、２、１……パシャッ！』

　俺が反応するより早く、シャッター音が個室に響ひびいた。白いブラジャーが露あらわになった、月乃の恥はずかしい写真ができる。

『さあ、彼氏が彼女をなでなでしよー！』

　ガイドが指示を出した瞬しゆん間かん、今度はスカートを下ろす月乃。ブラとお揃そろいの純白パンツが俺の前に晒さらされる。

　最初は上着。次にスカート。撮影指示が出される度に一枚ずつ脱いでいく月乃。なんなんだこれは。段々裸はだかに近づいていくシステムか……!?

「だめだ月乃！　これ以上は脱ぐな！　花鈴みたいになってるから！」

「次は、パンツも脱いじゃうよ？」

「だからホントにやめろって────！」

　いくら外から見えなくても、この場で全ぜん裸らになられたら困る。

　俺は急いでパンツハンカチを取り出して、それで月乃の暴走を抑おさえた。




　　　　※




　月乃が元に戻もどった後。俺はひどく疲つかれた様子の彼女に、遠えん慮りよがちに問いかけた。

「えーっと……。どうする？　まだ一応試練は用意してあるが……」

「とりあえず……一いつ旦たん休ませて……」

　覇は気きのない声で言う月乃。

　まぁ、そりゃそうだな。立て続けに発情してしまい、月乃のメンタルも厳しいだろう。




　俺たちは休きゆう憩けいスペースに行き、ベンチに腰こしを下ろして休んだ。

「はぁ……。こんなんで本当にアタシの性癖が治るんでしょうね……？」

[image: ]

「すぐに治るとは言えないが……。それでも無意味ではないはずだ。男と接することに慣れれば、きっと発情の回数は減るはずだ」

　これまでの試練は、どれも達成できていない。だがプリクラのときを振り返れば、少しずつ月乃が成長している感じはした。この調子で進めれば、きっと成果は出るハズだ。

「まあ、まだ始まったばかりだからな。まずはもう少し続けないと」

「はいはい、少し休んだらまたやるわよ……。って、あれ？　あそこのぬいぐるみ……」

　月乃が何かを呟つぶやいた。

「ん、どうした？　何かあったか？」

「べ、別に。…………あのさ、ちょっとだけ時間もらってもいい？」

　月乃が少し考えた後、俺にそんなお願いをしてくる。

「え？　いいけど、何をするんだよ？」

「ちょっと遊ばせてもらうのよ」

　気になり、月乃についていく。すると彼女は傍そばにあったクレーンゲーム機の前に立った。

「月乃、クレーン得意なのか？」

「別に、フツー。たまに友達と来てやるし。ま、何回かやればとれるんじゃない？」

　余裕そうに言い、財さい布ふから小こ銭ぜにを取り出す月乃。そして迷いなく投入した。




　　　　※




「あ────、もうっ！　また失敗！　どういうことよ!?　アームの力弱すぎじゃん！」

　いや、メチャメチャ苦戦してるじゃん、月乃。

　最初の余裕はどこへやら。今や彼女はすっかり『ゲーセンに貯金する人』である。

　ちなみに月乃が狙ねらっているのは、大きなウサギのぬいぐるみだ。ぬいぐるみは『ハの字』形に設置された二本のツッパリ棒の上にある。棒の間からぬいぐるみを落とせば、景品獲かく得とくというわけだ。

　だが、月乃はかれこれ三千円はつぎ込んでいるが、ウサギが落ちてくることはなかった。

「もうやめないか？　多分それ、お金使わないと取れないヤツだぞ？」

　ぬいぐるみをゲットするには、景品をアームでずらしながら『ハの字』の広がっている方へ落とすしかない。しかしアームの力が弱く、少しずつしか動かない。この調子では取れたとしても、あと数千円は使うだろう。

　俺は丁てい寧ねいにそう忠告した。だが、月乃は諦めない。

「いやよ！　絶対取ってみせる！　財布の中身を使い切ってでも！」

「そんな勝負するところじゃないだろ……。なんでそんなにムキになるんだよ……？」

　子供みたいに意地を張る月乃に、自然と呆あきれ口調になる。

　しかし。

「だってアレ、絶対花鈴が好きなやつだから！」

　月乃がいきなり妹の名前を口にした。

「持って帰ったら、絶対あの子喜ぶのよ。花鈴かなりのウサギ好きだし。だから、絶対に取って帰るわ。それと、奥の猫ねこのやつも。あっちは雪ゆき姉ねえにあげないと」

　あぁ……そっちか。自分じゃなくて、姉妹のためにやってたのかよ。

　自分の意地ではなく、妹や姉のための意地。姉妹を喜ばせるために、自分のお金をはたいていたのか。

　そういえば、俺にもそんな経験がある。昔葵あおいとゲームセンターに行ったとき、葵がぬいぐるみを欲ほしがって、少ないお小こ遣づかいを使いきるまでクレーンと格かく闘とうしたんだっけ。

　だからこそ、月乃の気持ちが分かってしまう。そういうことなら止められない。

「しょうがない……。ちょっと貸してみろ」

「は……？　まさかアンタが取るつもり？　ムリムリ。格好つけても恥はじかくだけよ？」

「いいから貸せって。試ためしてみるから」

「あっ、ちょ！　いきなり近づかないでよ！」

　俺は月乃を無理やりどかし、操作パネルの前に立つ。そして小銭を投入し、頼たよりないアームを動かしていく。

　そこからは地道な作業だった。アームの角度を微び調ちよう整せいしながら、少しずつウサギをずらしていくだけ。そして千円近く使ったあたりで、景品が取り出し口へと落ちた。

「ほい、とれたぞ」

　ウサギを取り出し、月乃に差し出す。

「す、すごい……。なんで、あんな数回で……？」

「まあ、経験値の差ってやつだろ？」

　中学の時、ゲーセン好きな友人たちがプレイしているのを見ていたのだ。

「じゃ、じゃあ！　あの猫のぬいぐるみも取れる!?　雪姉が絶対好きなやつ！」

「ああ、多分な。まぁ、お金さえあればだけど」

「それならいくらでも出せるわよ！」

　月乃は何のためらいもなく、財布から諭ゆ吉きちを取り出した。




　　　　※




「しかし月乃、本当に二人が好きなんだな……」

　両りよう替がえを終えて戻る途と中ちゆう、俺は独り言ごちながら、月乃が待つゲーム筐きよう体たいへ向かう。

　月乃の姿が見えてくる──

「……ん？」

　しかし、どこか様子がおかしい。彼女の周りに、他にも誰だれかいるようだ。

「あっ、月乃ー！　奇き遇ぐうじゃーん！」

「やほー、月乃！　何してんのー？」

「えっ、夏か帆ほに麻ま由ゆ里り!?　びっくりしたぁ……！」

　アレは……喫きつ茶さ店てんで見たクラスメイトたちか!?　あの四人もここに来ていたなんて……。いや、ここは喫茶店から近いから、別に不思議なことでもないが……。

　なんにせよ、今俺が月乃のところに戻ったら、俺たちの関係を疑われてしまう。

　俺は少しだけ彼らに近づき、様子を観察することにした。

「月乃、一人なの？　珍めずらしくない？」

「う、うん……。ちょっと適当にぶらぶらしててさ……」

「へ～。それじゃあさ、ウチら今からカラオケ行くけど、月乃も一いつ緒しよに来てくんない？」

「一人だったなら別にいいでしょ？　ねっ、一緒に遊ぼーよ」

　女子二人が楽しそうに月乃のことを誘さそってくる。

「あー、えっと……。そうしたいけど……」

　一方月乃は彼女らしくなく、歯切れの悪い返事をする。

　一緒に来ている俺のことを気にして、はっきり返事ができないのだろうか？　ひょっとしたら、それもあるかもしれない。だが、メインの理由は多分違ちがう。

　グループの中にいる二人の男を、かなり警けい戒かいしているのだ。

「あ、月乃さん……。俺たちも一緒なんだけど、いいかな……？」

「嫌いやなら無理にとは言わないけど、どう？」

　彼らは当然、月乃が男嫌ぎらいだと知っている。そのため遠慮がちに声をかけていた。

　しかし一緒にいた女子二人が、無神経な提案を繰くり出してくる。

「いいじゃんいいじゃん！　たまには月乃も男連中と遊びなよ～」

「そうそう。せっかく可愛いんだからさ。ほらっ、もっと近づいちゃえー」

「おっ、ちょっ！　麻由里!?」

　麻由里とかいう名前の女子が、月乃の体を後ろから摑つかんで逃にげられないよう拘こう束そくする。

　残った女子も、男子一人の体を押さえて月乃の前に連れてきた。

　そして彼女らは愚おろかにも──

「ほら、月乃。もっと男子と仲良くしなって。とりあえず手でも繫つないどこ？」

「えっ……!?　ああっ！　ちょっと！」

　月乃と男子を、無理やり接せつ触しよくさせようとした。

「うわ、これやべぇ！」

　俺は思わず叫さけび声をあげる。

　月乃が男に直接触ふれたら、ＴＰＯをわきまえずに、その場で発情してしまう。もし今そんな状じよう況きようになったら、性せい癖へきのことが学校中に知れ渡わたる。

　そして何より問題なのは……あの男子二人が襲おそわれることだ！

　今月乃が発情すれば、あの男子たちはこの場で月乃に押し倒たおされて、口では言えないようなプレイを体験させられてしまうだろう。そうなったら男子たちの心に消えない傷が残るかもしれない。

　女子にいきなり襲われる怖こわさは、俺が身をもって知っている。無関係な人にあんな思いを味わわせて、被ひ害がい者しやにするわけにはいかない。今すぐ止めに行かないと！

「ああ、でもダメだ！　止めに行ったら月乃が俺といたことがバレる！」

　それがバレたら、また別の問題が発生する！　クラスで余計な詮せん索さくを受ける！

「くそっ！　一体どうすれば……！」

　と、その時。頭を抱かかえる俺の視界に、起死回生のアイテムが出現。

「こ、これは──」

　クレーンゲームの中にある景品、被かぶるタイプの馬の面だった。

　これを使えば、顔を隠かくせる！

　幸いネタ枠わくの景品のせいか、そんなに難しい配置ではない。俺はすぐさま百円を取り出し、奇き跡せき的な手て際ぎわで景品を回収。

　そしてそれを被り、月乃たちの前に飛び出した。

　大声で叫び散らしながら。

「ヒヒ─────ン！　ヒヒヒ─────────ンっ！」

『!!!!!?????』

　俺の奇き声せいに、その場にいた五人全員が振ふり向く。そして、口を開けて固まった。

「ブヒヒ────ン！　ヒヒヒヒ────────────ン！」

　俺はそのまま頭のイカれた馬を演じ、四人のもとへ四よつん這ばいで駆かける。

「うわっ!?　なにコイツ!?　気持ち悪い！」

「変質者じゃん！　早く逃げよ！」

「お、おい待てよ！　置いてくなよ！」

「うわあああ！　化け物！　コッチくんなあああ！」

　俺の登場で、四人が我先にと逃げ出した。転びそうになりながら、店の外へ去っていく。

　よしっ！　何とか追い払はらえたぞ！　これでもうここには戻もどって来ないだろう。

　しかしあいつら……。狙い通りとは言え、あんなに怖がらなくてもいいのに。特に男子。俺はお前らの貞てい操そうを助けたんだぞ？　化け者なんて失礼な。むしろ感謝をしてほしい。

「て、天真……？」

　と、月乃が俺の名前を呼ぶ。顔が見えなくても、服装で俺だと気づいたみたいだ。

　それに返事をする代わりに、俺は馬の面を取る。このお面、熱いし臭くさいしで被るの辛つらい。

「はぁ……。やっぱりアンタだった……」

　俺の顔を見て、月乃も安心したらしい。ため息をつき、クレーンゲームに寄りかかる。

「おい、月乃。大だい丈じよう夫ぶか？　アイツらに触さわられなかったか？」

「う、うん……。何とか、問題ないわ……」

　よかった。どうやらギリギリ間に合ったようだ。

「まったく……、それにしても困った奴やつらだな。この面がなかったらどうなっていたか」

　あの状況、本気で月乃が発情していた可能性もあった。想像するだけで恐おそろしい。

「ね、ねぇ……。アンタ……。なんであんな必死に助けてくれたの……？」

　月乃がいきなり、俺の目を見て聞いてきた。

「ん？」

「アンタ、アタシの性癖がバレないように、四人を追い払ったんでしょ……？　なんでそんなことしてくれたの……？　あんな、恥はずかしいことまでして……」

　どちらかと言えば、俺が本気で守ったのは男子たちの方かもしれないが……。

　まぁ、とはいえ。月乃の性癖がバレることも、かなり危き惧ぐしてたわけだけど。

「そりゃ、それが俺の仕事だからだよ。それに月乃、せっかく性癖治すために、色々頑がん張ばってるわけだろ？　それがこんなところで台無しになったら、やっぱ俺だって悔くやしいし」

　妹たち家族の生活のためにも、月乃の努力を実らせるためにも、俺は頑張る義務がある。

　肇さんから仕事を受けた者として。

「だから、あれくらい当然のことだ。月乃の性癖が治るまで、秘密は絶対守ってやる」

「そ、そっか……。ふーん……。そうなんだ……」

　そんなふわふわした返事をする月乃。しかも、その顔はどこか赤くなっているような気がする。まるで、暴走を始める直前のような……。

「お、おい……。月乃？　大丈夫か？　また発情しかけてるんじゃ……」

「ち、違う！　別に大丈夫。……というより、触られても何ともなかったような……」

「え……？」

　触られても……って、どういうことだ？

「実はさっき、あの男子とちょっとだけ手を繫いじゃって。正直、触られた直後はいつもみたいになりかけた。でもアンタが助けてくれてから、段々気持ちが収まって……」

　自分でもどういうことか分からないのだろう。月乃が不思議そうに首を傾かしげる。

「ひょっとしたら、ソレ……。月乃、性癖治ったんじゃないか？」

　気持ちが収まったということは、発情癖が消えたからじゃないのか？

「え、え……？　そういうことなのかな……？　でも、言われてみればそんな気が……」

「よ、よし！　早さつ速そく試ためしてみようぜ！　次の試練をやってみよう！」

　俺は期待に胸を膨ふくらませ、月乃を次の試練へ誘った。




　　　　※




「はぁ……。もうこんな世界ヤダ……」

　夕暮れ時。俺たちはゲーセンを後にして、家に向かって歩いていた。

　俺の近くを歩く月乃は、何度もため息をついている。

　結局あの後の試練でも、月乃は何度も発情していた。性癖は残念ながら治っておらず、そのせいで彼女はひどく落ち込んでいるのだった。

「アタシなんてほんとミジンコよ……。生きててもしょうがないんだわ……。生態系の最下層なのよ……」

　気持ちはわかるが、さすがに気を落としすぎな気はする。

「天真の次にダメな存在よ……」

　俺って生態系の最下層以下かよ。

「いっそ全すべてが終わればいいのに……。地球が爆ばく発はつしないかな……」

「そんなに落ち込むなよ、月乃。初の特訓にしては、そんなに悪くなかったと思うぞ？」

「ふん……。気休めなんていらないし。どうせアタシは自分のことをコントロールできない変態発情女ですよ……」

　なんだかいじけてしまっている。こんな月乃も珍しいからずっと見ていたい気もするが、さすがにそれは可哀かわいそうだ。

　だから、少しだけ慰なぐさめてやるか。

「じゃあさ、月乃。これはどうだ？」

「え──キャッ!?」

　唐とう突とつに月乃の手を摑む。さっき朝もそうしたように、彼女の手の平を包み込む。あの時は、月乃はすぐに発情し胸を触らせてきたのだが……。

　今回は顔が赤くなりはするものの、発情するようなことはなかった。

「な？　これくらいなら大丈夫だろ？」

「…………」

　月乃は自分でも不思議そうに、俺と繫いだ手を見ている。

　今までなら、間ま違ちがいなく性欲が暴走していたところだ。しかし、しばらく繫いでいてもいっこうにそうなる気配はない。

　おそらくさっきまでの試練の中で、月乃は少しだけ俺との接触に慣れたのだ。色々な形で何度か触れ合っていく中で、手を握にぎるくらいの軽いものなら、耐たえられるようになったのだろう。決してまだ安全ではないが、他の男子にバレる確率も大分減っていると思う。

「この調子で続けていけば、いつかは癖くせも消えるだろ？　だから、あんまり卑ひ下げするなよ。時間はたっぷりあるんだし、ゆっくり治していけばいいから」

「天真……。うぅ……」

　男に優やさしくされることに全く慣れていないのか、バツの悪そうな顔をする月乃。

　しかし次の瞬しゆん間かんには、そっぽを向いて意地を張りだす。

「天真のくせに、マジ生意気……。ってか、そんなの言われなくても分かってるし……」

　相変わらず生意気なことを言う月乃。しかし、その口調だけはなぜか、前より柔やわらかくなっている気がした。

「まぁ、でも……。また今日みたいなの、付き合ってあげてもいいけどね……。天真、本気でアタシのために頑張ってくれるし……」

「えっ……？」

「ってか、そろそろ手ぇ離はなしなさいよ！」

　俺の手を大げさに振りほどく月乃。それはなんだか、照れ隠しに思えてならなかった。




　　　　※




　月乃と一いつ緒しよに帰宅した後、俺はまず自分の部屋へ向かった。

　そして、なぜかそこで雪音さんと遭そう遇ぐうしていた。彼女はベッドに腰こし掛かけて、俺の帰りを待っていたらしい。

「あの、雪音さん……。どうして俺の部屋にいるんですか……？」

「おかえり、天真く──ご主人様。実は、どうしても聞きたいことがあってね？」

「まずご主人様ではないですから。もう何十回も言ってますけど」

　この人は何度言っても俺をプレイに巻き込んできやがる。でも絶対に流されねえぞ。

「はぁ……。それで、聞きたいことって何ですか？」

「ズバリ、うまくいったのかな!?　月乃ちゃんとの初デート！」

　雪音さんが興きよう味み津しん々しんな様子で尋たずねる。

「え……？　それ聞くために俺の部屋で待機してたんですか……？」

「だって、月乃ちゃんがいないところで天真君の口から聞きたくて……。あの子に聞いても、絶対ごまかされちゃうでしょう？」

「あー……。まあ、確かにそうですね……」

　あいつは絶対、デートの様子を事細かに説明したりはしないだろう。

「それでそれで!?　どうだったの!?」

「いや、そんな特筆することはないですけど……。一応、うまくいきましたよ。正確にはデートじゃないかもですけど」

　月乃の性せい癖へきも、ほんの少しだけど良くなった。そういう意味では有意義な一日だったかもしれない。

「そう？　よかったぁ。実は、ずっと気になってたんだ」

　まるで自分のことのように安心した顔をする雪音さん。

「あの子、ずっと男の子を避さけてたでしょう？　それで私も花鈴ちゃんも心配してたの。だから今日の朝、天真君と仲良さそうにしてた時は、二人で舞まい上がっちゃって……」

　なるほど。朝の騒さわぎはそういうことか。二人とも月乃を想おもっていたからこそ、ウザがられるほどうるさかったわけだ。

「天真君。これからも月乃ちゃんといっぱい仲良くしてあげて？　素す直なおじゃないけど、本当はとってもいい子だから」

「雪音さん……」

　太陽のように明るい笑え顔がおを向ける彼女。その表情には、妹に対する愛情がそのまま表れている感じがする。

　なんだかここにきて、彼女がとてもいいお姉さんに思えてきた。

　いや、雪音さんだけじゃない。この姉し妹まいは皆みな、互たがいに思い合っている。雪音さんは長女として妹たちに気を配っているし、花鈴も二人の姉が大好きなようだ。月乃が二人を思う気持ちも、今日のデートで知ることができた。

　その事実が、他人ひと事ごとながらなんだか少し嬉うれしかった。

「あ、そうだ。実は月乃ちゃんが男の子と仲良くなれるように、私も色々考えたんだ～」

「えっ？　マジですか？」

「うん。それで、参考になる本を持ってきたよ」

　それは助かる。これから性癖を治す際の、大きなヒントになるかも知れない。

　俺は期待を込こめて、彼女の取り出した本を見る。




『ＳＭプレイの始め方。今日からあなたもＭ奴ど隷れい』




　…………うん。どうした？　チョイスどうした？

「月乃ちゃん、結構Ｓっ気が強いでしょう？　だからこういう本で私みたいなＭ気質を学べば、男子と仲良くできるかなって……」

「あの、雪音さん……。それって、本気で言ってます？」

「もちろん！　あ、でも私が選んだっていうと、ドＭの変態ってバレちゃうから……。天真君から渡わたしてくれる？」

「それだけは絶対お断りします」

　前言撤てつ回かい。やっぱりこの人、変態だ。それも、かなり天然物の。

「まぁ……。雪音さんの期待に添そえるかわかりませんけど、月乃は俺が何とかしますよ。少しだけど、いいヤツなのも分かりましたし」

　実際、月乃にもいいところがある。姉妹思いなところとか、自分を変えるために努力をしているところとか。そして、意外に純じゆん粋すいなところとか。

　今日の特訓で、それらに気づいた。きっとこれからは今までよりも、仲良くできることだろう。

「ふふっ。天真君なら、きっとあの子を変えられると思うよ。これからも末永く、あの子のことをお願いね？　……いっそ、本当に結けつ婚こんしちゃう？」

「い、いやっ！　そこまでのアレじゃありませんから！」

　さすがにそこまで仲良くなることはないだろう。アイツは多分、俺を嫌きらってるし。

「そう？　それなら……。私とは、どう？」

「えっ……？」

　誘さそうような視線を向ける雪音さんに、俺は言葉を詰つまらせた。

「私は、天真君が相手なら嬉しいなぁ。天真君のこと、大好きだから」

「っ!?」

　突とつ然ぜん向けられたむき出しの好意に、俺の思考がフリーズする。

　だ、大好きだと……？　雪音さんが、俺を……？

「なーんちゃって。びっくりした？」

　と、雪音さんがいたずらっぽく笑いかけてくる。え？　なんだ？　冗じよう談だんか……？

「ああもう……。いきなりからかわないでくださいよ……」

　まさか雪音さんがこんなことを言うなんて……。なんだか面食らってしまう。

「ふふっ。照れてる天真君も可愛かわいいね。……でも、冗談じゃないかもよ？」

「え……？」

　雪音さんが立ち上がり、扉とびらの前へと歩いていく。そして、出ていく前に俺を見た。

「それと……。次は私ともデートしてね？　放置プレイも興奮するけど、たまにはかまってもらいたいな」

　そう言い、優しい笑顔を向ける雪音さん。その顔は、なんだかとても美しくて。

　彼女の溢あふれ出る女性的魅み力りよくに、変態でさえなければと、もったいない気持ちになった。








第五章　ヘンタイ流パーティー作法









　月つき乃のと一緒に特訓をしてから、ちょうど一週間たった。

　そして、今日こそが肇はじめさんの言っていたパーティー開かい催さい当日である。俺たちは電車やタクシーを乗り継ついで、会場のホテルに到とう着ちやくしていた。

「うわっ……。すごいなこの建物……」

　ホテルは俺が想像していたよりも、ずっと巨きよ大だいな建物だった。敷しき地ち自体がバカ広い上、何階建てか分からないほど天に向かって突つき抜ぬけている。

「そう？　別にこれくらい普ふ通つうじゃない？」

「何回も来ると慣れちゃいますねー」

「お父さんが持ってるホテルの方が、これより少し大きかったかな？」

　さすが月乃たちは俺と違ちがって、余よ裕ゆうのある態度を見せる。何度もここには来ているようだし、実際三人ともお嬢じよう様さまとして、色いろ鮮あざやかなカクテルドレスをとても美しく着こなしていた。その姿は大人っぽい色気に溢れていて、俺ですら少しドキッとしたほどだ。

　だが、それでも不安は大きい。

　肇さん曰いわく、このパーティーは名家の人々が集まるものだ。その中には三姉し妹まいの未来の夫となる人物がいるかもしれない。そのため、絶対に無礼な振る舞いは許されない。

　もし何か大きな失態を晒さらすことになれば、彼女たちの評判、ひいては神じん宮ぐう寺じ家の評判が落ち込んでしまうことになる。三姉妹に縁えん談だんは来なくなり、俺は確実にクビだろう。

　だからこそ、絶対に悪目立ちするわけにはいかない。

　特に彼女たちの非常にＨな実態を、知られるわけにはいかないのだ。

「なぁ、みんな……。くれぐれも変な問題起こさないでくれよ……？」

「は、はぁ……？　問題って何のこと？　全然わからないんだけど……」

「そ、そうですよ……。何も変なことしませんよ……？」

「あはは……。大だい丈じよう夫ぶ、だと思うなぁ……」

　他の姉妹の手前、若じやつ干かんとぼけながらそんな返事をする三人。

　俺は一いち抹まつの不安を抱いだきながら、三姉妹とともに中へと入った。




　　　　※




　会場となっている大広間は、これまで見たことがないほど絢けん爛らん豪ごう華かな空間だった。

　千人近く入りそうなほど広々とした大広間。美しく上品な色合いのカーペットが敷しき詰められており、上を見れば巨大なシャンデリアが煌こう々こうと輝かがやきを放っている。等とう間かん隔かくに並べられた立食用のテーブルでは、スーツやドレスを着た金持ちそうな大人たちが、楽しそうに談だん笑しようしていた。

「なんか、すごいなこの空間……」

　俺は緊きん張ちようしながら大広間に足を踏ふみ入れる。本来ならば俺みたいなド貧びん乏ぼう人が訪おとずれていい場所ではない。そんな場ば違ちがい感を抱き、なんだか畏い縮しゆくしてしまう。

「そんなに緊張しないでよ。メチャクチャみっともないんだけど」

　あまりにもガチガチだったのか、月乃が見かねて声をかけてくる。

「あ、ああ……悪い。こういうところ、初めてでさ……」

　緊張のあまり喉のどが渇かわく。俺はテーブルに置いてあったお茶を、一気に喉へ流し込んだ。

「気にせず自然にしてなさいよ。意識すると、逆におかしくなるから」

　そういう月乃は、やはり自然体である。俺とは違い、肩かたに力が入ってない。

「ま、こういう感じはアタシも好きじゃないけどねー。堅かた苦くるしいし、挨あい拶さつ回まわりとか面めん倒どうだし。ほとんど二人がやってくれるけど」

　そう言い、月乃が視線を別の方へ向ける。

「皆みな様さま、本日はよろしくお願いいたします」

「おひさしぶりですっ。今日も仲良くしてくださいね？」

　見ると、雪ゆき音ねさんと花か鈴りんが色々な人に挨拶をしていた。二人ともすっかり手慣れた様子で、いかにも上流階級な大人と物もの怖おじせずに話している。彼女たちのこういう姿を見ると、本当にお嬢様なんだなと、改めて実感させられる。

「ってか、月乃は行かなくていいのか？」

「大丈夫。ああいう人たちと話すのは、二人の方が得意だし。それよりアタシは、他の使命があるんだから」

　月乃がやる気を漲みなぎらせ、決意に満ちた顔をする。

　そう。実は月乃はこのパーティーで、一つの目標を立てていた。

　それは、同年代の男子と接して、普通に話をすることだ。

『この会場は、名家の子息の顔合わせの場になることがある』そう肇さんが言っていたように、ここには大人だけでなく、同年代の人たちもいる。

　そういった人と接することで、月乃は普通の恋れん愛あいをする練習をしようとしているのだ。

　いい相手を探し、発情せずに仲を深める。それが今日の彼女の目標である。

「でも、本当に大丈夫か……？　あんまり無理はするんじゃないぞ？」

「問題ないわ。今日のために、どれだけ頑がん張ばったと思ってるのよ」

　あの性せい癖へきを克こく服ふくすれば、恋こいもできるし姉妹に嫌われる心配もなくなる。そのために月乃はゲーセンでの試練の後も色々努力してきたのだ。毎日俺と登下校したり、俺と一いつ緒しよに勉強したり、俺を使って男に慣れる訓練を積んだ。その成果を試ためしたいんだろう。

　学校では男嫌ぎらいで通っている月乃が気き兼がねなく男と接することができるのは、こういう機会しかないのだから。

「今日こそ普通に男と話して、性癖克服してやるんだから……」

　月乃があたりを見み渡わたして、仲良くなれそうな同年代の男を探す。

　さて、それじゃあ……。俺も仕事を始めるとするか。

　今日の俺の仕事は、三人がおかしなことをしでかさないよう、監かん視しし続けることである。

　今のところは、特に目立った様子はない。二人とも普通に挨拶回りをしているだけだし、月乃も問題なさそうだ。

　しかし、もちろん油断はできない。特に月乃が思おも惑わく通りに男と話し始めたら、念のため要警けい戒かいである。ここで発情してしまったら、もう取り返しがつかないのだから。

　……なんだか、またまた緊張してきた。気を紛まぎらわそうと、さらにお茶を口にする。

　と、俺が何なん杯ばい目かのお茶を飲んだ時。

「月乃さんっ！　お久しぶりです！」

　一人の青年が、月乃のもとへ駆かけて来た。

「あっ、諒りよう太たさん……。お久しぶりです」

「今年もお会いできてよかったです。月乃さんのお顔を見るのを、とても楽しみにしていたんですよ？」

　知り合いなのか、フレンドリーに月乃へ話しかける青年。年は二十歳はたち過ぎというところだろうか。体格がよく、精せい悍かんな顔に人の好よさそうな笑えみを浮うかべている。

　彼は月乃と二、三言葉を交かわした後、その近くにいた俺に気づいた。

「アレ……？　君、初めて見かけるね。お名前は？」

「あ、えっと……。一いち条じよう天てん真まです……」

　物もの腰ごし低く返事をする俺。

「俺は滝たき川がわ諒太。月乃さんの家とは、家族ぐるみでお付き合いさせていただいています。今後とも、よろしくお願いしますね」

「あ、はい。こちらこそ」

　諒太さんが差し出した手を取り、ギュッと固い握あく手しゆを交わす。

　見たところ彼、非常に感じのいい好青年だ。彼の口ぶりから察するに、月乃のことは以前から知っているようだ。月乃の方も、彼に対してそこまで緊張していない。普ふ段だんとは違い、男である彼にも笑顔を向けている。

　もし諒太さんと月乃が付き合えば、彼女は幸せになるのだろうか？　俺は自然と、そんなことを考え始めていた。

　諒太さんとの交際はきっと、月乃にとって悪い話ではないだろう。諒太さんは、見るからに月乃に好意を寄せているし、月乃も声をかけられてまんざらでもない様子である。

　それに優やさしそうな彼ならば、この先月乃の性癖を知っても、彼女を受け入れてくれそうだ。家ぐるみの付き合いもあるようだし、仮に月乃が諒太さんの家に嫁とついだとしたら、きっと歓かん迎げいされるだろう。むしろいいことずくめかも知れない。

　月乃にとって彼と恋愛をする道は、ベストな選せん択たくである気がする。

　先日まで俺とデートの訓練をしていた月乃が、他の男のもとに旅立つ。ほんの少しだけ、親心的な寂さびしさを感じないでもないが……。彼女にとってそれがプラスなら、反対する理由なんてない。俺は二人の仲が壊こわれないよう、できる限り応おう援えんするだけだ。

　具体的には月乃の性癖がうっかり出ることのないように、しばらく見張っているとしよう。さすがにこの場で発情したら、諒太さんも引いてしまうかもしれない。

　雪音さんと花鈴は、まだ挨拶回りをしているだろうし、こちらに集中させてもらう。

　そう考えた、次の瞬しゆん間かん。

　まるで狙ねらいすましたかのような、急な尿によう意いに襲おそわれた。

　──しまった……。さっきからお茶を飲みすぎたか……？

「わ、悪い月乃……。俺、ちょっと出てくるから。絶対に無理はしないでくれよ？」

「え……？　う、うん。分かったわ」

　月乃を一人にするのも不安だが、さすがに生理現象には勝てない。

　俺はすぐ会場に戻もどるため、駆け足でトイレへ向かっていった。




　　　　※




「はあっ……はあっ……。なんだここ……？　場所分かりにくすぎるだろ……」

　トイレを探しに会場を出た後。俺は不覚にも、ホテル内で迷子になっていた。

　このホテル、通路が複雑に入り組んでいて、非常にルートが分かりづらい。トイレの案内も最低限しかないために、時々どちらに曲がればいいか分からない場所があったりして、すっかり迷ってしまったのである。

「くそっ……。こっちの道も違ったか……」

　目の前に現れたのは、非常階段の扉とびらであった。またルートを間ま違ちがえてしまったようだ。

　早く戻らないと、また月乃が発情するかもしれない。そう考えるとやはり焦あせる。

　俺は非常階段の扉に背を向け、今来た道を戻ろうとする。

　その時、後ろの扉がガチャリと音を立てて開いた。きっとホテルの従業員がたまたま通りかかったのだろう。

　この人に聞けばルートが分かる！　そう思い、俺は振ふり返る。

　カクテルドレスを両手で持ち上げ、下半身を晒さらす花鈴がいた。

「ブ─────ッ!?」

　驚おどろきのあまり、凄せい絶ぜつな勢いで俺の肺から空気が逃にげた。一瞬酸欠になりかけたほどに。

「あっ、天真先せん輩ぱい。こんなところで何してるんです？」

　トロンと陶とう酔すいしきった目線で、花鈴が俺に問いかけてくる。

「いやそれ絶対こっちのセリフ！　こんなところで何してるんです!?」

「あは。見てのとおりですよ。恥はずかしい姿を晒してるんです☆」

　彼女はドレスをたくし上げたまま、下半身をずっと晒し続ける。股こ間かんにはいつぞやのようにハート形のシールが貼はられており、パンツは穿はいていなかった。

　さらにその手には、高そうなデジカメ。ひょっとして、この格好でバックヤードを徘はい徊かいしながら、その姿をＲＥＣしてたのか……!?

「このバカ！　変なことするなって言っただろ！　バレたらどうするつもりだよ!?」

「大丈夫ですよ。このあたりはホテルの人も来ませんから。それに、花鈴だって成長しているんですよ？」

　成長だと？　何が変わっているというんだ？

「先輩、花鈴のＨな気持ちを抑おさえるために、すごく頑張ってくれましたから……。その気持ちに報むくいるためにも、今日はブラジャーをつけてます！」

「なにぃっ!?」

　花鈴がブラジャーをつけているだと!?　これは露ろ出しゆつ狂きよう改善の兆きざしが見えたか!?

「どうですか!?　見直しましたか？　花鈴のこと好きになりましたか!?」

「あ、ああ……！　すごい！　すごいぞ花鈴！　ブラをつけてるなんてすごいな！」

「まぁ、言っても紐ひもブラですけどね！」

　ぐうぅ……。露出度は高めのやつか……！　いや、でもつけてるだけマシだ──

　あれ、違くね？　ブラつけてるのとか普ふ通つうじゃね？　これで褒ほめるのおかしくね？

「でも、天真先輩がわざわざ見に来てくれるなんて……。花鈴とっても嬉うれしいです。さすがは花鈴のパートナーですね！」

「い、いや違う！　花鈴を見に来たわけじゃない！　俺はただ迷っていただけで……」

「え？　そうなんですか？　残念です……。でも、花鈴のエッチな姿はしっかり残してありますから。先輩も後で見て下さいね♪」

　花鈴がデジカメを掲かかげて言う。やっぱりこいつ、エロい自じ撮どりして楽しんでやがる。

「はぁはぁ……。たくさんの人がいるパーティーで、花鈴一人だけ裸はだかなんて……とっても興奮しちゃいますっ！」

　ガバッとドレスをたくし上げ、さらに下半身を見せつける花鈴。

「こんなこと絶対ダメなのに……。でもっ、我が慢まんできません！　先輩、どえっちな花鈴を見て下さい！　もっと恥ずかしくなりたいんですぅ！」

　頰ほおを真っ赤になるまで染めて、体をこちらに寄せる花鈴。

「いいから早くパンツを穿け！　そして会場でじっとしてろ！」

「残念でした！　花鈴、今日は下着を穿いてきてません！」

「ドヤ顔で何を言ってんだお前は！」

　ってことはコイツ、最初からノーパンだったのかよ！

「ちっ……。こうなったら、最後の手段を使うしかないな……」

　俺はポケットに手を突つっ込こみ、ピンクの布切れを取り出した。

「なっ……！　それ、花鈴のパンツじゃないですか!?」

「来る前に部屋に忍しのび込んで回収させてもらったぜ？　さあ、早くパンツを穿け！」

「さらっと問題行動ですよ!?　あっ、先輩、そんなとこ触さわっちゃ……！」

「だったら自分で穿いてくれ！」

　俺は花鈴にパンツを穿かせて、露出行こう為いをやめさせた。




　　　　※




　花鈴の行為を止めてからすぐ。

　俺は会場を出てから十五分ほど経たったころ、ようやくトイレの入り口を見つけた。

「くそっ……。トイレだけでこんなに時間がかかるとは……」

　迷った上に花鈴がエロいことをしていたせいで、余計に時間がかかってしまった。果たして月乃は大だい丈じよう夫ぶだろうか……？　皆みなの前で発情して、大ごとになってないだろうか？

　やっぱりアイツが心配だ。早く済ませて監視しないと──

「お待ちしてました。ご主人様♪」

　トイレの中に入った瞬間、雪音さんが声をかけてきた。

「いや、何であなたがいるんですかぁ─────!?」

　広々とした空間で、彼女が一人で突っ立たっている。

「あの、ここ男子トイレですよ!?　何で普通に入ってんですか!?」

「それはもちろん、私がご主人様の奴ど隷れいだからです☆」

　明るい声で言い、恭うやうやしくお辞じ儀ぎをする雪音さん。

「さっきご主人様がトイレに向かうのが見えたから、こうして先に待ってたんです。奴隷は常にご主人様のお側そばに控ひかえて、ご奉ほう仕しをするものでしょう？　だから私も、何かお手伝いをしようと思って」

「いりませんよ！　トイレの手伝いとか聞いたことないし！」

「例えば、トイレットペーパーが足りない時に私がご用意してあげたり……」

「だからいらねぇよ！　小の方だよ！」

　花鈴といいこの人といい、外でのプレイはマジで勘かん弁べんしていただきたい。

「あのですね、雪音さん！　あなたの性せい癖へきに付き合うとは言いましたが……。公共の場ではやめて下さい！　ほんと、どんだけ変態なんですか!?」

「ああんっ！　天真君の罵ば倒とう、気持ちいいっ！」

　ダメだ、この人。ドＭなせいで何を言ってもご褒ほう美びとして受け取りやがる。

「でも、ご主人様。私だって、何も変わってないわけじゃないよ？　あなたの気持ちも汲くみ取って……。なんと今日！　私は体を縛しばっていません！」

「なっ……！　マジですか!?」

　全校生徒の目の前で亀きつ甲こう縛りをした雪音さんが、体を縛るのを我慢している……!?

　これはかなりすごい進歩のはずだ！　ようやく彼女も普通の女子に──

「だから、男子トイレでご主人様にご奉仕しても許されるよね？」

　──なってくれたらよかったのに……。

「いや、手伝いとかホントいりませんから！　会場に戻っていてください！」

「じゃあ、ご主人様が用を足すのを応援します！　ガンバレガンバレ天真君っ♪」

「よけい出しづらいわ！　いいから早く出て行ってくれ！」

　こんなところで俺たちが一いつ緒しよにいるところを見られたら……。そしてそれが肇さんに知れたら……。考えるだけで恐おそろしい。

　誰だれか来る前に、雪音さんにここから出てもらわないと──

『しかし、ここのトイレは分かりづらいな』

『全くだよ。もっと案内を丁てい寧ねいにするべきだ』

　最悪すぎるタイミングで、二人の男性の声が届いた。確実にこちらに向かっている。

「くそっ……！　隠かくれますよ、雪音さん！」

　俺は慌あわてて雪音さんを連れて、奥の個室へ閉じこもった。

　こうなったら、外の人が去るまで隠れるしかない。ああもう、なんでこんなことに……。

「はぁはぁ……。ご主人様と密室で二人……。今からひどいことされちゃいそう……」

　しかも、雪音さん余計に興奮してるし……。

　っていうか、この人静かにさせないとマズイぞ！　女子が中にいるなんて知れたら、それだけで騒さわぎになりかねない。死んでもバレないようにしないと！

「しょうがないですね……。それなら、これで満足してください！」

　俺は仕方なくポケットから、用意しておいた道具を取り出す。

　有事の際、雪音さんを満足させるために仕込んでおいたＳＭ七つ道具の一つ……その名もボールギャグである。装着した者の口を封ふうじる、割とメジャーなＳＭ道具。

　ゴルフボール大の球体を雪音さんの口の中にはめ、その両りよう端たんに取り付けられた革ひもで彼女に固定する。これで雪音さんの口を封じつつ、ドＭな欲求を満たすことができる。

　俺だって本当は、こんな異常な道具を使いたくはない。使いたくはないが……今の雪音さんを抑えるためには、これが最善の手段なんだ！

「んーっ！　んーっ！（ご主人様からのお仕置き……幸せぇ！）」

　興奮しきった表情から何を言ってるか大体分かる。しばらく放置すれば、きっと満足するだろう。これも、雪音さんが以前渡わたしてきた『ＳＭプレイの始め方。今日からあなたもＭ奴隷』を読み、彼女の好みを勉強した成果だ。学習を怠おこたらない俺、かっけー（泣）。

　後は、外にいる二人が出るのを待って、ここから脱だつ出しゆつするだけだ。

　俺は外の声に聞き耳を立てて、彼らが去るのをじっと待つ。

「なぁ、結局どうなったんだ？　さっきのあの女の子とは」

「ああ。もう落ちたも同然じゃない？　元々顔は知ってたし、すぐに話も合ったからね」

「へ～。マジかよ。羨うらやましいなぁ」

「恋れん愛あい経験少なそうだし、あとは適当に接していれば、勝手に惚ほれてくれると思うよ」

　二人は若い男性のようで、何やら片方が女性を落とした自じ慢まん話をしているようだ。

「ま、女なんてとりあえず優やさしくしとけば、大たい抵ていコロッと落ちるからさ」

「へぇ～。やっぱすげえな、諒太は。俺じゃあそうはいかないぜ」

「!?」

　その名前に、俺の体に鳥とり肌はだが立った。

　え……？　諒太？　それじゃあ……。今話に出てた女の子って……？

「で、今回はどれくらい付き合うつもりなんだよ？」

「う～ん。なかなか可愛かわいい子だし、とりあえず三か月くらいかな。その後は利用できるならキープで。面めん倒どうだったら捨てるけど」

「ははっ。相変わらず一人に落ち着かないねぇ～」

　手を洗う水の音が聞こえ、二人が笑いながら去っていく。

　俺は慌てて個室から出て、彼らの背中を遠目に眺ながめた。

　それは、間ま違ちがいなく滝川諒太の姿だった。

「んー、んんー！　んーんんん？」

　ふと、事情を知らない雪音さんが、きょとんとした目で聞いてくる。

　あ、そうだ……。この人のこと忘れてた……。

「あの、何言ってるか分かりませんから」

　俺は彼女の口からボールギャグを外す。ドＭな気持ちはもう落ち着いたようである。

「ぷはっ……。天真君、どうかした？　なんだか怖こわい顔してるけど」

「い、いえ。別に……。なんでもないです」

　俺は誰も周囲にいない隙すきをつき、雪音さんをトイレから逃にがした。




　　　　※




　トイレを済ませた後、俺はようやく会場に戻もどることができた。

　花鈴と雪音さんは、さっきの件でいったん満足したようだ。二人はすぐに合流し、全すべての欲がそぎ落とされた聖なる笑えみを浮うかべながら、挨あい拶さつ回まわりの続きをする。

　そんな彼女たちを、色々な人が誉ほめそやす。

「やっぱり二人とも綺き麗れいだねぇ。こんなに清せい楚そな女の子は、他のどこにも存在しないよ」

「神宮寺さんの娘むすめさんは、まるで穢けがれない天使のようだね」

　いや、違うよ？　皆さん騙だまされてますよ？　あの子たち、むしろ普ふ段だんは穢れだらけだから。さっきまでノーパンで男子トイレに入ってたから。

　いや、今はそれよりも月乃だ。辺りを見み渡わたし、彼女を探す。するとさっきと同じ場所で、諒太さんと談だん笑しようしている月乃がいた。発情したような雰ふん囲い気きはない。どうやら、今のところは仲良くやっているようだ。その様子に、俺も心底安心できる。

　──あの会話さえ、聞いてなければ。

　あの諒太とかいうやつ、本気で月乃のことが好きで、近づいてきているわけじゃない。

　ただ単に女を落とすのが趣しゆ味みで、たまたま月乃を狙ねらっただけだ。

　なんだか、嫌いやな事実を知ってしまった。ついさっきまではあの二人の仲を応おう援えんしていたはずなのに、今はなんだかもやもやした感じだけが残る。

　月乃は今、楽しそうにアイツと話している。しかし、諒太がトイレであんなことを言っていたと知れば、どんな気持ちになるのだろうか？　そう考えると、気分が重い。

　と、その時。

　会場の端はしに用意されていたステージで、クラシックの演奏が始まった。

　ステージの近くではテーブルが移動され、少し広めのスペースができる。そこに何人かの男女がやってきて、優ゆう雅がな所作で手を取り合う。そして音楽に合わせて踊おどり始めた。

　よく分からないが、いわゆる社交ダンスだろう。ペアになった男女が手を取り合い、とても洗練された動きで華か麗れいにステップを踏ふんでいく。

「月乃さん。よろしければ俺らも踊りませんか？」

　諒太が月乃を誘さそう声がした。

「えっ……。は、はい！　お願いします」

　月乃は一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんの後、覚かく悟ごを決めて申し出を受ける。ゲーセンでプリクラをとるのも嫌がっていた時の彼女を思えば、かなり成長したものだ。

　月乃は諒太に手を引かれ、ステージの前に移動した。

　きっと名家の娘として、教え込まれているのだろう。月乃たちのダンスは周囲の人と比べても、何ら遜そん色しよくないものだった。鮮あざやかに足を運んでいき、綺麗なターンを決めていく。そしてその間、当然発情することもない。非常に美しい出で来き栄ばえだった。

　音楽が終わり、ダンスを踊っていた人が礼。周りから拍はく手しゆが送られた。

　俺も月乃に向けて拍手をする。

　見ていると、諒太は他の知り合いに会い、話しかけられているようだ。その隙に月乃がこちらに気づき、俺の方へ駆かけてきた。

「ねぇ天真、見てた!?　アタシやったわよ！　普ふ通つうに男と踊りきれたわ！」

「あ、ああ。見てたよ。頑がん張ばってたな」

　よほど嬉うれしかったのか、今まで見たことがないほどに月乃がテンションを上げている。

「やったやった！　これでもう変態から脱だつ却きやくできる！」

　訓練の甲か斐いあり、ついに彼女は性癖を克こく服ふくしたようだ。

「あははっ！　ようやくアタシも男を遠ざけなくても済む！　恋愛だってできるんだから！」

　念願であった普通の女子になったことを、とにかく喜んでいる彼女。それは俺としても嬉しいことだ。純じゆん粋すいに祝福してあげたい。

　しかし、俺はどうしても考え込んでしまっていた。あの諒太の存在について。

「よかったな、月乃……。お疲つかれ様」

　自然と俺の声の調子も、なんだか暗い感じになる。

「えー、それだけ……？　もっと喜んでよ。それとも、どうでもいいって言うの？」

　そんな俺に、月乃が不満げな視線をよこす。

「い、いや。俺も嬉しいよ。……ところで、恋愛の相手はやっぱり諒太さんなのか？」

　思わず、そう問いかけていた。どうしてもそれが気になって。

「え……？　うーん、分かんない。まだそんなことまで考えてないし」

「そ、そっか……。まぁ、そうだよな……」

　今はとにかく性せい癖へきの克服を喜んでいるだけのようだ。俺は少しだけほっとする。

　正直な気持ち、俺は諒太との恋愛を認めたくない。月乃のことをあの程度にしか考えていないような男に、彼女のことを任せたくはない。

　だが、相手は神宮寺家が仕事相手にしている家の息子むすこである。彼の機き嫌げんを損そこねることは、肇さんの不利益に繫つながる可能性もある。そもそも肇さんだって、諒太のような立場ある男に、月乃を嫁とつがせるつもりだろう。それを俺が邪じや魔ましたら、きっと彼の怒いかりを買う。

　仕事のことだけを考えるのなら、ここは笑顔で彼女を送り出すべきだ。それが肇さんに雇やとわれた者として、そして家族を守る者として、一番正しい選せん択たくだ。

　そう、頭では分かっているのに──

「キャア！」

　思考の途と中ちゆう、月乃の鋭するどい悲鳴が聞こえた。俺は反射でそちらを見る。

　すると彼女は手を滑すべらせたのか、コップを落としてしまっていた。中のジュースがこぼれ、月乃の服を濡ぬらしている。

「ご、ごめん……。うっかりして……」

「おいおい、大だい丈じよう夫ぶか？　気をつけろよ」

　俺はハンカチを月乃に差し出す。早く拭ふかないと大きなシミになりそうだ。

　月乃はそれを受け取って、濡れたところを拭いていく。だが、途中で動きを止めた。

「こ、これ……。天真の、パンツ……？」

「え……？　あっ！」

　俺がジュースを拭くのに使ったのは、以前使ったパンツハンカチ。発情した月乃の気を逸そらすためのアイテムだ。

　普通のハンカチを渡すつもりが、うっかりしてソッチを手渡してしまった。

　以前までの月乃なら、俺のパンツを持ったことで確実に発情しているだろう。しかし幸い、彼女は性癖を克服している。パンツを見ても何も問題ないはずだ。

　──その油断が命取りだった。

「て、天真のパンツ……。はぁはぁ……。天真ぁ……！」

「っ!?」

　月乃の呼吸が荒あらくなり始め、トロンとした目つきに変化する。頰ほおは赤く染まり、その表情は何かを求めるように切なげ……。

　まさか、月乃……。俺のパンツに発情している……？

「天真……！　天真っ……！　てんまぁぁっ！」

　大声で俺の名を呼ぶ月乃。

「あれ……？　あの子、どうしたんだ……？」

「さあ……。お顔が真っ赤になってますわね……？」

　その艶つややかな声に、周囲の人たちの注目が集まる。

　な……何で!?　どうしてだお前!?　性癖治ったんじゃなかったのかよ！　なんで諒太とのダンスは平気で、俺のパンツでは発情するんだ!?

「どうかしましたか、月乃さん？」

　月乃の声に、諒太がこちらへ駆けてきた。

　彼は月乃の様子の変化を感じ、彼女の顔を窺うかがおうとする。

「はーっ……！　はーっ……！　天真のパンツぅ……」

　ダメだ！　今の月乃を見られちゃいけない！

　ここで月乃が諒太を襲おそったりしたら、月乃の性癖があっという間に知られてしまう。ここにいるのは良家の人たち。月乃の人生や神宮寺家にも、大ダメージとなってしまう！

　俺は月乃を隠かくすため、彼女をぎゅっと抱だき寄せた。そして諒太から距きよ離りをとる。

「え……？」

　俺の行動に、諒太がきょとんとした顔をする。

「君は、何をしているのかな……？」

「ち、近づかないでもらえますかっ!?」

　月乃に触さわられたりしないよう、はっきりした言葉で拒きよ絶ぜつする。

　すると、諒太の表情が険しくなった。

「君……。いきなり女性に抱き着くなんて、あまり紳しん士し的じゃないと思うな……」

　今まさに落とそうとしている女子が、別の男に抱き着かれているのを見過ごすわけにはいかないのだろう。責めるような口調で俺に言う。

「今すぐ彼女を放してくれ。周りの方々も見ているよ？　月乃さんだって皆みんなの前で抱かれたら嫌がり──」

「天真ぁ……。もっとぎゅっとしてぇ……？」

　月乃が最悪なタイミングで、とんでもないことを口にしやがった。

「え……？　つ、月乃さん……？」

　俺や諒太にギリギリ聞こえるくらいの声で、甘い言葉を口にした月乃。

「え、え……？　まさか、月乃さん……。自分から望んでこんなことを……!?」

　ヤバイ！　これ以上考えられたら月乃がエロい奴やつだとバレる！

「お、俺は月乃を放しません！」

　俺は大声で諒太の思考を邪魔しつつ、彼の意識を俺に向けた。

「俺は月乃を他の誰だれにも渡わたしませんよ！　特にあなたみたいな男には！」

　俺の口から、自然とそんな言葉が漏もれた。

「なっ……!?　それはどういう意味だい？　どうして俺にそんなことを言う？」

「あなたは、月乃にはふさわしくない！　だから、あなたには近づけません！」

　この時俺は、間ま違ちがいなく諒太を誤ご魔ま化かすために……発情した月乃から遠ざけるために言葉を出しているはずだった。それなのになぜか、次し第だいに感情が高ぶっていく。勢いに乗せて、俺の本心が勝手に出てくる。

「あなた、さっき言ってましたよね？『月乃は恋れん愛あい経験少なそうだし、あとは適当に接していれば、勝手に惚ほれてくれると思うよ』って」

「……!?」

　俺の追つい及きゆうに、諒太の顔が一瞬歪ゆがむ。

「それと『月乃はなかなか可愛いから、とりあえず三か月付き合おう。その後は利用できるならキープで。面めん倒どうだったら捨てるけど』とも」

「い、一体何を言ってるのかな？　話が理解できないよ。何かの間違いなんじゃない？」

　彼はすぐに平静を取り繕つくろい、俺の言げん及きゆうから逃のがれようとする。

「いえ、間違いじゃありません。はっきりこの耳で聞きましたから」

　俺は彼から目を逸らさずに、毅き然ぜんとした態度で畳たたみかける。

「そんな考え方をしている奴に、月乃を渡すことはできません。だからもう、月乃には近づかないでいただけますか？」

「ば、馬ば鹿かな……。俺がそんなこと、言う訳ないだろ……？」

「いいえ。言っていましたよ。俺ははっきり聞いたんですから」

「だったら、証しよう拠こはあるのか！　証拠は！」
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　俺の言葉に、とうとう諒太が声を荒らげる。

　確かに、それを言われてしまうと弱い。俺はただ、現場を見聞きしただけだ。レコーダーとかで録音していればよかったのだが、そんなにうまくいくはずもない。

「それなら、私も聞きましたよ？」

　いつの間にか近くに来ていた雪音さんが、唐とう突とつに話に入ってきた。

「は……？」

「お久しぶりです、諒太さん。去年のパーティー以来ですね」

　雪音さんが笑え顔がおで挨あい拶さつをする。月乃以外も、彼のことは知っているのだろう。

　そして、そのまま彼に言葉をぶつける。

「諒太さんの会話、私もさっき聞いちゃいました。天真君の話は本当ですよね」

　確かにあの時、雪音さんも俺と一いつ緒しよに個室にいた。今の話の内容とあの時の会話の記き憶おくから、雪音さんも事情を察したのだろう。

　でも、雪音さんがそれを言うのはちょっと……。

「はぁ……!?　どうしてあなたが知ってるんですか!?　あの時はトイレで話してたんですよ？　まさか、男子トイレに入ったんですか!?」

「あっ……」

　だよなぁ！　やっぱりそう思うよなぁ！

　雪音さんが「しまった」という顔をして固まる。頼たのむから考えて話してくれぇ！

「あれー？　諒太さん今、『話してた』って言いました？」

　と、気づかないうちに諒太の後ろに来ていた花鈴が、彼の発言にツッコミを入れた。

「ということは、やっぱりそういう話をしてたんですねー？」

「なっ……！」

　雪音さんの発言が、なんかいい感じに機能したー！

「い、いや……。今のはその……」

「言い逃れなんてできませんよ？　今の発言、しっかりと証拠映像を撮とりましたから」

　花鈴が先ほどのデジカメを差し出し、諒太に向けて再生する。

　しかし……。

「あ、間違えました」

　誤操作で、さっきのエロ自撮りが画面に映る。

「お、おい!?　今の映像はなんだ!?　一いつ瞬しゆん女の裸はだかみたいなのが映ったぞ!?」

「ち、ちちちちち違ちがいますよっ!?　そんなの映るわけないじゃないですか！　それより、こっちを見て下さいっ！」

　花鈴はあからさまに慌あわて、それを誤魔化すかのように諒太の映像を再生し直す。そこにはしっかり、自分で話していたことを認める彼の姿が映っていた。

「さ、さあ！　これでどうですか!?　もう認める気になりましたねっ!?」

「なっ……ぐぅ……」

　俺や花鈴、雪音さんが一緒に諒太のことを睨にらむ。その視線に耐たえ切れず、彼は思わず目を逸らした。

　さらにその直後、盛せい大だいにキレた。

「うっ、うるさぁい！　そんな目で俺を見るんじゃない！」

　彼は目に涙なみだをためながら、まるで子供のように叫さけぶ。

「お前ら、俺をいじめてタダで済むと思うなよ！　パパに言いつけてやるからなっ！」

「ぱ、パパ……？」

　いきなり飛び出した情けない言葉に、俺はなんだか拍ひよう子し抜ぬけする。

　だが、その後の言葉で戦せん慄りつした。

「ってか、お前ら全員変態だろ！　変な画像は持ってるし、男子トイレに入ってるし、こんなところで抱き合うし！　この変態ども！　許さないからな！」

『!?』

　俺や雪音さん、花鈴の肩かたがビクッと震ふるえる。月乃はまだ、俺に強く抱き着いているが。

「お前らなんか、パパに頼んで潰つぶしてやる！　後で謝っても知らないからなあっ！」

　多くの人が様子を見る中、諒太はそのまま逃にげるように俺たちのもとから去っていった。恐おそろしい発言を残したまま。

　おいおい……マジかよ？　三人が変態だと諒太にバレた。しかも去り際ぎわの彼の口ぶりからして、それを自分の親に言いやがる。肇さんの耳にも、きっと入るだろう。

　幸いなのは、見ていた周囲の人たちには、まだバレていないということだ。

「あの三姉し妹まいが変態だって……？」

「そんな馬鹿な。あの子たちはどこの娘むすめより清せい楚そだぞ？」

　彼らはこの美しい三姉妹が、変態だとは思えないのだろう。諒太の言葉を信じてない。

　また、姉し妹まいたちも自分以外が変態だとは気づいていないようだった。

「へ、変なこと言ってるね、あの人～。花鈴の映像、誤作動で撮れただけなのに……」

「そ、そうだね～……。私もたまたま、トイレの前で声が聞こえただけなのに～……」

「そ、それより！　月乃お姉ちゃんって、あんな人に言い寄られてたんだ。ひょっとして、付き合いそうになってたんじゃ？」

「ほ、ホントだね。様子がおかしいから来てみたら、こんなことになってたなんて……」

　下手な言い訳をしながら、冷ひや汗あせだらだらで作り笑いをする二人。なんとか話題を逸そらそうとしている。

　自分を誤魔化すので精せい一いつ杯ぱいなのと、相手を立派な姉妹だと思う信しん頼らいからの先入観で、相手を疑わないようだ。なんという奇き跡せきか。この状じよう況きようでもバレないとは。俺に抱き着いている月乃のことを言及する余よ裕ゆうもないようだ。

　そういえば、月乃の様子はどうなんだ？　俺は未いまだ抱きしめたままの彼女を見る。

「諒太ってやつ、あんな情けない人だったんだ……。ごめんね、天真？　心配かけて……。でも、アタシは天真が──天真のパンツが大好きだよ……？　はぁはぁ……」

　発情し、俺の胸の中でうわ言のように言う月乃。

　ダメだ。こいつの発情を止めないと……！

「ごめん、二人とも！　ちょっと月乃を借りてくから！」

「え？　う、うん……」

　俺は月乃の性せい癖へきがバレないように、彼女を連れて人ひと気けのない場所へと移動。さっき花鈴と出くわした、非常階段の前に連れていく。

「おい、月乃！　頼むから正気に戻もどってくれ！」

「アタシは正気だよ、天真ぁ……。だから、二人でエッチなことしよ？」

　くっ……。すっかり発情しきっている。その上、すでにハンカチだけでは満足できなくなってやがる。しかし、このまま公共の場で発情させておくわけには……。

「あーもう！　今回だけだぞ、月乃っ！」

　俺は月乃に後ろを向かせ、誰もいないことを確かく認にんする。そして──

「ほら……。これで我が慢まんしてくれ……！」

「こ、これ……。天真のパンツ……!?」

　俺は月乃に、泣く泣く穿はいていたパンツを与あたえた。

「はぁはぁ……。嬉うれしい……。天真の温ぬくもり、嬉しいよぉ……！」

　幸い、これは効果があったようである。月乃は興奮し、俺のパンツを抱きしめる。

　そして月乃のエロい欲求を満たし、彼女が正気に戻ったころ。

　パーティーはようやくお開きになった。
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　パーティーの後すぐに帰宅し、俺はため息をついていた。

「はぁ……」

　三姉妹がエロい少女であることが、ついに他人にバレてしまった。それも、肇さんたちと同じ世界の人間に。

　こうなってはもう、俺はクビになるしかないだろう。肇さんがすぐこの情報をつかみ、俺を家から追い出すはずだ。もしかしたら、これまでの三姉妹との生活についても言及されて、厳しい罰ばつを受けるかもしれない。それに、俺は部外者の分際で、名家の子供の恋愛を勝手に潰したことになる。その点もきっと責められる。

　あぁ……。完全に終わったな。この仕事を辞めた後、借金をどうするか考えないと……。

　また、悩なやんでいるのは俺一人だけではないようで。

「…………」

　月乃がリビングのソファーに座り、何も言わずに落ち込んでいた。

「あぅ……。月乃ちゃん、どうしよう……」

　彼女の様子を廊ろう下かで見ながら、雪音さんが心配そうにする。

「あんな月乃お姉ちゃん、花鈴初めて見たかもしれない……」

　まぁ、そりゃあ落ち込むよな。せっかく性癖を克こく服ふくしたと思った直後に、また発情してしまったのだ。それも大勢の人がいる前で。

　ちなみに月乃の性癖を知らない二人は、『好意を持っていた相手が、実はロクでもない男だったこと』にショックを受けていると思っている。

「どうしよう……。なんて言葉をかけてあげたら……」

「月乃お姉ちゃん……。大だい丈じよう夫ぶかな……？」

　二人とも、経験のないほどの落ち込みっぷりに、どうするか迷っているようだった。

　家族だからこそ、本当に大切な相手だからこそ『あーでもない、こーでもない』と、真しん剣けんに悩んでいるのだろう。二人が月乃を想おもう気持ちが伝わってくるようだった。

　しかし、そんな二人の顔も激しく暗い。月乃のことを心配しているだけではなく、二人も内心自分の性癖が肇さんにバレると思い、落ち込んでしまっているのだろう。

　俺も含ふくめ、全員がそれぞれ絶望している状況は、完全にお通つ夜やムードだった。

　でも、さすがにこの状態のままいるわけにいかない。特に月乃の落ち込みよう、放ほうっておくのは酷こくだろう。

　まずは誰だれかが声をかける必要がある。

　雪音さんたちにできないなら、ある意味では気楽な立場の部外者が、その役目を買って出るしかない。俺はあくまで仮の夫で、本質的には部外者だ。

　その上、俺はどうせもうすぐクビになる。それなら部外者は部外者らしく、無責任に慰なぐさめてみよう。諒太の恋れん愛あいを邪じや魔ましたようにな。

　俺はずんずんとリビングへ踏ふみ入り、月乃の隣となりに腰こしを下ろした。

「…………（ススッ）」

　さりげなく距きよ離りを離はなす月乃。おい。微び妙みように傷つくんだけど。

「月乃……。さすがにそれはひどくないか？」

「だって……。近づいたらまた襲おそうわよ？　アンタを……」

　あ。やっぱりもの凄すごく気にしてらっしゃる。

「あ～……。まぁ、そう気にするなよ。特訓の中で、同じようなこと何度もあったし」

「そうね。でも、もう特訓もしなくていい。どうせアタシはずっと変態のままだもん」

　そう言って、月乃が俯うつむいてしまう。かなり深い自己嫌けん悪おの海に沈しずんでるようだ。

「アタシなんて、いつまでたっても変われない。どんだけ頑がん張ばっても今のまま……」

　俯いたまま、独り言のように月乃が話す。

「せっかく性癖が治ったと思えば、なぜかアンタには発情しちゃうし……。話せるようになった男は結局ロクでもない奴やつだったし……。もう、本当にいいことない。どうせアタシは、一生このまま変態なのよ。ずっと変態のまま変われないのよ……」

「別に、いいだろ。変わらなくても」

　落ち込む月乃に、ごくごく軽い口調で言う俺。

　月乃が顔を上げ俺を向く。

「は……？」

「いや、だから。変わらなくてもいいんじゃないか、って」

「はあっ!?　アンタ、何言ってんの!?　それでいいわけないじゃない！　アタシ、あんなにエロいのよ!?　いいところのない変態よ!?」

　今にも嚙かみつきそうな勢いで、月乃が俺に食ってかかる。

「いいとこだったら、たくさんあるだろ。姉妹思いなところとか、意外にピュアなところとか、素す直なおじゃないけど実は優やさしいところとか、責任感が強いのもそうだな。あ、あと案外照れ屋で可愛かわいいところも」

「あっ……あうっ……!?」

　いきなり連続でほめられたせいか、月乃が口を半開きにしてフリーズする。

「な？　まだ出会って数週間の俺でも、これくらいはすぐ出てくるんだ。月乃は、いいとこいっぱいあるよ」

「そ、そんなこと……」

「そりゃ、変態なのは短所になるかもしれないけどさ。誰だって変な癖くせの一つや二つあると思う。だから、無理に自分を変えなくてもいい。月乃は、今のままでいいんだよ」

「…………っ！」

　実際、俺が仕事を続けていくなら、性癖がそのままじゃ困るだろう。絶対に彼女を諦あきらめさせずに、再び特訓をするように彼女を説得したはずだ。

　だが、俺のクビはもう間ま違ちがいない。だからこそ、仕事相手としては言えない、俺の本心を口にした。月乃に対して、本当に思っていることを。

「……ねぇ、天真。どうしてアンタは、諒太とアタシを引き離してくれたの？」

　月乃がいきなり、そんな質問をぶつけてきた。

「あいつがロクでもない男だって知って……。あーいうサイアクで幼よう稚ちな男だって知って、アタシから引き離してくれたの……？　アタシのことを助けてくれたの……？」

「い、いや……。別に、助けたって程ほどのことじゃないぞ……？」

　あの行動は、あくまで俺の身勝手だ。助けたなんて、そんな褒ほめられた行動じゃない。

「ただ、普ふ通つうの恋愛をしようと頑張っていた月乃の相手が、こんな奴なんて許せない。そう思ったら、自然に口が動いてただけだ」

　将来月乃が付き合うべきは、彼女の性癖ごと受け入れられる優しい人間であるべきだ。今日の諒太の態度を見て、そんな風に感じ始めていた。

「……そ、それって……。そんなにアタシのこと、真剣に……？」

「それに……。あんな男と付き合わなくても、無理に変わったりしなくても、きっと今の月乃を好きになってくれる人も、そのうち現れるハズだから。……って、あれ？　どうしたんだ、月乃……？」

「～～～～～～っ！」

　月乃がクッションを取り上げて、それを俺の体に押し付ける。その後、クッションに顔をうずめて叫さけぶ。

「～～～～っ！　～～～～～っっっ！」

「え、月乃!?　何だ!?　意味が分からないんだけど!?」

　なぜか耳まで真っ赤になって、何かを叫び続ける月乃。慰めに失敗したかと焦あせる。

　しかし、その様子はさっきまでと違ちがい、とても元気そうだった。
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　さて、審しん判ぱんの時がやって来た。

　月乃を宥なだめた少し後、肇さんが帰宅したのである。

　彼は帰ると同時に俺を呼び、今は初めてここに来た日のように、向かい合って座ってる。

「天真君。今日はパーティー、お疲つかれ様」

「い、いえ……。滅めつ相そうもございません……」

　いつもと変わらない口調で話し始める肇さん。その声からは、まだ感情が読み取れない。

　しかしホテルでの一件は、当然彼の耳に入っているはずだ。肇さんは三姉し妹まいが変態であることを知り、諒太と月乃を引き離した俺に怒おこっている。なんにせよ、俺をこの家に置いておくわけにはいかないはずだ。

　俺は確実にクビになる。もうその覚かく悟ごはできている。

　しかしその前に一つだけ、肇さんに言っておかなければいけない。

「ところで、天真君……。そのパーティーでの件についてだが……」

「申し訳ございませんでしたっっっ！」

　肇さんが本題に入るよりも早く、俺は深く頭を下げた。

　早く、誤解を解くために。

「でも！　今日のことは、三人は何も悪くありません！　だって悪いのは……悪いのは……。俺が変態だったからです！」

　変態なのは、三姉妹ではなくて俺。そう肇さんに宣言する。

　月乃が俺に抱き着いたのも、花鈴の自じ撮どりがあったのも、雪音さんが男子トイレにいたのも、全すべては俺が仕組んだこと。そう彼に判断させることで、三人の秘密を守るために。

　どうせクビになるのなら、あの三人だけは身を犠ぎ牲せいにしてでも守り抜ぬく。それがこの俺の最後の仕事だ。

「本当は、俺が変態だったんです！　俺が変態で、彼女たちを付き合わせたんです！」

　ソファーから下りてその場で土下座。恥はじも外聞もなく、おでこを床ゆかにこすりつける。

「だから、三人のことは誤解しないであげて下さい！　悪いのは全部俺ですから！」

「天真君……」

　肇さんがそんな俺を厳いかめしい顔つきで見下ろしてくる。

　だ、ダメか……？　やっぱり騙だまされてはくれないか？　三人のことは完全にバレたか？　そう俺が絶望しかけた、その時。

「待ってパパ！　天真のこと、誤解しないでよ！」

　扉とびらが開き、月乃が部屋に飛び込んできた。

「つ、月乃……!?」

　彼女は俺の隣に立ち、肇さんのことを強く見み据すえる。

「こいつはアタシのためを思って、あの気持ち悪い男を遠ざけてくれたの！　クビにするなんてありえないわ！　それに、こいつが変態っていうのも違う！」

　お、おい……。こいつは何を言っているんだ？　なぜ俺の言い分を否定する？

　せっかく俺が変態の業ごうを全て背負おうとしているのに……！

「アタシも最初は、こいつのことを遠ざけてたけど……。それでも天真は、アタシに本気で向き合ってくれた！　本気でアタシのことを考えて、色々体を張ってくれたの！　同居人として、こんなにいい人は他にいないわ！　決して変態なんかじゃない！」

　月乃が俺を庇かばうために必死になってくれている。俺を嫌きらっていた月乃がだ。そのことは本当に嬉うれしく思う。

　でも俺の言い分を否定したら、自動的にお前たちの方が──

「そうですよ！　天真先せん輩ぱいは変態どころか、いつも花鈴たちのために努力してくれているんです！」

「二人の言う通りだと思う。天真君は他の誰よりも、私たちのことを考えているもの」

　花鈴と雪音さんも俺の前に現れて、月乃と一いつ緒しよに俺を庇った。いつもの変態少女とは思えないほど真ま面じ目めな顔で、俺の無罪を訴うつたえている。

　おい、やめろ……！　おい、やめろ！

　その気持ちは本当に嬉しいが、そんなことを言ったらお前らの秘密がバレてしまうぞ！

「変態なのは、天真じゃない……」
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　月乃が、覚悟を決めたような目をする。それに従い、雪音さんと花鈴も。

「そう……。天真君は変態じゃない」

「先輩は……。先輩は違うんです……」

　お、おいお前ら……。なにを言う気だ……？　やめろ。マジでやめてくれ！

『だって、本当に変態なのは──』

　やめろお前らぁ──！　それ以上言うなぁ────！

「──お前たち、さっきから勘かん違ちがいしてないか？」

　三人が言葉を続ける前に、肇さんが口を開いた。

『え……？』

　怒ど気きを感じさせない肇さんの言葉に、四人が声を重ねて不思議がる。

「私は別に、天真君をクビにしようとも、変態だとも思っていないよ。それどころか──よくやってくれたと褒めようとしていた」

『え…………？』

　またもや四人の声が重なる。まさかの、称しよう賛さんの言葉が飛んできた。

「えっと……どういうことですか……？」

「どういうことも何もない。君は月乃を助けてくれたそうじゃないか。君のおかげで、娘むすめにたかるうるさいハエを追い払はらえたよ」

　うるさいハエ……？　え？　何だそれ……？

「分からないかい？　滝川諒太の件なのだが」

　肇さんは忌いま々いましそうにその名前を口にする。

「私も彼とは一度会っただけだが、人格的にウチの月乃には釣つり合わない。そのくせヤツは生意気にも、月乃を遊び相手にしようとしていたみたいでね。しつこいからどう引き離はなそうかと、頭を悩なやませていたのだよ。一応、家は名家だからね」

　彼の家と肇さんは仕事上の付き合いがある。月乃を諒太から守ろうとしつつも、両家の関係を考えて、無下にはできなかったのか……？

　そんな時、俺がアイツを追い払ったと。

「で、でも俺……。月乃さんの恋れん愛あいを勝手に潰つぶしてしまったわけで……」

「気にしなくていい。君が娘にふさわしくないと判断をした相手なら、本当にふさわしくないのだろうしね。私は君を信用している。だからこそ、娘の傍そばに置いているのだ」

　え？　俺、そこまで信用されていたのか……？

「それに、話はよく分からなかったが……。今も娘たちを守るために、一いつ生しよう懸けん命めいになってくれていたようだしね。君は私が思っていた以上に、素晴らしい人物だったようだ」

「い、いえ！　それほどのことじゃないですから！」

　なんか好感度さらに上がってる!?

「とにかく、君の機転で色々助けられたようだ。諒太の妙みようないちゃもんを気にして、謝っていたのだとは思うが、あんな奴やつの言うことは信じていないから安心してくれ。ウチの娘を変態呼ばわりしたらしいが、見当違いも甚はなはだしいな」

　お、おぉ……。さすが子こ煩ぼん悩のう。最初から全く信じていない。

　でもこの人、俺や三姉妹をちょっと信用しすぎじゃないか？　こちらとしてはありがたいが、さすがに心配になるレベルだ。本当は三人とも変態ですよ？

「天真君には、これからも娘たちを守りながら、一緒に暮らしてやってほしい。娘たちが男への理解を深め、立派な嫁よめになれるようにね」

　この言い方……。ひょっとして、おとがめなしで終わるのか……？

　俺は話が終わる気配を感じ、内心、歓かん喜きに震ふるえ始める。

「そうそう。それと、あと一つ。一応これだけは言っておくが──」

「は、はいっ！　なんでしょう？」

「──もし貴様が本当に変態だったら、肉体丸ごと裏返すからな……？」

　返事に窮きゆうし固まった瞬しゆん間かん、肇さんが部屋を後にした。

　……これ、もしも今までの生活がバレたら、確実に命を取られるだろうな……。

　なにはともあれ、今回の件は不問のようだ。無事にクビを回かい避ひすることができた。

「あ～～～っ！　よかったぁ～～～～っ!!」

　極度の緊きん張ちようが一気に緩ゆるみ、俺はその場に倒たおれ込む。

「おめでとうございます、天真先輩！」

「天真君、よかったね！　これからも一緒に暮らせるね！」

「なんだ……。ただの思い過ごしじゃない……。心配して損しちゃったわよ……」

　三姉妹たちも、自分のことのように安心したり喜んだりしている。

　しかし……。さっきは本当に嬉しかった。クビにならなかったこともそうだが、この三人が俺をかばってくれたことがだ。

　でも、考えてみたら逆に危なかったな……。もし三人が変態なことをカミングアウトしていたら、それはそれでこの家にいられなくなっただろうし……。

　まあ、それでも。やっぱり彼女たちの気持ちは嬉しい。あの月乃まで、俺のために動いてくれたわけだしな。

「みんな……。本当にありがとな」

　俺が言うと、雪音さんと花鈴が明るい笑え顔がおを向けてきた。

　そして月乃は、恥はずかしそうに顔を逸そらす。素す直なおじゃないところは変わってないが、少しは打ち解けられたみたいだ。

　またこの家で仕事を続けていくことができる。それも、三人に認められた上で。

「そういえば……。みんなはさっき、何を言いかけてたんですか……？」

『!?』

　純じゆん粋すいな好こう奇き心しんからか、花鈴が余計なことを聞く。

「べ、別に私はなんでもないよ……？　勢いで適当に言いかけただけで……」

「あ、アタシもそうよ！　そういう花鈴は？」

「えっ!?　いや、花鈴もちょっと空気を読んだだけで……。アハハ……」

　乾かわいた笑いを浮うかべながら、三人が互たがいに誤ご魔ま化かしあう。

　その様子に、俺は苦く笑しようを漏もらしたのだった。








エピローグ









　パーティーが終わり、ギリギリでクビを回避した翌日。

　俺がふと目を覚ましたら、下着姿の女の子が俺のベッドの横に立っていた。

「…………え？」

　彼女は寝ね間ま着きを捨てて制服を手に取る。そして、そのまま動きを止める。

「はぁはぁ……。こんなところで着き替がえなんかして……先輩に見られたら困ります……。早く、早く制服を着ないと……。ああ、でも、もうちょっとこのままで……」

「おい、花か鈴りん。何をしてやがる……」

　興奮して一人で呟つぶやく露ろ出しゆつ狂きように、俺は冷ややかな声をかけた。

「せっ、先輩!?　ああ……！　先輩起きちゃいました……。花鈴がぐずぐず着替えていたから、先輩に下着見られちゃいましたぁ……！　はぁはぁ……。もっと見て下さい！」

　花鈴が胸に両手を添そえて、強調するように持ち上げる。

「あのなぁ……。エロいことしたいなら事前に言え！　突然すぎて心臓に悪いわ！」

　どうせ着替えを見られるプレイをしたくて来たんだろう。ホント朝からご機き嫌げんだな。

「つーか、勝手に入ってくるなよ……。一応は俺の部屋なんだぞ……？」

「すみません先輩。でも花鈴、ちゃんと先輩のことも考えてますよ？」

　花鈴が自信ありげに言う。

「昨日、身を挺ていして助ようとしてくれた先輩のためにも──今回はブラもパンツも着けてます！　どうです？　成長してるでしょ!?」

　おお、ホテルの時からさらに一枚増えている！　これは確かに成長している！

　……でも、どうせなら露出自体をやめてくれない？　結果、ほとんど変わってないよ？

「でも先輩のお部屋、あんまりＨなものありませんね？　名前の割にテンガもないし」

「だからテンガって名前じゃねーよ！　つーか家探ししてんじゃねえ！」

　こいつ、勝手に部屋をいじってないよな……？　心配であたりを見回してみる。

　と、その時。時計を見たらすでに七時過ぎ。いつもならとっくに起きている時間だ。

「やべぇ！　噓うそだろ!?」

　昨日の疲つかれでなかなか目が覚めなかったのだろう。このままのんびりしてたら遅ち刻こくだ。

「花鈴！　今は早く着替えろ！　お前も遅刻しちまうぞ！」

「あっ、先輩！　待ってください！」

　さすがに花鈴と同じ空間で俺まで着替えるわけにはいかない。

　そう思い、まずは他の身み支じ度たくをしようと、俺は急いで部屋を出た。




　　　　※




「もう……。待ってくださいって言ったのに」

　天てん真まの部屋に残された花鈴が、一人で寂さびしそうに呟いた。

「結局、この手紙のこと聞きそびれたじゃないですか」

　花鈴が一枚の封ふう筒とうを取り出す。物は古いが、可愛かわいらしいピンク色の封筒である。天真が起きる前、エログッズを探していた時にクローゼットで見つけたものだ。

「どんな手紙が入ってるんだろ……？」

　人の物を勝手に見てはいけない。そんなことは百も承知である。

　しかし、あの女っ気のない天真の部屋に、こんな可愛らしい封筒がある。その事実が、花鈴の好奇心を搔かき立てた。それも我が慢まんできないほどに……。

「す、少しだけ……。三秒だけなら、セーフですよね……？」

　謎なぞの自分ルールを持ち出して、ついに花鈴が封筒の中身を取り出した。




『けっこんとどけ：わたしは大きくなったらぜったい、てんまくんとけっこんします』




　拙つたない字に、とても簡潔な誓ちかいの一文。幼い恋こい心ごころが窺うかがえる可愛らしい手紙であった。送り手はませていたのだろう。婚こん姻いん届を模しているところが、微笑ほほえましさを感じさせる。

「……あれ？」

　しかし花鈴はこの手紙を見て、そういった思いは抱いだかなかった。

　代わりに、不思議そうに小首を傾かしげる。そして、一人で呟いた。

「この文字、どこかで見たような……？」




　　　　※




　部屋を出た俺は、まずは顔を洗うため洗面所に向かう。するとそこには先客が。

「はーっ……はーっ……。もう、耐たえられない……」

「!?」

　そこにいたのは、なにやらもじもじしている月つき乃のだ。悩なやまし気な表情をしており、その手には歯ブラシが握にぎられている。しかしアレは、俺の歯ブラシだ……。

「天真の、天真の歯ブラシ……。はぁはぁ……」

　月乃はそれをじーっと見つめ、その後ブンブンと首を横に振ふる。

「だ、だめ！　天真のためにも、ちゃんと性せい癖へき治さないと……はぁはぁ……」

　あいつ……。俺の歯ブラシで発情している。いや、発情しそうになりながら、必死に葛かつ藤とうしているようだ。え、大だい丈じよう夫ぶ？　月乃、くわえたりしないよね……？

　なんだか俺が出て行ったら、余計面めん倒どうが起きそうな気がする。

　それでも普ふ段だんなら止めているが、今はとにかく時間がない。月乃も頑がん張ばって耐えていることだし、俺は身支度を優先しよう。

　別の水道で顔を洗うため、俺はキッチンの方へと向かう。

　しかし、そちらも同じだった。

「おはようございます！　ご主人様っ☆」

　キッチンへ続くダイニングで、雪ゆき音ねさんが微笑みかけてきた。首輪と手て枷かせをつけた姿で。

「ゆ、雪音さん……？　なんでそんな格好を……？」

「それはね？　私が天真君の奴ど隷れいだからだよ☆」

　うん。まるで意味が分からない。

「奴隷たるもの、まずは形を整えるべきでしょ？　でも、必死で秘密を隠かくしてくれた天真君の気持ちに応こたえるためにも、裸はだかエプロンはだめだと思って……。そこで、奴隷と言えばやっぱり首輪に手枷かなって。これからはこの格好で、ご奉ほう仕しさせていただきます♪」

　言いつつ、朝食の用意されたテーブルの前で、なぜか四よつん這ばいになる雪音さん。

「さあ、私に座って朝食をどうぞ！　この奴隷を椅い子すとして使ってください！」

　やっぱりダメだ、この人たち……。昨日はちょっと感動したけど、基本的にはただの変態だ。少しは治そうとしているようだが、本質的に変わってねぇ。

　この人たちをまともにするには、一体どれほどの時間がかかるのだろうか……？

『ピンポーン♪』

　──と、俺の思考を切り裂さくようにインターホンの音が聞こえた。

「あっ！　誰だれか来たみたいですね！　しょうがないから俺が出ます！」

「天真君、待って！　奴隷の私が対応するから！」

　良い言い訳ができたとばかりに、雪音さんを無視して玄げん関かんに駆かける。

　よし、これでドＭから逃にげ出せる。

　俺は長い廊ろう下かを抜ぬけて、やたらと広い玄関に到達。そして、立派な扉とびらを開けた。

「…………！」

　瞬しゆん間かん、俺は息をのんだ。

　そこに立っていたのは、一人の女性だ。美しい顔立ちの、気品ある大人っぽい女性。

　彼女はいわゆるメイド服を着ており、頭には白いヘッドドレスを、腰こしにはエプロンドレス風の大きなリボンをつけている。

　外に出るには少々奇き抜ばつな印象の格好。しかし彼女は、それが仕事の制服であるかのように、違い和わ感かんなく着こなしていた。

　その堂々とした佇まいと、異常なほどにメイド服の似合う彼女の凜りんとした綺き麗れいさに、俺は言葉を失ってしまう。

「一いち条じよう天真さん、でしょうか？」

　すると、あちらから声をかけてきた。

「えっ？　あ、はい……。そうですけど……」

　なぜこの人は、俺の名前を知っているんだ？　この家は本来月乃たちの家。そこに訪たずねてきた人が、俺を知っているのはおかしい。この人は一体誰なんだ？

　俺の疑問を見み抜ぬいたのか、その女性がまた口を開く。

「おはようございます。私、寺てら園ぞの愛あい佳かと申します。肇はじめ様のご命令により、皆みな様さまの生活の視察のために、お伺うかがいさせていただきました」

「えっ……？」

　生活の……視察？　なんだ？　どういうことなんだ……？

　それってつまり、俺たちの暮らしぶりをチェックするってことだよな……？

　え、何で!?　なんでいきなり視察なんかが来るんだよ！

「早さつ速そくで申し訳ございませんが……。上がらせていただいてもよろしいでしょうか？」

「あっ……！　いや……!?」

　マズい。今、中では三姉し妹まいが変態してる最中だ。あんなところを見られたら、俺はこの家を追い出されてしまう！

　クソッ！　せっかく昨日クビを免まぬかれたのに、何だってまたこんな目に遭あうんだ!?

　頭の中で色々なことが駆け巡めぐり、俺は何も返事ができなくなる。

　するとこれまで無表情だったはずの彼女が、いきなりフッ、と笑いかけてきた。

「お嬢じよう様さまたちとは、仲良くしているようですね。……私が思っていたより、遥はるかに」

「!?」

　お、おい……。今の言葉はどういう意味だ？

　ひょっとして、すでに秘密がバレている……？　みんな変態だとバレている……？

　意味深に笑いかけてくる彼女に、俺はさらに言葉を失った。








あとがき






　初めましての方は初めまして。浅あさ岡おか旭あきらと申します。

　お久しぶりという方は、本当にお久しぶりでございます。またこうしてお会いすることができて、本当に嬉うれしく思っております。

　今作は『Ｈな女の子との同居生活』を描えがいた作品となっております。

　ホント、Ｈな女の子ってロマンの塊かたまりだと思うんです。きっとおっぱいを触さわらせてくれたり、スカートをたくし上げて可愛かわいいパンツを見せてくれたりするんですよ？　そんなの、好きになるしかないじゃないですか！

　女の子と同居して一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ったり、一緒のベッドで寝ねたりしながら、Ｈにイチャイチャ迫せまられたい。そんな思いがこの作品の原動力になっています。この物語を読んでいる間、Ｈな女の子との楽しい時間を味わって頂ければ幸いです。

　また、今作は平へい成せい最後に執しつ筆ぴつし、令れい和わ元年の最初に発売となる作品です。新時代の幕開けを、新作発売という最高の形で迎むかえることができ、大変喜ばしい気持ちです。

　この時代が皆みな様さまにとってより良いものになりますよう、微び力りよくながら願わせて頂きます。




　それでは、謝辞を述べさせて頂きます。

　まずは担当編集のＳ様。前作に引き続き多大なご支し援えんを賜たまわりまして、誠まことにありがとうございます。物分かりの悪い自分に根気強くアドバイスをして頂いたこと、何とお礼を言えばいいのか……。担当様がいなければ、本当にひどい有様でした。もっと努力致いたします。

　イラストのアルデヒド様。とても素敵なイラストで三姉妹たちに命を吹ふき込こんでいただきまして、本当にありがとうございます。元々、私個人としてもアルデヒド様の絵が大好きで、今回一緒にお仕事ができたのは、この上ない喜びであります。

　また、本書の出版にご尽じん力りよく頂いた全ての皆様。感謝の念が尽つきません。校こう閲えつ様やデザイナー様など、本当に多くの方々のおかげで、本書をこうして読者様方にお届けできるのだと思っております。

　そして何より、読者の皆様。たくさんの娯ご楽らくが溢あふれる中で本書を手に取って頂きまして、どれだけ感謝してもしきれません。厚く御おん礼れい申し上げます。

　それでは、また近い内にお会いできることを、心の底から祈いのっております。





二〇一九年四月某ぼう日じつ　浅岡旭
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